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第１

△
五

務報 告

平成４年
４月１日 諸橋執行部四期目スタート

｢日本病院会のめざすもの－会長四選の抱負」を諸橋会長発表

診療報酬改定（実質２５％）の新点数施行

継続審議の医療法改正案を衆院本会議で趣旨説明

同曰夕、民社党のヒアリング要請に河北副会長出席

定例診療録管理研究会を自治医大付属大宮医療センターで開催、５０施設61名参加

平成４年度研究会をスタート

新宿御苑で「桜を見る会」。当会から北村・寺田常任理事が招待

理事会開催。委員会・部会等の役員分掌を決定

平成３年度事業報告・収支決算を承認

勤務医委員会と中小病院委員会合同調査の病院長・勤務医・ＭＳＷの三者アンケート最終

報告書を発表、523病院を集計

診療録管理通信教育の第36回認定証授与式。管理士73人を認定、延べ認定者1,676人

平成４年春の叙勲・褒章受章者発表

当会推薦の財津晃前副会長が動三等瑞宝章に、また大道学常任理事が藍綬褒章を受章

９曰

１１曰

１５日

25曰

25日

25日

29日

新役員の紹介かね曰病顧問議員団（小沢辰男世話人代表）と朝食会

新設の医療保険審議会に病院経営学識経験者代表参画が必要と決議

医薬品流通で諸橋会長ほか幹部が製薬協山田・阿部氏及び卸連内匠屋・秋山氏と懇談、新

薬価算定に伴う建値制実施の状況等

諸橋会長、中山副会長ほか幹部と日刊紙論説委員が懇談、病院経営の諸問題等

看護教育施設部会・全体会議を開催、学校運営の実態調査と補助金増額要望の結果など報

告

医薬品流通の問題で河北副会長が公取委に照会、製薬メーカーの再販売維持行為の禁止通

達事項など確認

曰病新役員と顧問が懇談。左奈田・小野田・若月・財津・小野・大浜・宮崎・自見の各顧

問が出席

代議員会・総会を開催、平成３年度事業報告と収支決算を承認

昨年４月発足の曰病・病院診療報酬体系作成委託研究会の西村周三委員長が「今後の診療

報酬のあり方（総括）」を発表

５月７日

１８日

20日

21日

22日

22日

23日

23日

－１－



25曰全国の大学医局対象の「小児科･放射線科･病理新入局者調査報告」を公表。三科とも入局

者が減少傾向。量的質的面から制度的対応が必要と河北副会長がマスコミ説明

６月１曰看護婦等の人材確保法案に対する要望薑を四病団が提示

特に民間病院の看護婦等の養成・確保に配慮をとの内容

１０日自民党全国組織委員会の平成５年度予算要望聴取

河北副会長が出席し、診療報酬改善と看護婦等養成の補助金増額など表明

１８日第４２回曰本病院学会（有澤源蔵学会長）を大阪市･ホテルニューオータニ大阪で開催
～20曰

「新時代の病院像一質の向上と機能改革」をテーマに6,000人参加、一般演題305題発表

１９曰学会会期に合わせアジア病院連盟（ＡＨＦ、諸橋会長）のスタディツアーを開催

韓国、台湾、フィリピン、インドネシアと、オブザーバー参加の中国を合わせ海外から２７

人と曰本の国際委員会関係者が参加

１９曰にはAHF理事会と、ＡＨＦフォーラム「各国医療制度の問題点」を発表

２６曰医療法改正案が19曰参院本会議で可決、成立したのを受けて医療審議会を開催。大道常任

理事、諸橋会長が参画

３０日四病団総合部会に曰病素案として「病院団体連合（盟）創設の提唱（案）」を提出、各団

体の独立性はそのままに、重要事項について共同行動をとる趣旨

７月９曰看護業務見直しのため平成４年度事業として業務改善のモデル実施病院を厚生省が指定、

曰本病院会から総合大雄会病院、聖路加国際病院、天本病院、河北総合病院の４病院

９日９２国際モダンホスピタルショウが「価値ある健康、愛される病院」をテーマに池袋サンシャ
～１１曰

インシティ文化会館で開催

海外７か国26社ふくみ157社が出展、のべ４万9,000人が入場

へルス展も同時開催し、出席66社、のべ４万１，０００人を集める

１７日現在病院負担となっている外国人患者の医療費未払いに対し、国は救済措置をとるよう四

病団名で厚生省等に要望提出

未収金のほとんどが無保険の患者で、全国の病院の未収金額は10億円と推定

１８曰京都私立病院協会の理事長・院長会で、諸橋会長が「最近の医療問題」を講演

２５日社会保険庁の政管健保における健診事業のあり方に関する検討委員会に当会臨床予防医学

委員会の笹森委員を推薦

厚生省の死亡診断書等検討委員会委員に当会瀬田常任理事を推薦

２５日事務長養成課程通信教育の第13回認定証授与式。修了生９人を認定、のべ130人

－２－



病院長・幹部職員セミナーを東京千代田区のダイヤモンドホテルで開催、150人参加

厚生省小野医療課長の講演と、医療費改定後の対応策を10病院が報告。京大西村教授、中

山元外相の講演、マスコミ論説委員の病院に対する提言等

中医協の医療経済実態調査を病院経済の立場で独自に分析し、河北副会長が記者会見。一

般病院の総収支はマイナスＬ6％と算出

曰病としてエイズ対策を検討しようとエイズ等対策委員会が発足し、初会合。瀬田常任理

事を委員長に11委員でスタート

厚生省の医療関連サービス基本問題検討会の中の、検体検査院内委託委員会に清瀬臨床予

防医学委員を、医療機器保守点検委員会に高橋常任理事を推薦

中国医療施設視察団（小山田恵団長）が出発。

全自病協と共同企画で９月11日までの12日間、１２名が北京、ハルビン、西安、桂林、上海

を訪問

８月１曰
～２曰

３曰

１４日

22日

31曰

北京で開かれた国際病院管理学会に高橋常任理事・国際委員長が出席、４曰まで

第33回曰本人間ドック学会が高知市・県民文化ホールで開催。長崎彬学会長のもと「医療

の進歩に伴う人間ドックの役割」をテーマに1,200人参加、155題の一般演題

臨床予防医学委員会報告で３月末の短期人間ドック指定施設は556病院、自動化健診指定

は145施設

新発足の厚生省・医療保険審議会が第一回会合、当会推薦で河北副会長が出席

医療保険制度の枠組みや給付の範囲、財源確保の方策など幅広く論議

IHF事務総長のピッカーリング氏が来曰、９４年IHF汎地域会議の開催地・横浜の視察をか

ね当会国際委員会関係者と懇談

第18回曰本診療録管理学会（山本修三学会長）を横浜市のパシフィコ横浜で開催

｢情報化社会への対応」をテーマに850人参加、５０題の一般演題

厚生省薬務局の医療機器政策検討会の保守管理・流通に関するワーキンググループに当会

用度研究会塩山委員長を推薦

丹野副会長が18曰の当会委員会の席上倒れられ、慶応病院救命救急センターに入院された

が、２０曰ご逝去

平成５年度税制に関する要望・１９項目を自民党税制調査会及び全国組織委員会へ提出

台湾病院協会の第25回総会に依田副会長が出席

９月１日

３日
～４日

４曰

７曰

１０日
～１１曰

１９日

20曰

21日

25日

－３－



スウェーデン病院協会の医療施設視察団一行25名が曰病を訪問

IHF汎地域会議（ロンドン）参加とヨーロッパ病院視察旅行を実施、牧野参与・IHF副会

長をコーディネーターに10名参加

雑誌「エコノミスト」の特集“曰本の医療が危ない”に諸橋会長の論文「破綻の危機に直

面する病院経営」－窮状打開の処方菱をさぐる－全６ページが掲載

医療審議会が改正医療法に係る政省令事項を答申

特定機能病院の紹介率30％以上、療養型病床群の経過措置特例など。２４日の当会常任理事

会で大道委員報告

中国・吉林省の衛生体制考察団が曰病を訪問

診療録管理通信教育の第37回認定証授与式。７５名を認定

10月１４曰

２０曰
～31日

20日

21曰

23日

24曰

平成４年秋の叙勲、宮崎常任理事が動三等瑞宝章を受章

曰本顕彰会の平成４年度社会貢献者表彰式

当会推薦の藤間弘行藤間病院名誉院長、横田しづ子豊橋市民病院看護婦長、栗田静枝元聖

路加国際病院診療記録管理室長が受章

厚生省健康政策局の新旧幹部と諸橋会長ほか懇談

岡山県病院協会で諸橋会長が「医療環境の現状に伴う今後の病院経営について」講演

秋の園遊会に当会から土屋呂武元常任理事が出席

曰病顧問議員団と朝食会、諸橋会長、小野政連委員長ほか出席

病院経営の昨今の危機的状況を説明、「病院団体連合構想」の賛同をえる

理事会開催、平成５年度事業計画案を協議、病院団体連合の設立準備会参加と基本的考え

など了承

11月３曰

５日

６日

７曰

１３日

25日

28曰

エイズ等対策委員会報告書（11月28曰）を受けてエイズ対策本部（本部長・諸橋会長）が

発足、記者発表

病院におけるHIV抗体検査の公的費用負担、患者診療に関わるエイズ管理料の設定などを

厚生省に要望

特定治療材料の定価設定で要望書を提出。ペースメーカーの外に、人工骨頭、人工股関節、

人工弁、大動脈パルンカテーテル等も必要と厚生省に提示

平成５年度予算要望で自民党全国組織委員会国民生活局、並びに社会部会のヒアリングに

河北副会長出席

宮沢内閣改造、新厚相に丹羽雄哉氏が就任

社会保険診療報酬の緊急是正について四病団で大蔵省、厚生省に要望薑提出

12月１曰

４日

１０曰

１２日

24日

－４－



病院経営の危機的状況から来年度予算の緊急措置を求める

看護婦充足のための病院間格差の是正を四病団で要望

基準看護採用病院の必要以上の看護婦偏在の是正を厚生省、文部省等関係方面へ要請

25日

平成５年
１月13曰ＮＨＫスペシャル「病院再建一徹底解剖、経営の舞台裏」が放映。経済優先の誤解を与

えかねない内容と諸橋会長がＮＨＫに意見書

１３曰平成５年度曰病指定の短期人間ドック標準料金は前年同額の６万2,000円で健保連と更改。

自動化健診料金は若干のアップで平均４万円弱

米国高齢者ケア視察旅行に出発。

12曰までの10曰間、ロサンゼルス、サンシティ、テキサスなどを訪問、長澤泰国際委員会

委員をコーディネーターに16名参加

中医協総会。改正医療法にともなう特定機能病院と療養型病床群の診療報酬点数につき諮

問・答申、４月１日実施

内科系学会社会保険連合第77回例会を開催、次回診療報酬改定の検討を行う。伊賀委員が

参画

全国病院団体連絡協議会設立準備会西日本地区会議が岡山で開催、病院団体連合構想の推

進を確認

エイズ対策本部が「エイズの診療体制について」842会員病院のアンケート結果を記者発

表、中核病院へ名のり56病院、ネットワーク参加意思211病院など。「相談窓口」も開設

理事会開催。平成５年度事業計画案及び予算案を承認。新規項目として「曰本病院会の事

業のあり方とそれに伴う諸規程に関する事項」を追加し、また病院の管理運営・施設の改

善向上の項に「経営改善」を追加

２月３曰

５曰

８曰

１０日

１５日

27曰

診療報酬改定説明会を神戸市で開催、４日は東京開催で、両会場あわせ818名受講

全国病院団体連絡協議会設立準備会東日本地区会議を東京で開催、西日本地区会議とあわ

せ新年度からの連合構想推進を確認

厚生省の医家向け医療用具流通近代化協議会が初会合、諸橋会長参画

平成４年病院運営実態調査報告書が完成。曰病・公私連の協力調査。1,125病院の病院概

況・経営収支表を収載

｢病院診療報酬の緊急改定についての要望」をまとめ、諸橋会長が厚生省古川保険局長、

曰病顧問議員団に趣旨説明し、記者発表

３月２曰

３曰

４曰

１０曰

１７日

－５－



厚生省・エイズ治療の拠点病院のあり方に関する検討会が初会合、河北副会長参画

年度末の教育委員会・研究会委員長会議を開催

定例研究会は17研究会が29回開催し2,061人の参加者。全国研究会は18研究会・２１回開催・

1,650人参加。セミナーは５研究会・５回開催・参加371人

平成４年診療報酬改定影響率調査報告書を統計調査部会がまとめ発行

代議員会・総会開催。平成５年度事業計画案、同予算案を承認

理事の補欠選挙が行われ、林雅人平鹿総合病院長、伊賀六一東京都済生会中央病院長、武

田惇大阪府済生会泉尾病院長、加藤英夫国際親善総合病院長、岸口繁府中病院理事長の５

１８曰

１８曰

25曰

27日

理事を選出

－６－



庶務・

叙勲

；・人事

勲・褒章

４月29曰勲三等瑞宝章

小西宏元済生会神奈川県支部（神奈川県．７４）

財津晃長浜赤十字病院院長（滋賀県．７１）

勲四等旭曰小綬章

齊藤達郎大田原赤十字病院院長（栃木県．７２）

兵働貞夫国家公務員共済組合連合会浜の町病院院長

勲四等瑞宝章

岡山情九州記念病院院長（熊本県．７２）

美馬恭一香川県済生会病院院長（香川県．７０）

勲六等単光旭曰章

渡邊純孝東芝林間病院臨床検査技師（神奈川県．６０）

勲六等宝冠章

美馬節子水間病院病棟婦長（大阪府．58）

薮田幸子北野病院看護部長（大阪府．６１）

勲六等瑞宝章

本間晴男東部地域病院放射線科技師長（東京都．６１）

藍綬褒章

大道學大道病院理事長（大阪府.６４）

中村正作社会保険紀南総合病院院長（和歌山県．６６）

大田原赤十字病院院長（栃木県．７２）

国家公務員共済組合連合会浜の町病院院長（福岡県．７０）

９月20曰従五位勲四等旭曰小綬章

丹野清喜水戸済生会総合病院院長（茨城県。６９）

動三等瑞宝章

宮崎柏栃木県済生会宇都宮病院院長（栃木県．70）

藤田長利元曰本赤十字社長崎原爆病院院長（長崎県。７１）

阿部達夫鶴見総合病院院長（神奈川県。７７）

勲四等旭曰小綬章

神野正一恵寿総合病院院長（石川県．７１）

勲五等瑞宝章

佐藤和身元駿河台日本大学病院臨床検査技術長（東京都’

11月３曰

元駿河台日本大学病院臨床検査技術長（東京都・６５）
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野間清子

勲六等宝冠章

赤根愛子

相良サチコ

藤山年

勲六等瑞宝章

澤田玲子

秦野千歳

藤田達男

国公共済広島記念病院看護部長（広島県．６１）

第二岩崎病院看護婦長（三重県。６０）

大阪厚生年金病院総看護婦長（大阪府。60）

大阪警察病院看護婦長（大阪府．５９）

大阪済生会中津病院中材室長（大阪府．６１）

三生会病院看護婦長（山梨県．６９）

聖マリアンナ医科大学病院臨床検査技師（神奈川県．６１）

人事

１．副会長

（就任）

登内真

（退任）

丹野清喜

２．常任理事

（就任）

瀬田克孝

藤沢正清

（退任）

平野一彌

宮崎柏

有澤源蔵

３．理事

（就任）

林雅人

伊賀六－

武田惇

加藤英夫

岸口繁

（退任）

石井昭郎

(土浦協同病院院長） 平成４年11月28曰

(水戸済生会総合病院院長・死亡） ９月20日

(社会保険中央総合病院院長）

(福井県済生会病院院長）

６月17日

11月28曰

(港北耳鼻咽喉科病院長・辞任）４月１曰

(栃木県済生会宇都宮病院院長・院長退職）１１月30日

(有澤総合病院院長・辞任）平成５年２月27日

(平鹿総合病院院長）

(東京都済生会中央病院院長）

(大阪府済生会泉尾病院院長）

(国際親善総合病院院長）

(府中病院理事長）

平成５年３月27日

〃

〃

〃

〃

(相模原協同病院院長・院長退職） 平成４年３月31曰

－８－



代議員

(就任）

大林幸

石岡国春

金谷春之

青山鍵夫

川合弘毅

高畑弘

藤田洋一

内野治人

(退任）

三宅和夫

倉光宏

藤原憲和

土居通泰

牧安孝

大島多年太郎

中橋彌光

武田惇

4．

(キナシ大林病院院長・香川県）

(水戸協同病院院長・茨城県）

(北上済生会病院院長・岩手県）

(青山病院院長・愛知県）

(若草第一病院理事長・大阪府）

(都立台東病院院長・東京都）

(公立南丹病院院長・京都府）

(大阪赤十字病院院長・大阪府）

平成４年６月４曰

７月20日

７月27曰

平成５年１月21曰

１月25曰

２月19曰

３月１日

３月25曰

(県西総合病院院長・茨城県・院長退職）平成４年３月31日

(北上済生会病院院長・岩手県・院長退職）３月31日

(総合病院回生病院院長・香川県・院長退職）５月31曰

(都立台東病院院長・東京都・院長退職）１１月30日

(牧病院院長・大阪府・死亡）１２月14日

(大島病院院長・愛知県・死亡）平成５年１月２日

(西陣病院院長・京都府・院長退職）２月28日

(大阪府済生会泉尾病院院長・大阪府・理事就任）３月10曰

－９－



第２ 会 議

総会

第１回総会

Ｈ４．５月23日出ダイヤモンドホテル上

１．平成３年度事業報告書の承認に関する件

原案どおり承認

２．平成３年度収支決算の承認に関する件

出席122名

原案どおり承認

（一般会計）

Ａ・収入の部

１．会費収入

２．事業収入

３．賛助会員会費並びに寄附金

４．雑収入

５．他会計より繰入金収入

当期収入合計

前期繰越収支差額

収入合計

Ｂ、支出の部

１．事業費

２．負担金

３．会議費

４．事務諸費

５．他会計へ繰入金支出

当期支出合計

当期収支差額

次期繰越収支差額

(特別会計）

Ａ・基本財産

収入の部

１．雑収入

２．一般会計より繰入金収入

(単位：円）

268,596,520

123,943,503

25,291,580

28,612,734

16,471,675

462,916,012

188,904,473

651,820,485

265,063,213

1,244,800

29,004,197

143,595,143

110,000,000

548,907,353

△85,991,341

102,913,132

9,916,314

20,000,000
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当期収入合計

前期繰越収支差額

収入合計

支出の部

当期支出合計

当期収支差額

次期繰越収支差額

Ｂ・退職手当積立金

収入の部

１．雑収入

２．他会計より繰入金収入

当期収入合計

前期繰越収支差額

収入合計

支出の部

１．事務諸贄

２．他会計へ繰入金支出

当期支出合計

当期収支差額

次期繰越収支差額

C・IHF国際交流基金

収入の部

１．雑収入

２．他会計より繰入金収入

当期収入合計

前期繰越収支差額

収入合計

支出の部

事業費

負担金

当期支出合計

当期収支差額

次期繰越収支差額

29,916,314

137,408,405

167,324,719

6,000,000

23,916,314

161,324,719

2,352,639

4,000,000

6,352,639

35,280,485

41,633,124

185,460

10,441,810

10,627,270

△4,274,631

31,005,854

7,132,648

80,000,000

87,132,648

45,601,768

132,734,416

3,866,439

1,466,322

5,332,761

81,799,887

127,401,655

－１１－



Ｄ・創立40周年記念行事

収入の部

１．会費収入

２．雑収入

３．他会計より繰入金収入

当期収入合計

前期繰越収支差額

収入合計

支出の部

１．負担金

２．事務諸費

３．他会計へ繰越金支出

当期支出合計

当期収支差額

次期繰越収支差額

5,880,000

292,683

6,000,000

12,172,683

19,369,657

31,542,340

30,878,649

633,826

29,865

31,542,340

△19,369,657

０

※特別講演会

「医療費改定の影響と今後の対応について」

国家公務員等共済組合連合会参与 黒田幸男先生

第２回総会

Ｈ５．３月27日(土）ダイヤモンドホテル

１．平成５年度事業計画（案）に関する件

原案どおり承認

２．平成５年度予算（案）に関する件

原案どおり承認

（一般会計）

当期収入合計

前期繰越収支差額

収入合計

当期支出合計

当期収支差額

次期繰越収支差額

出席142名

（単位：円）

451,904,000

83,361,000

535,265,000

523,913,000

▲72,009,000

11,352,000
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(特別会計）

Ａ・基本財産特別合計

当期収入合計

前期繰越収支差額

収入合計

当期支出合計

当期収支差額

次期繰越収支差額

Ｂ・退職手当積立金特別会計

当期収入合計

前期繰越収支差額

収入合計

当期支出合計

当期収支差額

次期繰越収支差額

Ｃ，ＩＨＦ国際交流基金特別会計

当期収入合計

前期繰越収支差額

収入合計

当期支出合計

当期支出差額

次期繰越収支差額

Ｄ、ＩＨＦ汎地域会議特別会計

当期収入合計

前期繰越収支差額

収入合計

当期支出合計

当期収支差額

次期繰越収支差額

8,137,000

169,132,000

177,269,000

2,000

8,135,000

177,267,000

1,854,000

36,620,000

38,474,000

2,000

1,852,000

38,472,000

14,560,000

127,020,000

141,580,000

12,360,000

2,200,000

129,220,000

19,021,000

4,256,000

23,277,000

17,985,000

1,036,000

5,292,000

※特別講演会

｢今回の診療報酬改定と今後の方向にについて」

厚生省保険局医療課長 篠崎英夫先生
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代議員会

第１回代議員会

Ｈ４．５月23日(土）ダイヤモンドホテル出席51名

１．平成３年度事業報告書の承認に関する件

原案どおり承認

２．平成３年度収支決算書の承認に関する件

原案どおり承認（第１回総会を参照）

第２回代議員会

Ｈ５．３月27曰山ダイヤモンドホテル出席51名

１．平成５年度事業計画（案）に関する件

原案どおり承認

２．平成５年度予算（案）に関する件

原案どおり承認（第２回総会を参照）

３．理事の補欠選挙に関する件

理事５名の選出を承認

林雅人（秋田県・平鹿総合病院長）

伊賀六一（東京都・東京都済生会中央病院長）

加藤英夫（神奈川県・国際親善総合病院長）

武田惇（大阪府・大阪府済生会泉尾病院長）

岸口繁（大阪府・府中病院理事長）

（※任期Ｈ５．３／27～Ｈ７．３／31）

理事会

第１回理事会（常任理事会と合同開催）

Ｈ４．４月25日(土）ダイヤモンドホテル出席者59名

１．５月23曰開催の代議員会、総会に提出する議案について

平成３年度事業報告、収支決算等を承認し代議員会、総会へ上程することで了承

2．会員の入退会について

正会員入会３件、正会員退会６件、賛助会員入会３件、賛助会員退会２件を承認

（４月25日現在正会員2,439会員、賛助会員420会員）

3．役員の業務分掌について

会長副会長会議での役員業務分掌検討報告（案）を紹介。委員会、部会の構成人を紹介。委員会、部会の構成人員は６

－１４－



～７名の構成により、委員構成は委員長に一任することで了承

4．常任理事補充（１名）について

平野一彌常任理事の辞任を承認。石井昭郎（厚生連・相模原協同病院長）理事の退職に

伴う後任については推せん母体の厚生連より推せんすることで了承

5．研究研修会の委員委嘱について

平成４年度の各種研究会委員会構成（案）を協議し原案を承認

6．「研究会の設置及び運営に関する規則」について

諸規程検討委員会、常任理事会での経緯説明報告ののち規則（案）

7．日本病院学会評議員の推薦について

９名の学会評議員の推薦を承認

（常任理事）

高橋勝三（東京都・武蔵野赤十字病院院長）

瀬田克孝（東京都・社会保険中央総合病院院長）

笹川力（新潟県・新潟市民病院院長）

武田隆男（京都府・武田総合病院理事長）

上野英高（岡山県・津山中央病院院長）

高科成良（広島県・廣島総合病院院長）

重松授（愛媛県・愛媛県立病院院長）

福井順（長崎県・長崎記念病院理事長）

（代議員会副議長）

山本敬（神奈川県・衣笠病院長）

８．短期人間ドック実施施設、自動化健診施設の指定について

下記施設の指定を承認

（短期人間ドック実施施設）

１．埼玉県・埼玉脳神経外科病院（31床、指定１床）

２．東京都・あそか病院（265床、指定３床）

３．山梨県・甲府城南病院（325床、指定５床）

４．福岡県・川浪病院（188床、指定１床）

（自動化健診施設）

１．静岡県・聖隷沼津病院健康診断センター

９．（財)日露医学医療交流財団の理事就任について

諸橋芳夫会長への就任依頼を承認

10．各団体からの依頼について

を審議し承認
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下記依頼を承認

１．，９２大阪国際メディカルショーの後援依頼

２．第14回ＭＥ技術講習会の協賛名義使用依頼

依頼元：㈱曰本エム・イー学会

（１Ｍ)医療機器センター

11．医療費問題について

今回の診療報酬改訂の概要説明ののち、改訂に対する本会としての18項目にわたる意見

概要説明、各病院での当てはめ作業を実施し影響率を調査し今後の対応を図ることで了承

12．医療制度、医療法の改正について

公明党、民社党両厚生部会から医療法改正についての意見拝聴依頼があり実施した旨の

報告。本会の意見を医療審議会での場を通じ積極的に提出することで了承

13．老人保健制度、老人保健施設について

厚生省発表、「老人保健施設の経営実態等調査」の概要説明と現状比較の意見拝聴で了

承

14．看護問題について

本会実施の「平成３年度看護学校運営に関する緊急調査」実態として60％が自主補填で

あり、看護学校運営の厳しい現状報告等を了承

15．病院税制について

動向報告を了承

16．病院経営について

第17回医療経済実態調査の概要報告、医療機関の倒産状況、聖路加国際病院の開院報告

等を了承

17．病院長・幹部職員セミナーの開催について

開催要領(案)を承認

８月１日出

講演「今回の医療費改訂の主旨と今後の方向」

厚生省保険局医療課長小野昭雄氏

シンポジウム「医療費改定の影響と我が病院の対応」

講演「国会情勢」参議院議員大浜方栄氏

８月２曰（日）

講演「国内外の政治情勢」

女性問題研究所所長江利川安栄氏

講演「医療保険制度・社会保険診療報酬制度の抜本改正」
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京都大学経済学部教授西村周三氏

シンポジウム「看護学校運営をめぐって」

「マスコミからみた病院への提言」

日刊紙各社論説委員

18．中国医療施設視察団の実施について

全国自治体病院協議会との共催で８月31曰～９月11日の実施（案）を承認

19．公立病院のあゆみと存在意義

諸橋会長の執筆文書を基に公的病院の役割等を再度確認し了承

20．各委員会の開催報告について

報告を了承

21．学会の進捗状況について

進捗状況、開催内容等の紹介を了承

22．厚生省「医業関係職種の効率的業務分担に関する研究会」の開催結果について

報告を了承岩崎榮参与出席

23．四病院団体連絡協議会の開催について

３月31日の総合部会、４月24日の看護小委員会の開催報告を了承諸橋芳夫会長、伊藤

研常任理事出席

24．平成４年春の叙勲、褒章受章祝賀会の開催について

会員、役員関係の受章報告、財津晃顧問（勲三等瑞宝章)、大道学常任理事（藍綬褒章）

を慶祝し、５月23曰総会終了後に祝賀会を開催することで了承

第２回理事会（常任理事会と合同開催）

Ｈ４．６月17日（水）ホテルニューオータニ大阪出席者66名

１．会員の入退会について

正会員入会２件、正会員退会２件、賛助会員入会２件を承認

（６月17日現在正会員2,442会員、賛助会員420会員）

２．短期人間ドック実施施設の指定について

下記施設を承認

Ｌ東京都・立川第一相互病院（65床、指定２床）

２．東京都・藤崎病院（127床、指定２床）

３．大阪府・みどりケ丘病院（359床、指定４床）

３．各種委員会委員の委嘱について

各委員長に委ねた委員構成案を承認
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4．学会評議員の推せんについて

４名の評議員を承認

牧安孝（大阪府・牧病院院長）

辻本兵博（大阪府・愛染橋病院名誉院長）

武田惇（大阪府・大阪府済生会泉尾病院院長）

佐藤真杉（大阪府・佐藤病院院長）

5．厚生省等各団体からの依頼について

下記依頼を承認

１．医薬品の臨床試験の実施に関する基準（ＧＣＰ）説明会後援依頼

依頼元：厚生省薬務局

２．日本医師会委員会委員の推薦依頼

（ｲ）病院機能評価検討委員会丹野清喜副会長

（ﾛ）社会保険診療報酬検討委員会河北博文副会長

（,リ病院委員会中山耕作副会長

目医業経営検討委員会伊藤研常任理事

３．「'92病院設備・機器展」の協賛名義使用依頼

依頼元：日本病院設備協会

6．医療費問題について

役員各位から今回の医療費改定の影響報告ののち、診療報酬改定実質２５％は健全なる

病院経営を図るにはほど遠い改定であり、会として良質の医療実施に見合う改定を目指し

調査、検討を図り推進することで了承

７．医療制度、医療法の改正について

医療法改正案の審議状況報告、医療制度委員会では今後政省令で検討される施設機能の

体系化に関する事項、病院、診療所等の業務委託に関する事項等27項目について今後検討

することで了承

８．老人保健制度、老人保健施設について

厚生省の動向報告、会としては急速な高齢化社会を迎えるにあたり、保健・医療・福祉

の連携を図ることの必要性から適切に対処してゆくことで了承

９．看護問題について

「看護婦等の人材確保の促進に関する法律案」の内容説明を了承

10．病院経営について

平成２年度病院経営収支調査報告、医療機関の倒産、周辺産業の業績等実態報告を了承
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11．常任理事の補充について

瀬田克孝（東京都・社会保険中央総合病院長）理事の常任理事推薦を承認

12．各種制度委員会、研究研修会の開催報告について

報告を了承

13．厚生省医薬品流通近代化協議会の開催について

６月１日の開催報告を了承伊藤研常任理事出席

14．厚生省看護業務検討会の開催報告について

６月２日の開催報告を了承河北博文副会長出席

15．小児科・放射線科・病理新入局調査の報告について

８０大学の各医局に対してのアンケート調査報告。入局希望の減少を防ぐため専門医、専

門施設加算等の制度措置を要望検討することで了承

16．自民党全国組織委員会懇談会の開催報告について

６月10曰の開催に際し厚生省予算への診療報酬の改善、看護婦等養成所にかかる補助金

の増額等の要望提出報告を了承

第３回理事会（常任理事会と合同開催）

Ｈ411月28日辻）ダイヤモンドホテル出席者63名

１．会員の入退会について

正会員入会３件、賛助会員入会１件、賛助会員退会２件を承認

（11月28日現在正会員2,456会員、賛助会員413会員）

２．事務局土曜休みに伴う就業規則の一部改正について

就業規則第９条「勤務時間」１１条「休曰」の一部改正(案)を承認

３．各団体からの依頼について

下記依頼を承認

１．第41回日本医療社会事業全国大会及び第１3回学会の後援名義使用について

依頼元：㈱日本医療社会事業協会

４．各委員会、研究研修会の開催報告について

報告を了承

５．医療保険審議会の開催報告について

１１月４日、１９日の全員懇談会報告を了承河北博文副会長出席

６．看護業務検討会の開催報告について

１１月16日の開催報告を了承河北博文副会長出席

７．第５回医療関連サービス基本問題検討会の開催報告について
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１１月26日の開催報告を了承河北博文副会長出席

８．臨床研修研究会の開催について

平成５年４月17日に「新しい卒後臨床研修プログラムのねらいとその課題」で開催する

旨役員各位への協力依頼を了承

９．医薬品流通近代化協議会・流通改善実態調査の結果について

実態報告を了承伊藤研常任理事出席

10．四病院団体連絡協議会の開催報告について

１０月28日の総合部会、１１月13曰の看護小委員会報告を了承

11．日本病院会顧問議員団との朝食会開催報告について

１１月25日に開催し、相続税問題、医療費の財源問題、全国病院団体連合創設等の意見交

換等の報告を了承会長、副会長、小野政連委員長出席

１２．１ＨＦ地域会議の報告について

１０月21～23曰（ロンドン）の開催報告を了承牧野永城参与出席

13．㈱岡山県病院協会での会長講演について

１１月７日「医療環境の現状に伴う今後の病院経営について」と題しての講演報告を了承

諸橋芳夫会長講演

14．平成４年秋の叙勲について

会員関係の受章報告を了承（勲四等以上記載）

・動三等瑞宝章

宮崎柏（常任理事・栃木県済生会宇都宮病院長）

藤田長利（元代議員・元長崎原爆病院病院長）

阿部達夫（会員・神奈川県・鶴見総合病院院長）

・勲四等旭曰小授章

神野正一（元代議員・恵寿総合病院院長）

15．厚生省医療機器保守点検委員会について

ガイドラインの作成にあたり役員各位への意見提出依頼を了承

16．第44回日本病院学会の企画・運営について

本部主催のため諸橋会長を学会長とし、実行委員会を主軸とした運営、学術、財務各委

員会構成(案)を承認

17．医療費問題について

医療費の現状報告、医療資源の効率的な活用、医療財源のあり方等の報告、中医協の動

向報告と医療保険審議会での検討事項への意見提出事項を協議し了承

18．医療制度、医療法改正について

－２０－



１０月21日答申の「改正医療法に係る政省令事項等」についての概要報告、大道学常任理

事の医療審議会委員の継続を承認

19．老人保健制度、老人保健施設について

１０月１日実施の新老人病院制度の現状報告、今後の老人問題の重要性から、会として強

力に対処、推進することで了承

20．看護問題について

厚生省通知の「看護婦の人材確保の促進に関する法律の施行」についての内容説明

㈱曰本看護協会の活動報告、看護婦不足対策の一案として伊藤常任理事考案の看護勤務

体制の紹介等を了承

21．病院税制について

自民党社会部会が厚生省に提出した「平成５年度税制改正に関する意見」の概要報告を

了承

22．病院経営について

諸橋会長が週刊「エコノミスト」に厳しい病院環境の実態による病院の倒産状況、医療

周辺産業の繁盛現状、地方の病院団体が結束し、全国病院団体連合会（仮称）を創設し医

療保障のあり方、財源問題、病院の実態と問題点、解決策を提言できるよう推進いたした

い旨の執筆内容、病院倒産状況説明を了承

23．エイズ対策について

エイズ対策委員会の活動状況報告を了承

24．平成５年度事業計画(案)について

例年の事業に加え、「日本病院会の事業のあり方とそれに伴う諸規程に関する事項」を

追加した(案)の説明、第一次(案)を軍(認

25．病院団体連合(盟)の創設について

創設に向けての趣旨説明を了承、推進することを承認

26．役員の補充について

丹野副会長の後任に登内真常任理事を副会長に、宮崎柏常任理事の後任に藤沢正漬理事

を選任することで承認

第４回理事会（常任理事会と合同開催）

Ｈ５．２月27曰仕）ダイヤモンドホテル出席者58名

１．会員の入退会について

正会員入会４件、正会員退会４件、賛助会員入会４件、賛助会員退会３件を承認

（２月27日現在正会員2,459会員、賛助会員415会員）
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２．短期人間ドック実施施設、自動化健診施設の指定について

下記施設を承認

（短期人間ドック）

１．千葉県・我孫子東邦病院（210床、指定２床）

２．千葉県・玄々堂君津病院（128床、指定２床）

３．長野県・相沢病院（422床、指定８床）

４．大阪府・大阪労働衛生センター第一病院（261床、指定２床）

（自動化健診施設）

１．神奈川県・アルファメディック・クリニック

３．厚生省及び各団体からの依頼について

下記依頼を承認

１．医療用具の臨床試験マニュアル説明会の後援依頼

依頼先：厚生省薬務局医療機器開発課

２．第22回日本総合健診医学会・国際健診学会東京大会の後援依頼

４．平成５年度事業計画(案)について

事業の新規項目に「病院の管理運営・施設の改善向上に関する事項」に「経営改善」事

項の追加、「日本病院会の事業のあり方とそれに伴う諸規程に関する事項」を追加し、調

整された研究会、セミナーの開催計画を承認し、代議員会、総会に上程することで了承

５．平成５年度予算(案)について

予算作成に伴う骨子の説明、他団体の会費状況説明、厳しい財務現状により平成６～７

年度には会費値上げを検討することを了承、５年度予算(案)を原案どおり承認し、代議員

会、総会に上程することで了承

６．各委員会、研究研修会の開催報告について

報告を了承

７．医療保険審議会の開催報告について

２月24日の開催報告を了承河北博文副会長出席

８．四病院団体連絡協議会の開催報告について

１月27日の看護小委員会、２月25日の総合部会報告を了承諸橋芳夫会長、伊藤研常任

理事出席

９．全国病院団体連絡協議会設立準備会西日本地区会議への出席報告について

２月10日岡山市で開催された会議の概要報告を了承諸橋芳夫会長出席

10．内科系学会社会保険連合第77回例会の開催報告について

２月８日の例会で平成５年度の医療費改定に関しての要望作成等報告を了承伊賀六一
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委員長出席

11．日露医学医療交流財団理事回の開催報告について

２月17日の出席報告を了承諸橋芳夫会長出席

12．国際医療技術交流財団の理事会・評議員会合同開催の報告について

２月23日の開催報告を了承

13．診療報酬改定説明会の実施について

３月２日神戸市、３月４日東京での開催を了承

14．代議員の交代について

平成４年６月～５年２月間の交代報告を了承

香川県・大林幸（キナシ大林病院）

茨城県・石岡国春（水戸協同病院）

岩手県・金谷春之（北上済生会病院）

愛知県・青山鍵夫（青山病院）

大阪府・川合弘穀（若草第一病院）

京都府・藤田洋一（公立南丹病院）

東京都・高畠弘（都立台東病院）

15．役員の退任について

有沢常任理事の辞任届を承認、計５名の理事欠員に伴い補欠選挙を実施することで了承

16．事務局職員の採用について

下記職員の採用を承認

２月15日付林素子（企画調整課配属）

17．診療報酬改定について

４月実施の診療報酬改定について特定機能病院、療養型病床群の点数設定の内容説明、

中医協の動向報告を了承

18．医療費、医薬品について

医療費の動向、伸び率の動向報告のほか、外国人治療未払いの現状、薬価の価格交渉状

況報告等を了承

19．医療法改正について

改正医療法の政省令告示、療養型病床群の諸解説等を了承

20．医療制度、医療保険制度について

平成５年度厚生省予算の概要説明、社会保障制度審議会の検討内容報告等を了承

21．老人保健制度、老人保健施設について

人口動態統計、老人保健福祉マップ、老人保健施設の調査概要報告を了承
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22．病院経営について

平成３年度地方公営企業決算報告、ＮＨＫスペシャル「病院再建」に対する諸橋会長の

意見書説明とＮＨＫからの回答説明、その他病院経営に関する実態と資料説明を了承

23．医師、看護婦について

認定医制度、曰医会員数の現状報告を了承

24．エイズ、院内感染について

エイズ対策本部の記者会見報告、今後の対策報告を了承

25．理事の補欠選挙について

理事欠員（公・４名、私・１名）に伴う選挙告示(案)の紹介、実施を了承

２６．３月代議員会・総会の開催日程について

３月27日の開催要領を了承

代議員会・総会１４：５０～１５：５０

特別講演会１６：００～１７：００

「今回の診療報酬改定と今後の方向について」

厚生省保険局医療課長篠崎英夫氏

常任理事会

第１回常任理事会

Ｈ４４月25日(土）ダイヤモンドホテル

第１回理事会と合同開催（理事会参照）

第２回常任理事会

Ｈ４５月23日出曰病会議室出席者36名

１．医療費問題について

今回の診療報酬改定の影響率を役員（理事以上）今回の診療報酬改定の影響率を役員（理事以上）の所属病院に実施した調査結果報告、

今後は社会保険老人保健、医療経済両委員会、統計調査部会、医事研究会での調整を図り

今後の対応を推進することで了承

2．医療制度、医療法の改正について

厚生省通知の保険（医療）給付と重複する保険外負担の是正に関する概要説明、東京都

が実施した外国人医療費と行旅病人取扱法適用、公立病院の使命として諸橋会長が「地方

公営企業としての公立病院」を執筆し、使命、また、民間病院においては、法人格（特定

法人）を取得し社会福祉法人並の税制優遇を図るべきとの内容報告を了承

3．老人保健制度、老人保健施設について
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老人保健施設の実態報告、今後の医療と福祉の関連を重要視し、慎重に検討、対処する

ことで了承

4．看護問題について

曰本看護協会調査の「離職ナースの就業意向調査報告」概要説明等を了承

5．病院税制について

現状報告を了承

6．病院経営について

聖路加国際病院の新築オープン紹介ほか病院経営の実態報告を了承

7．常任理事の補充について

常任理事１名の欠員に伴い後任として瀬田克孝理事を選任することを承認し、６月期理

事会に上程で了承

８．会員の入退会について

正会員入会３件、賛助会員退会１件を承認

（５月23曰現在正会員2,442会員、賛助会員418会員）

９．各種制度委員会の委嘱について

委員構成(案)を検討し原案を承認

10．各団体からの依頼について

下記依頼を承認

１．第21回日本病院設備学会の後援名義使用

依頼先：日本病院設備協会

２．，９２（第６回）企業フィットネス賞の協賛名義使用依頼

依頼先：拙曰本経営協会

３．第４回「国民の健康会議」の協賛方依頼について

依頼元：全国公私病連盟

４．日本医師会委員の推薦について

病院機能評価検討委員会

被推薦者：河北博文副会長

５．㈱曰本医療食協会理事再任依頼について

依頼先：諸橋芳夫会長

６．㈱医療機器センター専門委員会の推薦依頼について

委員会名：メンテナンスシステム委員会

被推薦者：瀬田克孝理事

11．平成４年度社会貢献表彰候補者の推薦について
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下記４名の推薦を承認

１．藤間弘行藤間病院名誉院長

２．横田しづ子豊橋市民病院総看護婦長

３．栗田静枝元、聖路加国際病院診療記録管理室長

４．赤坂守保総合病院旭中央病院副看護部長

12．各種制度委員会及び研究研究会の開催報告について

開催報告を了承

13．顧問議員団との朝食会開催報告

５月７日に開催し、医療法改正、診療報酬改定等本会の意見説明、要望報告を了承

14．顧問との懇談会開催報告について

５月22日の開催報告として医療費問題、医療法改正の現状についての情報交換等の報告

を了承

15．今後の医薬品流通の取り扱いについての懇談会開催報告について

５月18曰に医薬品業界との懇談会を実施し今後の医薬品流通の取り扱い等の意見交換報

告を了承

16．報道関係者との懇談会開催報告について

５月20曰に医療費改定等の現状等につき論説委員（朝日、読売、毎日新聞）との懇談報

告を了承

17．四病院団体連絡協議会の開催報告について

４月28日の総合部会、５月20日の看護小委員会報告を了承

18．看護業務見直し改善事業の実施について

厚生省の看護業務見直し改善事業の実施に伴いモデル実施病院にとして総合大雄会病院、

聖路加国際病院、天本病院、河北総合病院が本会から指定された旨の報告等を了承

19．病院診療報酬体系作成委託研究会の報告について

病院診療報酬体系作成委託研究会（委員長：西村周三氏）から今後の診療報酬のあり方

（総括）が提出され内容説明を了承

20．病院長・幹部職員セミナーの開催について

８月１曰～２日の開催要領を了承

21．曰本病院会政治連盟の活動状況について

衆参同時選挙を想定し、今後の活動対策を役員各位に要請し了承
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第３回常任理事会

Ｈ４６月17曰(Zk）ホテルニューオータニ大阪

第２回理事会と合同開催（理事会参照）

第４回常任理事会

Ｈ４．７月25日(士）曰病会議室出席者38名

1．会員の入退会について

正会員入会６件、正会員退会１件、賛助会員入会３件、賛助会員退会３件を

（７月25日現在正会員2,445会員、賛助会員420会員）

2．短期人間ドック、自動化健診実施施設の指定について

下記施設の指定を承認

（短期人間ドック実施施設）

１．神奈川県・茅ケ崎中央病院（59床、指定２床）

（自動化健診実施施設）

１．静岡県・静岡東部健康管理室

２．東京都・アジュール竹芝総合健診センター

３．神奈川県・茅ケ崎徳州会総合病院健康管理センター

3．平成４年度第１四半期収支決算、監査報告について

報告を承認

4．平成５年春の叙勲、及び褒章候補者の推せんについて

該当者がなく今回は推薦しないことで了承

5．厚生省等各団体からの依頼について

下記依頼を承認

１．政管健保における健診事業のあり方に関する検討委員会委員の推薦について

依頼元：社会保険庁

依頼先：笹森典男（牧田総合病院副院長）氏

２．災害弱者利用施設等防災安全対策検討会委員の推薦依頼について

依頼元：消防庁予防課

被推薦者：岡山義雄顧問（前任と同様）

賛助会員退会３件を承認

3．病院等マニュアルにおける火災避難用保護具検討委員会委員の推薦依頼について

依頼元：(1M)曰本消防設備安全センター

被推薦者：岡山義雄顧問（前任と同様）

4．防災製品不及分科会委員の推薦依頼について
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依頼元Ⅱ)日本防災協会

被推薦者：倉持一雄（防災対策部会委員）氏

（５）病名ファイル開発委員会委員の推薦依頼について

依頼元：側医療情報システム開発センター

被推薦者：山内－信（名古屋大学医学部教授）氏

（６）第14回フード・ケータリングシンポジウムの協賛依頼について

依頼元：㈱日本能率協会

（７）第５回「子どもに無煙環境を１全国キャンペーン」の後援名義使用依頼について

依頼元：子どもに無煙環境を推進協議会

（８）コージェネレーションシンポジウム'9２（第８回）の協賛依頼について

依頼元：曰本コージェネレーション研究会

（９）’92医業経営国際セミナーの後援依頼について

依頼元：医療経営財務協会

00第27回健康強調月間に対する協力依頼について

依頼元：健康保険組合連合会

⑪「死亡診断書等検討委員会」の委員推薦依頼について

依頼元：厚生省大臣官房統計情報部長、厚生省健康政策局長

被推薦者：瀬田克孝常任理事

6．各種委員会、研究研修会の開催報告について

報告を了承

7．医療審議会の開催報告について

６月26日、７月17日の開催報告を了承、７月29日の開催時には大学病院関係者か６月26日、７月17日の開催報告を了承、７月29日の開催時には大学病院関係者から特定

機能病院に関する意見拝聴を予定している旨の現状報告等を了承

四病院団体連絡協議会の開催報告について

６月25日の看護小委員会、６月30日の総合部会の開催報告として、病院団体連合(盟)創

設の提唱(案)を次回の総合部会で検討する旨の報告を了承

｢理事長・院長会」の講演について

京都私立病院協会からの講演依頼があり７月18日に諸橋会長が「最近の医療問題」と題

したの講演報告を了承

外国人患者の治療費未払の要望書提出について

７月17日に四病団名による要望書を厚生、外務、法務各省に提出した旨の報告を了承

医療費問題について

医療費の現状、改定影響報告、今後の診療報酬のあり方（西村周三委員長）の発表報告

８．

９．

1０．

11.
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ののち、会として国民、医療関係者が納得する医療制度の確立、診療報酬の抜本的改正等

を推進してゆくことで了承

12．医療制度、医療法の改正について

医療法改正案が６月19日の衆参本会議で可決、成立し、厚生省は７月１日付で各都道府

県あて医療法の一部改正通知をしている旨現状報告、社会保険審議会が医療保険審議会と

改組され病院団体からの委員選出を図るため運動展開している現状報告を了承

13．老人保健制度、老人保健施設について

政府の生活大国五カ年計画の中に長寿福祉社会構築への高齢者保健福祉推進十か条戦略、

保健・医療福祉の連携、医療施設機能の体系化、医療保険制度の総合的検討等が盛り込ま

れている現状から会としてもこれらの諸問題を適切に対処してゆくことで了承

14．看護問題について

看護職員生涯教育検討委員会の動向報告等を了承

15．病院税制について

曰医が厚生省に提出した税制改正要望事項の概要説明を了承

16．病院経営について

医療経営実態調査報告の一部内容説明、病院と周辺産業の収益率比較状況、看護婦不足

の実態報告等を了承

17．エイズ対策について

厚生省のエイズ対策状況、病院職員の安全確保を図るため各病院の実態調査を図りなが

ら河北副会長と旭中央病院臨床検査技師長により実態、対策等のとりまとめを行うことで

了承

第５回常任理事会

Ｈ４．８月22日出曰病会議室出席者34名

１．会員の入退会について

正会員入会８件、正会員退会４件、賛助会員退会３件を承認

（８月22曰現在正会員2,449会員賛助会員417会員）

２．自動化健診施設の指定について

下記施設の指定を承認

Ｌ東京都・東京中央放射線診療所

２．東京都・側三越厚生事業団三越健診センター

３．厚生省及び各団体からの依頼について

下記依頼を承認
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１．医療保険審議会委員の推薦

依頼元：日本医師会

依頼先：河北博文副会長

２．検体検査院内委託委員会委員の推薦

依頼元：厚生省

被推薦者：清瀬闇新東京病院院長（臨床予防医学委員会委員）

３．医療機器保守点検委員会委員の推薦

依頼元：厚生省

被推薦者：高橋勝三常任理事

４．老人福祉施設倫理綱領策定本委員会委員の推薦

依頼元：全国老人福祉施設協議会

依頼元：河北博文副会長

５．救急フェア’92の後援名義使用依頼

依頼元：(財)日本救急医療研究・試験財団

６．第３回アジアメディカルショウの後援名義使用

依頼元：㈱日本工業新聞社

4．各委員会、セミナーの開催報告について

報告を了承

5．医療審議会の開催報告について

７月29日の会議での政省令事項、特定機能病院（医師のカウント、外来紹介率）問題等

の現状報告を了承

６．四病院団体連絡協議会の開催について

７月29日、８月21曰の総合部会、７月27日の看護小委員会報告を了承

７．中医協医療経済実態調査に関する見解について

平成３年６月医療経済実態調査（医療機関調査）を分析した結果、△1.6％の赤字現状、

他産業と一般病院との経常利益率等大幅に下回っている現状から、医療費改定の経済的裏

付けとなっていない事を指摘し国民へ正しく理解してもらうため８月３日に厚生省記者ク

ラブで本会の見解発表等を了承

８．救急病床の効率的運用のあり方に関する研究について

厚生科学研究の補助を受け本年度は「救急病床の効率的運用のあり方に関する研究」を

実施することを了承

９．事務局職員の４週７体実施について

９月からの実施を了承
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10．医療費問題について

８月１曰、２曰開催の病院長・幹部職員セミナーにおける、「今回の医療費改定の主旨

と今後の方向」の講演内容を基に医療供給体系の見直し等今後の課題を検討、西村周三京

大経済学部教授による病院診療報酬作成検討会報告として、病院体系に合った点数設定の

必要性、病院経営の財源問題等の概要報告、引き続き病院経営の健全化を図るため診療報

酬改定を強力に推進することで了承

11．厚生省医療保険審議会の発足について

医療保険審議会の施行にあたり本会から河北副会長を推薦することで了承

12．医療制度、医療法の改正について

医療法改正の概要報告ののち、特定機能病院、療養型病床群の機能等につき役員各位の

意見拝聴で了承

13．老人保健制度、老人保健施設について

老人病院の入院医療管理病院状況、介護機能の適正評価等の現状報告、意見拝聴で了承

14．看護問題について

看護婦養成の実態報告、偏在、実態等を掌握し今後対策を講じることで了承

15．病院税制について

現状報告を了承

16．病院経営について

国立病院・療養所の経営改善策の概要説明、厚生省の評価指標（経営管理､医療管理事

項）の明確化提言説明等を了承

17．エイズ対策について

エイズ等対策委員会の今後の方針としてガイドライン、マニュアル等の作成等を了承

第６回常任理事会

Ｈ４．９月19日(土）曰病会議室出席者25名

１．会員の入退会について

正会員入会１件、賛助会員入会１件、賛助会員退会５件を承認

（９月19日現在正会員2,450会員賛助会員413会員）

２．短期人間ドック実施施設の指定について

下記施設の指定を承認

１．京都府・京都四条病院（60床、指定２床）

３．厚生省及び各団体からの依頼について

下記依頼を承認
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１．保守管理・流通に関するワーキンググループの検討メンバ

依頼元：厚生省薬務局医療機器開発課

被推薦者：塩山雅英（聖路加国際病院医事課長）

２．ＰＡＮ－ＰＡＣＩＦＩＣＦＯＲＵＭＯＮＲＥＳＰＩＲＡＴＯＲＹＣＡＲＥ１（

援依頼について

依頼元：医工学治療研究会呼吸器分科会

依頼先：諸橋芳夫会長

３．医療廃棄物処理講習会の協賛依頼について

依頼元：社団法人日本臨床衛生検査技師会

４．平成４年度臨床検査月間の協賛名義使用依頼て

依頼元：社団法人日本衛生検査所協会

５．メディカルインフォメーション’92の後援名義使用依頼

依頼元：医事コンピューター協議会

６．，９３シニア／シルバーライフ総合フェアの協賛依頼

依頼元：日本工業新聞社

７．秋田県病院大会の後援依頼

依頼元：社団法人秋田県病院協会

4．各委員会、研究研修会の開催報告について

報告を了承

5．医療審議会の開催報告について

開催報告を了承

９月９日諸橋芳夫会長、大道学常任理事出席

6．医療保険審議会の開催報告について

開催報告を了承

９月４曰河北博文副会長出席

7．四病院団体連絡協議会の開催報告について

９月１曰の看護小委員会、１６曰の医療制度委員会報告を了承

8．学会の開催報告について

ﾝバーの委員推薦

における顧問就任と後1993

第33回日本人間ドック学会、第18回日本診療録管理学会の報告を了承

９．中国医療施設視察団の報告について

８月31日～９月11曰実施の施設視察報告を了承

10．厚生省医療機器保守点検委員会の開催報告について

役員各位への問題点、意見提出依頼で了承、高橋勝三常任理事出席
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11．医療費問題について

平成５年度厚生省予算概要要求の内容説明、国民医療費の現状、医療費の診療別構成

（平成２年は病院598％、診療所27.4％、歯科を除くと病院69％、診療所31％）等の現状

報告を了承

12．医療制度、医療法の改正について

９月９日開催の医療審議会報告として医療法に係る政令・省令事項骨子(案)、紹介患者

の取扱いについての基本的考え方、既存病院からの内容説明、特定機能病院の選定、療養

型病床群への転換に際しての病床面積、人員配置に関しての意見拝聴

このほか医療保険審議会の動向報告を了承

13．老人保健制度、老人保健施設について

平成５年度厚生省予算概算要求での高齢者対策、福祉対策費の概要説明、高齢者保健福

祉推進十カ条戦略の推進状況報告を了承

14．看護婦問題について

厚生省予算概算要求での看護職員の養成等確保対策の現状、本会が自民党全国組織委員

会へ提出した「看護婦養成所にかかる補助金増額」の内容説明、このほか厚生省看護業務

検討委員会の動向報告、看護婦不足の現状報告を了承

15．病院税制について

厚生省がまとめた「平成年度税制改正」の概要報告を了承

16．病院経営について

医療機関の倒産現状報告と厚生省が検討している医療経営専門官の設置と経営指標につ

いての現状報告で了承

17．エイズ対策について

医療関係者の安全対策を努めながら今後も推進してゆくことで了承

18．病院団体の団結について

本会役員会での病院団体連合(盟)の創設経緯説明、提案を了承し11月期理事会、３月代

議員会、総会に上程することを了承

第７回常任理事会

Ｈ４．１０月24日(土）曰病会議室出席者28名

１．会員の入退会について

正会員入会４件、正会員退会１件、賛助会員入会５件、賛助会員退会４件を承認

（10月24曰現在正会員2,453会員賛助会員414会員）
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2．平成４年度第２四半期一般会計、特別会計の収支報告、監査報告について

収支報告、監査報告を了承

3．日本診療録管理学会の新役員について

名誉会員４名、監事１名、評議員10名の推薦を承認

4．役員業務分掌の一部変更（案）について

下記異動を承認

（新）

・医療制度委員会委員長：伊賀六一委員

・曰本医師会病院機能評価委員会委員：河北博文副会長

5．各団体からの依頼について

下記依頼を承認

１．曰本健康科学センター設立構想の発起人依頼

依頼元：千葉県医師会

依頼先：諸橋芳夫会長

２．第５回公開討論会「民病研フォーラム’92」の後援依頼

依頼元：民間病院問題研究所

６．各委員会、研究研修会の開催報告について

報告を了承

７．医療保険審議会の開催報告について

開催報告を了承

１０月７日河北博文副会長出席

８．医療審議会の開催報告について

開催報告を了承

９月22日、１０月14日、１９日、２１曰諸橋芳夫会長、大道学常任理事出席

９．四病院団体連絡協議会の開催報告について

１０月８日の看護小委員会を開催し、①看護(士)充足のための病院間格差の是正に関する

要望、②看護婦等医療従事者の採用時留意事項に関する要望等の協議、検討報告を了承

10．平成５年度税制改正要望書の提出について

平成５年度税制改正要望事項をまとめ、９月21曰に自由民主党、政務調査会、全国組織

委員会あて提出した旨の報告を了承

11．丹野清喜先生の叙位叙勲について

１０月16曰の閣議で勲四等旭曰小綬章の受章が決定し、１９日に厚生省顧問室で伝達式の実

施報告を了承
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12．㈱日本顕彰会平成４年度社会貢献者被表彰者の決定について

下記３名の表彰決定報告を了承

藤間弘行（埼玉県・藤間病院名誉院長）

横田しづ子（愛知県・豊橋市民病院看護婦長）

栗田静枝（元聖路加国際病院診療記録管理室室長）

13．海外医療施設団の曰病訪問について

下記２件の訪問報告を了承

１０月14日スウェーデン（ストックホルム県）医療施設団（26名）

１０月23日中国吉林省衛生局長をはじめ医療衛生体制考察団（７名）

14．事務局職員の10年表彰について

表彰式の実施、報告を了承

表彰者：高橋彦太郎（入社昭和57年10月）

15．事務局幹部職員の人事異動について

報告を了承

１０月１曰付

総務課長西沢孝洋

企画調整課長中谷一美（広報課長兼務）

16．厚生省看護業務検討委員会の開催報告について

１０月19日に開催し、勤務体制の見直しの問題点と基本的考え方等の検討報告を了承

河北博文副会長出席

17．台湾病院協会第25回定時総会への出席報告について

９月25曰の定時総会出席報告を了承依田忠雄副会長出席

18．中国病院視察の開催報告について

報告を了承

８／31～９／11の曰程でハルビン、西安、北京等の４施設の病院視察報告を了承

19．曰本医師会医業経営検討委員会の開催報告について

開催報告を了承伊藤研常任理事出席

20．医療費問題について

中医協の診療報酬基本問題小委員会の検討内容報告、全国公私病院連盟発表の「平成４

年診療報酬及び薬価基準改定影響率調査」の影響率分析報告、参議院決算委員会での山下

厚相の保険医療問題答弁等の報告で了承

21．医療制度、医療法の改正について

１０月21日の医療審議会で検討した「改正医療法に係る政令、省令及び告示案要綱」の各

－３５－



事項の内容説明、大学病院の医療費問題としての教育、研究費のあり方等の附帯決議等の

報告を了承

22．老人保健制度、老人保健施設について

老人保健施設の現状報告等を了承

23．看護問題について

日本看護協会が実施した「病院看護基礎調査」の内容報告等を了承

24．病院税制について

日本医師会が自民党税制調査会に提出した税制措置意見書の内容説明を了承

25．病院経営について

諸橋会長が病院経営環境の実態につき執筆し週刊「エコノミスト」に破綻の危機に直面

する病院経営として掲載され、その内容説明、日赤病院の決算状況報告等を了承

26．エイズ対策について

厚生省新規事業のエイズストップ作戦の概要報告と会として医療関係者の安全対策等の

推進強化実施等を了承

27．平成５年度事業計画(案)について

新規事業として、「日本病院会の事業のあり方とそれに伴う諸規程に関する事項」を追

加した第一次(案)を承認

第８回常任理事会

Ｈ４．１１月28曰山ダイヤモンドホテル

第３回理事会と合同開催（理事会参照）

第９回常任理事会

Ｈ４．１２月16日出番町グリーンパレス出席者35名

１．会員の入退会について

正会員入会１件、賛助会員入会１件、賛助会員退会２件を承認

（12月26曰現在正会員2,457会員賛助会員412会員）

２．自動化健診施設の指定について

下記２施設の指定を承認

１．東京都・南赤坂クリニック

２．京都府・(１Ｍ)京都パストゥール研究所付属京都パストゥール診療所

３．平成５年度短期人間ドック・自動化健診料金の契約について

短期人間ドック利用料は62,000円を標準料金、自動化健診料金は各施設からの申請料金
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で契約した報告を承認

4．厚生省及び各団体からの依頼について

下記依頼を承認

１．第35回成人病予防週間の後援依頼

依頼元：厚生省

２．レセプト電算処理システム基本マスターに関する懇談会委員派遣依頼

依頼元：曰本医師会

依頼先：三宅浩之委員長

３．第１回ジャパンメディカルオープン卓球選手権大会後援依頼

依頼元：日本メディカル卓球連盟

５．事務局職員のベースアップについて

実施を承認

６．各委員会、研究研修会の開催報告について

報告を了承

７．医療保険審議会の開催報告について

平成５年度予算における国民健康保険の対応についての開催報告を了承

１２月21曰河北博文副会長出席

８．看護業務検討会の開催報告について

看護業務見直し改善事業視察、検討事項の整理等の報告を了承

１２月14日河北博文副会長出席

９．医療機器保守点検検討委員会の開催報告について

医療機器分類(案)の紹介説明を了承

高橋勝三常任理事出席

10．四病院団体連絡協議会の開催報告について

１２月10曰の看護小委員会、１２月21日の総合部会報告を了承

11．エイズ等対策委員会報告書の記者発表について

12月１曰、３曰に医療関係紙、一般紙へエイズ等対策委員会報告書の記者発表報告を了

承

12．特定治療材料の安価設定に関する要望について

ペースメーカーの購入価格が円の為替相場と連動していない現状、業者の一方的な価格

で販売され医療費の高騰に連がっている現状から定価設定の要望実施報告を了承

13．自民党の平成５年度予算に対する要望ヒアリングについて

社会保険診療報酬の改善に必要な経費、病院の増改築に伴う資本費用に対する公共投資
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を含めた公的補助、看護婦等養成所に係る補助金確保の事項を12月10日全国組織委員会、

政務調査会あての要望実施報告を了承

14．平成５年度の学会進捗状況について

下記学会の進捗状況報告を了承

１．第43回曰本病院学会（小山田恵学会長）

曰時平成５年６月17曰(木)～19曰(土）

場所岩手県・盛岡市・岩手県民会館

２．第34回曰本人間ドック学会（佐藤祐造学会長）

曰時平成５年８月26日(木)～27曰（金）

場所愛知県・名古屋市・名古屋市中小企業振興会館

３．第19回日本診療録管理学会（岡益尚学会長）

日時平成５年９月９日(木)～10曰（金）

場所大阪府・大阪市・大阪国際交流センター

15．診療報酬改定（影響、今後の方向）について

中医協、全員懇談会の現状報告、特定機能病院、療養型病床群の設置に関する診療報酬

改定の現状報告等を了承

16．医療費、医薬品について

平成２年の国民医療費の流れとして制度区分別、財源別、分配現状、医療費体系の現状

報告を了承

17．医療法改正について

特定機能病院、療養型病床群等に係わる政省令事項の内容説明を了承

18．医療制度、医療保険制度について

厚生省赤松健康政策局長、篠崎医療課長が述べている「医療供給・医療保険の動向と

課題」の内容報告等を了承

19．老人保健制度、老人保健施設について

厚生省発表の平成３年社会福祉施設の概況報告等を了承

20．病院経営について

病院経営に関する現況報告と民間病院における看護婦不足の実態につき意見交換で了承

21．病院税制について

自民党社会部会の税制改正要望事項の概要説明を了承

22．医師、看護婦について

曰医の勤務医構成比率の紹介、公営企業決算概況から見た医師、看護婦等の職種別給与

実態報告で了承
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23．エイズ、院内感染について

エイズ等対策報告書の記者会見内容、対策本部設置に伴う今後の活動報告を了承

24．外国人患者の医療費問題について

四病団名による外国人患者の治療費未払いの要望実施報告、各役員所属病院の実態報告

で了承

25．平成５年度事業計画について

第二次(案)の紹介、説明があり承認され２月期理事会に上程することで了承

26．平成５年度予算(案)について

研究研修会の実態報告、来年度は研究会のあり方等を検討、平成６年の日本病院学会、

ｌＨＦ汎地域会議に伴い会員各位への寄付協力等実施報告を了承

27．役員の業務分掌、外部派遣委員の一部変更について

登内真副会長の就任、宮崎柏常任理事の退任に伴う業務分掌等の一部変更を承認

28．病院船構想検討委員会の設置について

中山太郎前外務大臣から依頼のあった病院船構想の紹介、協議され、早急に委員構成を図り

推進することで了承

29．平成５年秋の叙勲候補者の推薦について

北村行彦常任理事を推薦することを承認

第10回常任理事会

Ｈ５．１月23(土）曰病会議室出席者32名

１．会員の入退会について

正会員入会３件、正会員退会１件、賛助会員入会２件を承認、全国自治体病院協議会に

入会している中小病院に対して入会勧誘の実施報告を了承

（１月23曰現在正会員2459会員賛助会員414会員）

２．短期人間ドック実施施設の指定について

下記施設の指定を承認

１．広島県・西広島リハビリテーション病院（病床数150床､指定２床）

３．平成４年度第３四半期一般会計、特別会計の収支報告及び監査報告について

収支報告、監査報告を承認

４．各団体からの依頼について

下記依頼を承認

１．「所内研究評価委員会」の委員委嘱依頼

依頼元：国立医療・病院管理研究所
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依頼先：河北博文副会長

２．医家向け医療用具流通近代化協議会（仮称）の委員委嘱依頼

依頼元：厚生省薬務局

依頼先：諸橋芳夫会長

３．ニューメンブレンテクノロジーシンポジウム’93の協賛名義使用依頼

依頼元：社団法人日本能率協会

５．各委員会、研究研修会の開催報告について

報告を了承

６．医療保険審議会の開催報告について

１月20日全員懇談会を開催し、厚生大臣諮問の「国民健康保険制度の改正要綱」の検討

報告、次回審議会では公的医療保険の役割、保険給付の範囲・内容等の検討項目の紹介が

あり了承河北博文副会長出席

７．第45回曰本病院学会の開催について

岡本道雄（神戸市立中央市民病院長）氏を学会長とし兵庫県での開催を承認

８．診療報酬改定（影響、今後の方向）について

改正医療法に対応した特定機能病院、療養型病床群の診療報酬問題と財源問題等を協議

し了承

９．医療費、医薬品について

厚生省保険局発表の「最近の医療費の動向（９月分)」による医療費、受診率等の説明、

抗生物質の適正使用についての意見交換があり、岡崎常任理事、岩崎参与により適正使用

をまとめることで了承

10．老人保健制度、老人保健施設について

平成３年現在の老人保健施設（総数、主体別）現状報告を了承

11．病院経営について

本会会計経理研究会がまとめた平成３年度病院経営収支状況、厚生省の新規事業である

医療機関経営健全化対策検討委員会、医療法人制度検討委員会の設置状況とその問題点を

協議、ＮＨＫにスペシャル「病院再建」に対する意見拝聴後、誤解なき放映内容の配慮を

願うためＮＨＫ川口会長あて意見書を提出することで了承

12．病院税制について

自民党税制調査会の「平成５年度税制改正大綱」の内容報告等を了承

13．医師、看護婦について

曰医会員数の現状、推移についての報告、厚生省の医療関係者審議会保健婦助産婦看護

婦部会が厚生、文部両大臣から「看護婦等の確保を促進するための措置に関する基本的な
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指針」についての諮問を受け、看護婦等の夜勤負担軽減に関する表現の一部修正をし、ほ

ぼ原案どおり答申した旨の現状報告を了承

14．エイズ、院内感染について

エイズ管理料等エイズ患者の診療費用確保についての要望書を厚生省あて提出、会員病

院にエイズの診療、検査体制の現状を掌握するため緊急アンケートを実施している現状を

了承

15．平成５年度事業計画(案)について

平成５年度の研究会実施を教育委員会で実施しており、２月期理事会には調整、修正し

上程することで了承

16．平成５年度予算(案)について

エイズ担当者の人件費、ＩＨＦ地域会議の予算、病院経営相談室の設置等の諸経費を加

味し２月期理事会に上程することで了承

17．理事の補欠選挙について

理事４名の欠員により２月27日に選挙告示、３月27曰の代議員会での選出を了承、公的

病院の欠員については推薦母体より選出を図ることとし選挙管理委員会を設置し委員構成

を承認

（委員構成）

公的池谷亘（元常任理事）

〃 戸）１１潔（元監事）

私的田所昌夫（東京・河北総合病院院長）

〃 三宅浩之（病院幹部医会副会長）

中立井出健（曰病事務局長）

18．病院長・幹部職員セミナーの開催について

８月７日(土)、８日(日)に東京で開催し企画に関しては登内真副会長が担当することで了承

19．事務局職員の採用について

下記職員の採用を承認

２月15日付林素子（企画調整課へ配属）

20．第43回日本病院学会の進捗状況について

概要報告を了承

第１１回常任理事会

Ｈ５．２月27曰山ダイヤモンドホテル

第４回理事会と合同開催（理事会参照）
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第１２回常任理事会

Ｈ５．３月27日⑫曰病会議室出席者31名

1．会費の入退会について

正会員入会２件、正会員退会７件、賛助会員入会４件、賛助会員退会４件を承認

（３月27曰現在正会員2,454会員賛助会員415会員）

2．厚生省及び各団体からの依頼について

下記依頼を承認

１．「エイズ治療の拠点病院のあり方に関する検討会」委員の委嘱依頼

依頼元：厚生省保健医療局長

依頼先：河北博文副会長

２．第17回日本プライマリ・ケア学会組織委員会顧問の委嘱依頼

依頼元：千葉県医師会

依頼先：諸橋芳夫会長

３．評価認定制度委員会院内清掃部会の委員推薦依頼

依頼元：側医療関連サービス振興会

被推薦者：河北博文副会長

４．㈱医療経済研究機構の設立発起人依頼

依頼元：厚生省

被推薦者：登内真副会長

５．平成５年度「看護の曰」及び「看護週間」の協賛依頼

依頼元：厚生事務次官

６．「第１回中四国メディカルショー」の後援依頼

依頼元：広島県医科器械組合、日本工業新聞社

７．糖尿病の臨床疫学に関する国際ワークショプの後援依頼

依頼元：糖尿病の臨床疫学に関する国際ワークショプ組織委員会

８．第４２回曰本理学療法学会の後援依頼

依頼元：㈱全国病院理学療法協会

３．各委員会、研究研修会の開催報告について

報告を了承

４．医療審議会の開催報告について

改正医療法関係の経緯、特定機能病院の承認等の事務についての報告を了承

３月17日諸橋芳夫会長大道学常任理事出席
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医療保健審議会の開催報告について

全員懇談会の概要報告を了承

３月11日河北博文副会長出席

看護業務検討会の開催報告について

看護業務検討会報告書(案)の概要説明を了承

３月22日河北博文副会長出席

医家向け医療用具流通近代化協議会の開催報告について

開催報告を了承

３月４曰諸橋芳夫会長出席

エイズ治療の拠点病院のあり方に関する検討会の開催報告について

開催報告を了承

３月18日河北博文副会長出席

全国病院団体連絡協議会設立準備会東日本地区会議への出席報告について

開催報告を了承

３月３曰諸橋芳夫会長他出席

病院診療報酬の緊急改定についての要望について

厚生省、国会議員への改定要望、実施報告、記者会見の開催報告を了承

理事補欠選挙の立候補状況について

理事５名の立候補者の紹介、３月27曰の代議員会で選出を審議することで了承

（公的）

秋田県・林雅人・厚生連・平鹿総合病院

東京都・伊賀六一・済生会・東京都済生会中央病院

大阪府・武田惇・済生会・大阪府済生会泉尾病院

（私的）

神奈川県・加藤英夫・その他法人・国際親善総合病院

大阪府・岸口繁・医療法人・府中病院

日本病院会代議員会・総会に於ける会長挨拶の要旨について

協議事項13～21の事項については、挨拶要旨の中で解説をしているため省略

診療報酬改定について

医療費、医薬品について

医療法改正について

医療制度、医療保健制度について

老人保健制度、老人保健施設について

５．

６．

７．
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病院経営について

医師、看護婦について

エイズ、院内感染について

病院団体連合について

平成５年度社会貢献表彰候補者の推薦について

推薦者がある場合は事務局あて連絡することで了承

５月代議員会・総会の開催曰程について

北川参与の特別講演を了承
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５月22日出 特別講演：国立医療・病院管理研究所北川定謙所長

講演テーマ：「病院経営上の諸問題について」
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第３委員会・部会

1．医療制度委員会

１．開催回数１０回

２．出席者数111名（延べ人員）

３．協議項目１）病院開設主体の検討

２）医療法改正について

３）改正医療法の政省令について

４）医療制度委員会の今後のあり方

５）ＭＲＳＡ対策のマニュアル作成について

６）インフォームド・コンセント検討小委員会について

７）病団連について

８）病院類型化の方向について

９）医療審議会の報告について

１０）看護業務検討会について

４．総評

「病院開設主体の検討」の関係法令について黒木延氏、「医療業の組織とその所得課税制度の

現状」について公認会計士の後藤氏、「ＭＲＳＡ」については、慶応義塾大学の近藤健文氏とそ

れぞれレクチャーをいただき議論を行った。

また、７月の医療法改正について医療審議会大道委員に加わっていただき検討を重ねた。誠に

残念なことは、長年当委員会の委員長を務められた、丹野清喜先生が急逝された。後任として、

伊賀委員が就任され、委員会が進められている。

2．統計調査部会

１．開催回数

２．出席者数

３．協議項目

９回

60名（延べ人数）

ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ

１
２
３
４
５

平成４年診療報酬改定による影響率調査の実施および集計について

本年度調査予算について

本年度調査について（公私病院連盟との協力調査）

療養型病床群に関する委託調査について

来年度統計調査の検討について
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4．総評

本年度は、例年どおり「平成４年病院実態分析調査」を実施し「病院概況調査報告書」として

まとめた。

また緊急調査として「診療報酬改定による影響率調査」（結果をまとめ冊子とした）と「療養

型病床群に関する調査」を実施した。

なお、来年度に「病院経営実態調査」を実施するにあたりワーキング委員を選出し具体的検討

に入った。

3．医療事故対策部会

１．開催回数７回

２．出席者数４３名（延べ人員）

３．協議項目１）委員の選出について

２）７月開催のセミナー計画

３）１１月開催予定のセミナー計画

４）セミナーのプログラム計画

５）神戸開催セミナーの反省

６）平成５年度のセミナーの開催計画

７）セミナーの計画について

４．総評

本年度も「医療紛争防止のためのセミナー」の企画を中心に進められた。

医療事故になる以前の事例として情報収集の必要性も出され、今後の検討課題。

4．防災対策部会

１．開催回数５回

２．出席者数３６名（延べ人員）

３．協議項目１）第１２回防災セミナーの結果について

２）来年度防災セミナーの開催について

３）スプリンクラー設置義務に対し、部会の対応について

４）消防庁等各団体からの委員推薦依頼について

４．総評

今年度は釧路沖地震が発生、来年度は関東震災70年目にあたり部会の話今年度は釧路沖地震が発生、来年度は関東震災70年目にあたり部会の話題は大規模災害におけ

る病院の対応に多くの時間を割いた、また、スプリンクラーの設置義務があと２年以内となり設

置が遅々としてすすまない現状から防災部会各委員の苦汁がひしひしと感じる。
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5．労務・福利厚生・用度部会

本年度は教育委員会傘下の研究会の活動に委ね、委員会としての開催はなかった。

6．給食委員会

１．開催回数１回

２．出席者数７名

３．協議項目１）病院給食に対する日本病院会としての意見調整

２）全国給食協同組合連合会からの要望について

４．総評

厚生省医療保険審議会での病院給食に関する内容で、①患者のサービス選択の幅の拡大につい

て、②保険外負担について、どう考えるかについて意見をまとめることとした。

7．勤務医委員会

病院幹部医会のセミナーである、「病院医療の質を考えるセミナー」プログラム企画立案を行っ

た。

8．教育委員会

１．開催回数４回

２．出席者数６７名

３．協議項目１）４月７日（火）３時～６時ダイヤモンドホテル

①研究会に関する事項

・研究会目標について

・研究会委員長業務について

②教育委員会に関する事項

２）１０月２日（金）３時～５時日本病院会

①平成５年度研究会実施計画基本方針について

３）１０月19曰（月）２時半～５時日本病院会

①平成５年度研究会開催計画(案)について

４）３月18日（木）３時半～５時半ダイヤモンドホテル

①平成４年度研究会（セミナー）開催報告について

②平成５年度研究会（セミナー）開催計画について

４．総評

研究会開催に当たり、今までそれぞれの研究会の自主性を尊重し行ってきたが、今後の本委員
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会の方針として、指導力を推進し、各研究会が将来に向けて確かな展望をもって運営できるよう

に、企画し調整することとなった。又、役員会、研究会委員、事務局の三者が協調して意見交換

を行い、研究会活動に取り組むことになった。

9．通信教育委員会

１．開催回数４回

２．出席者数１３名

３．協議項目

第１回４月14日(火)午後６時30分～９時00分日本病院会役員室

１）診療録通信教育講師・教科書の検討

２）事務長養成課程通信教育講師教科書の検討

３）通信教育委員の検討

４）講師会開催日程

第２回９月25日(月)午後１時～３時日本病院会会議室

1）診療録通信教育試験合否判定について

卒業試験受験者98名合格者75名不合格者23名

進級試験受験者69名合格者65名不合格者４名

認定者累計1,751名

2）第37回診療録管理士認定証授与式開催について

１０月24日(土)午後５時30分～東京ダイヤモンドホテル

3）国際医療管理専門学校滋賀校の編入指定校申請について

２年次編入校指定申請については今回は保留とし次期通信教育委員会で検討する。

4）診療録管理通信教育用教科書について

診療録管理室運営の教科書については、各地区担当講師陣によりレジメをもとに統一教科書

を作成する。

5）事務長養成課程合否判定について

第14回生１年次後期受験者17名合格者17名

第14回生１年次前期追試験受験者２名合格者0名

６）事務長養成課程講師交替について

・左奈田幸夫（診療管理担当）

・上林三郎（病院物品管理担当）

講師辞退の申し出があったので交替を検討する。
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第３回１１月13日(金)午後１時～３時日本病院会会議室

１）国際医療管理専門学校滋賀校の編入指定校申請について

開講したばかりで実績がなく時期尚早である。

来年４月以降に１年間の実績の提出を求め改めて審議とすることになった。

２）２年次編入試験結果について

受験者210名合格者171名不合格者３９名

なお、編入試験について次のことを決定した。

・編入指定校の該当科目講師は診療録通教試験出題者であってはならない。指定校の講師を行

う場合は他の者に試験問題作成を依頼する。

・今後試験問題は毎年同一にならないよう留意する。

３）２年次編入指定校の基準について

川崎医療福祉大学医療情報学科（４年制）から編入指定校申請の申し出があったが、今回は

編入試験資格とし、今後の実績をみたうえで認定試験資格としていくかを検討することとし

た。

４）通信教育カリキュラム見直しについて

診療録通信教育は開講20年、事務長養成課程は、１５年を経過し見直す必要が出てきたため、

カリキュラム検討小委員会を設置することになった。

第４回３月23日(火)午前10時～12時日本病院会会議室

１）診療録管理通信教育合否判定について

卒業試験受験者105名合格者82名不合格者23名

進級試験受験者６２名合格者58名不合格者４名

認定者累計1,833名

２）第38回診療録管理士認定証授与式開催について

４月24曰仕)午後５時15分～東京ダイヤモンドホテル

３）事務長養成課程通信教員合否判定について

第14回生２年前期受験者12名、合格者12名

第15回生１年前期受験者７名、合格者６名

なお、不合格者は次回スクーリング時に不合格の科目のみ追試を行う。

４）講師交替について

退任左奈田幸夫（診療管理)、後任は小委員会にて科目検討中のため当面、岩崎榮委員

長が担当する。
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10．臨床予防医学委員会

５回（常任委員会４回、人間ドック実施認定委員会１回）

69名（延出席者数）

(1)白血球について

(2)梅毒検査について

(3)短期人間ドック実施認定委員（実査委員）の補充について

(4)「人間ドック実施認定委員会議（実査委員会義)」の開催について

(5)短期人間ドック実施指定内規について

(6)「健康医学」ＶｏＬ７Ｎｏ、２１９９２．７（原著論文集）発行について

(7)日本人間ドック学会平成４年度・平成５年度の事業計画(案）・一般会計収

支予算(案)について

(8)臨床予防医学委員会報告（平成４年版）について

(9)社会保険庁「政管健保における健診事業のあり方に関する検討会」の報告に

ついて

Ⅲ日本臨床化学会よりの承認依頼について

⑪検体検査院内委託委員会委員の推薦について

⑰平成５年度短期人間ドック契約料金について

①短期人間ドック契約料金について

②自動化健診契約料金について

③健保連からの申し入れ事項について

(１３短期人間ドック検査項目及び判定基準値について

⑭ヘルス展委員会委員委嘱依頼について

(15）保健叢書（やさしい保健シリーズ）制作について

００平成４年度「健康医学」の発行について

、臨床予防医学委員会新委員の委嘱について

U8）短期人間ドック・自動化健診契約料金について（報告）

091短期人間ドックの指定について

(201第34回、第35回日本人間ドック学会について

開催回数

出席者数

協議項目

●
●

●
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4．総 評

本年度の当委員会活動は、検討する事項が山積みとなり非常に多忙をきわめた１年であった。

毎年、健保連と協議し改訂している短期人間ドック（1泊２曰）実施料金は、内外の事情を考

慮してＣ型肝炎の検査項目を追加するため現行料金の値上げを交渉したが、平成５年度について

は平成４年度と同様、「62,000円を標準料金とする」という契約で妥結した。
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医療機関だけではなく、ドック受診者に対する啓蒙活動の一環として、一昨年から「やさしい

保健シリーズ」を刊行しているが、本年度は「胆のう・すい臓のはなし」の執筆者が決まり、来

年度５冊目の刊行を目ざし準備を進めることとなった。

従来、健康保険組合連合会との短期人間ドック並びに自動化健診の実施料金改訂の協議につい

ては、毎年、曰病側と健保連側の主張にへだたりがあり難行するため、一定の料金算出方式を導

入するべく、「人間ドック認定小委員会」を設置し健保連側と協議・交渉をしていくこととなっ

た。

既指定施設については、指定当時とはすでに内容が変更されているケースも多く、年１回の実

態調査を実施し再チェックすることとした。また、新規指定については、申請のあった時点で

｢人間ドック認定小委員会」で内容を検討したのち、各地の実査委員へ立入調査を依頼するダブ

ルチェックを実施し、質の良い医療機関を指定していくこととなった。

最後に、長年当委員会活動にご尽力いただいた藤間弘行先生（藤間病院名誉院長）が急逝され

ましたことに対し、ご冥福をお祈りいたします。

11．社会保険・老人保健委員会

開催回数

出席者数

協議項目

10回

81名（延べ人数）

１）税金問題について

①相続税（医療法人社団・個人）

②法人税（減価償却等）

③所得税（所得控除を中心に）

④間接税

⑤地方税

⑥事業税

⑦その他

２）診療報酬改定について

①平成４年改定の内容の分析

②次回改定の要望（％の提示・項目別点数含む）

③改正医療法との関連について

④病院の外来のあり方とその診療報酬（診療所とどう違うのか）

⑤給食の問題について

⑥医療廃棄物の問題について

⑦その他

●
●
●
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３）医療費の体系について

①出来高払いと定額制

②技術料とホスピタルフィ_（運営コストと資本コスト）

③地域格差と公私格差

④病院の外来の在り方について

⑤付添看護の問題について

⑥薬剤の取り扱いについて

⑦福祉との関連について

⑧その他

４）財源について

①社会保障の中での医療保険の在り方について

②厚生省・自治省・地方自治体等公共投資の問題について

③自賠責等民間保険の問題について

④外国人の医療費について

⑤福祉との調整について

⑥給食の問題について

⑦その他

５）公的医療保険の役割と保険給付の範囲・内容について

６）厚生省医療保険審議会のアンケート実施について

4．総評

平成４年度は４月から診療報酬の改定が実施され、つづいて医療法の改正の国会通過・施行に

伴い特定機能病院、療養型病床群に診療報酬上の点数が明確化された。このような激動の中で、

－委員会にて対応できない事項が多く医療経済（税制）委員会・統計調査部会と連携し合同委員

会も開催しながら小委員会を中心に上記協議事項を検討している。

12．医療経済（税制）委員会

１．開催回数６回（小委員会、合同委員会含む）

２．出席者数６１名（延べ人員）

３．協議項目１）委員会運営のあり方について

２）医療費財源についての検討

３）平成５年度税制改正要望について

４）外国人患者の治療費未払いの件についての要望

５）社会保険診療報酬改定に伴う要望について
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６）税金問題について

７）診療報酬改定について

８）医療費の体系について

９）財源について

１０）統計調査について

１１）診療報酬改定影響率調査票の結果について

１２）専門小委員会開催について

１３）診療報酬改定要望の検討

１４）現行診療報酬の矛盾点及び要望について

4．総評

今年度も９月に「平成５年度税制に関する要望」を自由民主党政務調査会税制調査会、全国組

織委員会宛へ提出。

また、医用電子機器の耐用年数の実態調査を㈱曰本医師会、㈱曰本電子機械工業会、㈱日本放

射線機器工業会との協力で実施。

委員会活動としては、統計調査部会、社会保険・老人保健委員会との合同で開催。意義ある会

議をもてた。

13．国際委員会

１．開催回数８回

２．出席者数

３．協議項目１）今年度の海外視察ツアー企画

２）大阪・曰病学会時のＡＨＦ関連行事（６／17～20）の経過報告

３）ＪＩＣＡ・長谷川医療課長より側日本国際協力システムのガーナ共和国「基

礎機材整備計画」に関わる病院見学協力の要請について

４）ロンドンＩＨＦ汎地域会議（10／２０，２１，２２）の参加報告（牧野ＩＨＦ副会

長）

５）来年度委員会計画

６）ＡＨＦ定款改正案（牧野ＡＨＦ事務局長案）について

４．総評

今年も幅広い活動が展開できた。
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14．組織委員会

１．開催回数４回

２．出席者数１７名（延べ人数）

３．協議項目（１）新入退会員の状況報告

（２）会員病院の職員数調査について

（３）「入会のすすめ」制作について

（４）退会慰留と事後処理について

（５）中小病院の勧誘について

（６）エイズ対策の中核病院問題

（７）今後の組織拡大について

４．総評

組織の拡大について協議した。

本年度は、中小自治体病院の勧誘を実施し、数件の病院が入会しました。会員の退会慰留につ

いても対応を重ね、成果をあげている。

会員数の把握が従来の病院・病床数調査に加え医師、看護婦等の職員数調査を実施し、６割近

くの回答をえてこれを推計した。今後の曰病組織対策として活用していく。

又、「入会のすすめ」のリーフレットも一新し曰病会員の増強のため委員会活動を継続する。

15．学術委員会

１．開催回数１１回

２．出席者数延べ98名、一回平均９名）

３．協議項目１）日本病院会雑誌'９２６月号～'９３５月号の編集について

２）曰本病院会雑誌’９２７月号～'９３６月号の企画について

３）英文誌「JapanHospitals」Ｎｏ．１１の編集及び刊行について

４．「曰本病院会雑誌」平成４年度（'９２４月号～'９３３月号）

主要掲載記事

（４月号）148頁

グラフ：第17回日本診療録管管理学会

巻頭言：自由と規律（河北博文）

記事：講演人を生かすもの（渡辺和子）

シンポジウム医薬分業と病院薬剤師

（５月号）160頁

グラフ：公立陶生病院
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巻頭言：良い医療について思う（上田侃）

記事：講演看護婦不足解消への離職防止策と完全週休二曰制の検討（伊藤研）

シンポジウム建値制導入と病院経営

(６月号）164頁

グラフ：新東京病院

巻頭言：第４２回曰本病院学会開催にあたって（有澤源蔵）

記事：講演患者サービスのあり方（中山耕作）

講演法医学からみた医療事故一診療録のはたす役割（福井有公）

(７月号）180頁

グラフ：松波総合病院

巻頭言：第33回曰本人間ドック学会に向かって（長崎彬）

記事：講演佐賀医科大学における診療録管理の理念と実際（只野寿太郎）

シンポジウム委託業者からみた病院の問題点

(８月号）184頁

グラフ：曰鋼記念病院

巻頭言：第18回曰本診療録管理学会の開催にあたって（山本修三）

記事：座談会ＭＳＷの連携コーディネート機能と将来

研究論文ＨＩＶ感染をめぐる米国のリスクマネージメント（浜島信之）

蛸夏随筆（61編）

(９月号）148頁

グラフ：国際モダンホスピタルショウ

巻頭言：曰病広報活動の更なる発展を（丹野清喜）

記事：調査報告「日本文化」とは何か（河野稔他）

医師をめぐる贈答の研究（中野進）

(10月号）168頁

グラフ：藤沢市民病院

巻頭言：総合病院の存廃（小山田惠）

記事：シンポジウム臨床試用医薬品の取扱について

ＭＲＳＡ感染について（清水喜八郎）

医療関連サービス産業の実態（赤城真寿美）

(11月号）180頁

グラフ：第４２回日本病院学会

巻頭言：生活大国にふさわしい厚生（医療）行政を願う（依田忠雄）

－５５－



記事：座談会第４２回曰本病院学会を顧みて

講演エイズの動向と予防対策（曽田研二）

(12月号）188頁

グラフ：第33回日本人間ドック学会

巻頭言：日本病院学会大阪方式と病院管理（登内真）

記事：全国集計成績一平成３年人間ドック・自動化健診一（笹森典雄）

研究論文病院薬剤部運営上の－考察（早坂孝則他）

（１月号）160頁

グラフ：中国医療施設視察旅行

巻頭言：年頭所感一病院経営の健全化をめざして（諸橋芳夫）

記事：講演医療の質について（岩崎榮）

シンポジウムマスコミからみた病院への提言

中国医療事情視察印象記（小山田惠）

（２月号）172頁

グラフ：小牧市民病院

巻頭言：厚生とは何か（高橋勝三）

記事：シンポジウム看護学校運営をめぐって

エイズ等対策委員会報告書

（３月号）172頁

グラフ：大分県立病院

巻頭言：査定対策委員会（織本正慶）

記事：講演看護業務の省力化（野尻昭代）

シンポジウム医療法の改正と病院の対応

5．総評

（１）日本病院会雑誌

ア．－冊平均168頁で前年度（154頁）に比しかなり増加した。

これは、セミナー・研究会等関係者からの積極的な資料提供に負うところ大であり、協力

に感謝したい。

イ．「イタリア紀行（井上加代子)」６回、「病院図書室は今（図書研究会)」１２回、「医学のルー

ツを尋ねて（星和夫)」８回等、連載が出来たことは特筆すべきことで、執筆者の努力

に感謝申し上げる。

ウ．蛸夏随筆は61編の寄稿があり、例年なみであった。
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(2)英文誌

JapanHospitalsNollは、１２編98頁で例年なみに発刊できた。

16．広報委員会

１．開催回数と出席者数（のべ人数）

①委員会６回．34人

②座談会１回・５人

③記者会見３回

２．協議事項

（１）委員会

①曰病ニュースの企画・編集について

「中小病院コーナー」創設とレギュラー・スタッフ選定及び紙面構成の検討

②対外的広報活動のあり方

活動対象や方法など継続的に論議

③「曰病ニュース読者アンケート」の企画

（２）座談会

新春座談会１月１日号掲載、諸橋芳夫会長、河北博文副会長、大道学常任理事、須藤祐司理

事、（司会）廣田耕三広報委員長

（３）記者会見

①「エイズ対策本部設置」

②「エイズ対策本部、会員アンケートの結果報告及び相談窓口設置について」

③「病院診療報酬の緊急改定についての要望」

３．総評

１）曰病ニュースの発行

平成４年度は第432号（４月10曰）～453号（３月25曰）と号外（４月１日）を含む計23回の

発行となった。４ページ建て20回、８ページ建て２回、１２ページ建て（号外）１回と、ほぼ例

年並みの発行であった。

４月１曰の診療報酬改定に伴い、恒例の「質疑応答100問集」（号外）を発行、改定点数の算

定の手引きをめざした。

６月の第２次医療法改正を受けて、９月に特定機能病院及び療養型病床群を含む政省令事項

の策定が行われ、翌２月には各々の診療報酬点数が確定されたが、本紙では大道学医療審委員

及び岩崎栄医療制度委員を中心として改定の考え方を始め、療養型病床群の転床に伴う点数置

き換え試算などを随時紹介、会員の理解につとめた。

－５７－



さらに新春座談会で病院経営の安定化に関して改正医療法の流れを中心として、医療経済、

医療文化、病院団体の役割などの観点で論議、病院の将来を展望した。

2）対外的広報活動

１２月１日に発足した曰病エイズ対策本部の活動に関し、同対策本部報告書を提示するなど国

民向けに２回の記者発表を実施。患者と医療従事者双方の人権の取扱いに対し、一般国民のコ

ンセンサス獲得に課題も示されるなど、今後、慎重な取組みが求められることとなった。

17．企画・規程検討委員会

１．開催回数６回

２．出席者数４３名（延べ人員）

３．協議項目１）当委員会の使命と今後の活動方針について

２）農業共同組合の組織について

３）当委員会の名称変更について

４）当委員会としての日本病院会の今後の活動への提言について

５）事務局の土曜休みに伴う就業規則の見直しについて

の当会事業と組織のあり方について

７）研究会、研修会の見直しについて

４．総評

第１回委員会において従来当委員会の活動は内部諸規程の検討であったが、当委員会の使命と

今後の活動方針はどうあるべきかを検討した。当会には事業の見直し・調整を図る機関がなく社

会の要請に即応した日本病院会のあり方、又、２１世紀に向けての組織作りを検討する必要性が強

いことから副会長（４名）の出席を仰ぎ委員会の方向、活動等に誤りなきような委員会の体制を

図った。これに伴い、委員会名称も従来の諸規程検討委員会から企画・規程検討委員会と改称し

当会の事業内容、組織の整理等を継続して検討を図ることとした。
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事務局土曜休みに伴う就業規則の一部改正について

現 行 改正

(勤務時間）

第９条職員の勤務時間は、土曜開催役員会

（勤務時間）

第９条職員の勤務時間は、１週につき38時間

とし、その割り振りは、月曜日から金曜曰ま

では９時から17時まで、土曜曰は９時から１２

時までとする。

の週は38時間とし、その他の週は35時間とする。

その割り振りは月曜日から金曜日までは９時か

ら17時まで、勤務する土曜日は９時から12時ま

でとする。

（休日）

第11条休曰は、次のとおりとする。

（１）土曜日、曰曜日（役員会のある土

（休曰）

第11条休日は、次のとおりとする。

（１）曰曜曰

（２）国民の祝祭日（その曰が曰曜曰に

当たるときは、その翌曰）

（３）（略）

曜日は除く）

(2)国民の祝祭日

(3)（略）

18．中小病院委員会

１．開催回数５回

２．出席者数２４名（延べ人員）

３．協議項目１）前回の活動状況報告

２）委員会の今後のあり方について

３）今後の活動方針について

４）診療報酬改定影響率調査

５）中小病院委員会の活動方針

６）他委員会との関連について

７）「中小病院のひろば」の計画

８）曰病会員への働きかけの具体化

９）委員故牧安孝氏の後任について

４．総評

曰病会員中、約半数が中小病院であることを再認識、当委員会の責務の重大性から、充分に今

後の委員会活動について検討。「中小病院のひろば｣、「中小病院経営講座」を中心として、短・
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中・長期の活動方針を決め以後具体化してゆく予定。

来年度からの活発な活動の計画を中心とした委員会活動であった。７月11日には曰病常任理事

と中小病院委員会委員計13名を集め、岩崎榮先生を囲んでの座談会を行ない、医療法改正につい

て話し合いをもった。

〔部会〕

1．看護教育施設部会

常任幹事会

１．開催回数２回

２．出席者数１４名

３．協議項目１）平成４年看護学校運営に関する調査実施（10月）とまとめ

２）看護学校学生傷害保険について

３）看護教育における衛星放送構想について

全体会議

１．開催回数１回（５月21日）

２．出席者数４５名

３．協議項目①平成３年看護学校運営に関する調査報告書について

②有田幸子日本看護協会長の特別講演「医療構造の改革の進展における看護教

育の影響」

③部会活動のあり方

④四病団、曰本看護協会とともに国立看護学校の専任教員を４名から７名への

増員を働きかけ

⑤平成５年度の看護養成所運営費補助の増額要請

４．総評

昨年にひき続き看護学校運営に関する調査を実施した。

アンケート結果より、看護養成所の運営所の問題点が多く、健全なる運営維持のために抜本的

措置のため活動したい。

2．老人保健施設部会

基礎資料の収集を行った。

3．私的病院部会

１．開催回数５回

－６０－



2．出席者数３７名（延べ人員）

3．協議項目１）今後の活動について

２）私的病院の分類について

３）医療の公共性と非営利性について

４）私的病院の抱える問題点について

５）医療審議会活動報告

６）医療費の地域格差について

4．総評

今年度より新たに発足した当部会であるが、めまぐるしく変動する医療情勢に対し、柔軟に対

応をし、私的病院のさまざまな問題に会合、活発な議論がもたれている。

〔特別委員会〕

1．病院情報センター委員会

1．開催回数５回

２．出席者数６８名（延べ人員）

３．協議項目１）病院情報システム・ガイドライン（標準機能仕様）の策定について

２）「レセプト処理システム基本マスタに関する懇談会」について

３）通信衛星システムについて

４．総評

昨年に引続き病院情報システムガイドライン（標準機能仕様）の策定を中心に、１泊委員会を

も実施し、中間報告および今後検討すべき専門委員会設置に関する企画書の提示され、来年度に

は専門プロジェクトが発足する予定である。

2．国際病院連盟汎地域会議関連委員会

運営委員会（高橋勝三委員長）

１．開催回数５回

２．出席者数２１名（のべ人数）

３．協議項目①会議の叩き台をまとめた。

ａ・開催曰／1994年（平成６年）１０月６，７，８日（木、金、士）開催。前日５

曰に会議登録、６，７曰は本会議、８曰はホスピタル・ビジット

ｂ・開催会場／横浜・パシフィコ

ｃ・テーマ／ヘルスケアその理想と現実

ｄ、会議等について／
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・公用語はメイン会場、分科会ともに日英の２カ国語とする。

・６日のウエルカム・パーティーは15年前の東京でのＩＨＦ国際会議を参考に

入場無料で、内容は通常海外で行われる同パーティーの形式でクラッカーと

お酒くらいの質素な形のものとする。

・７曰のフェアーウェル・パーティーは２案が候補としてあがり、Ａ案は船上

パーティー、Ｂ案はホテルでアトラクション付きのものとする。

・８日のホスピタルビジットは５コースとする。その内容は、精神、高度先進

医療、老健施設、癌の各専門４コースと関西方面、特にポバース記念病院を

含む１コース。

各コース、バス１台（定員40名）とし先着順とする。関西方面コースは交通

費、宿泊費がかかると思われるのでこれのみ参加者より費用をとる。通訳に

ついては、前回ＩＨＦ国際会議やＡＨＦスタディーツアーに習い、国際委員

会を中心とした適任者を随行させる。また、各病院での研修、見学の際の通

訳は受入れ側でしてもらうこととする。

e・招待者について

・ＩＨＦ会長とＩＨＦ事務局長は招待する。

ｆ企業展示について

・これに関する会場費用と収入は会議の収支と別の会計とする。

９．ＤＭについて

・担当するコンベンション会社に約５千通ほどを国内外３回くらい発送委託す

る。

h、ＰＲ活動について

・明年度４月のスペイン・マドリッドでのＩＨＦ総会で横浜開催の会場、横浜

のＰＲビデオ放映とパンフレット配布を担当するコンベンション会社に依頼。

学術委員会（牧野永城委員長）

１．開催回数４回

２．出席者数１３名（延べ人数）

３．協議項目次の案がまとまった（３月15日現在)。

THEMＥＳ＆SUBTHEMES（Draftlistsforselection）

ＦＯＲ⑩９９４１ＨＦＰＡＮ－ＲＥＧＩＯＮＡＬＣｏＮＦＥＲＥＮＣＥ
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Theｍｅ：HEALTHＣＡＲＥ：ＩＤＥＡＬＳ＆REALITIES（＊）

Subthemes：

・Private／PublicSectorDebate（＊）

・SocialServiceorCustomerService

・HealthCareinRuaralAreas＆DevelopingCountiresinAsia（Filmandvideo）Poster

session（＊）

・MedicalLitigation（＊）

・International／RegionalDifferencesinMedicalPractices（KlimMcPherson，University

ofOxford，DepartmentofCommunityMedicineandGeneralPractice，Oxford，ＯＸ２６ＨＥ，

ＵＫ）（＊）

・BureaucracyinGovernmentalHospitals

・DoesHealthPromotionsavetheHealthCost？

･ManagementEducationinAsia（HealthServiceManagementEducatioｎ（＊)）

･NewTrendinQualityAssurance，（QualityAssurancerevisited）

・Socialworker，sroleinhospitals

･PrioritiesandRationinginHealthＣａｒｅ（＊）

・ContemporaryRoleofTraditionalMedicine

･DesignforHealingEnvironment（＊）

・NewMedicalTechnology

・MedicalCollaborationinDisasters

・ForeignWorkersinHospitals

・ShortageofNurses

・Ｈｕｍａｎ＆JobRelationshipsinHospitals

（Physicians，Nurses，Paramedics，Administrativestaffs）

l9941HFPan-RegionalConference

Programdraft＃２

PlenarySession

ｌＰＬＳｅｓｓｉｏｎｌ

OpeningCeremony

(PresidenofJHA，ＩＨＦ，ＪＭＡ，SecretaryofHealth）

－６３－



２PLSession2

Key-noteAddress＃１（FromAsia）

（Ｄｒ・Ｈａｈｎ－ＷＨＯ，MEKuanLeeofSingapore，ｏｒ?）

３PLSession3

JapaneseHealthCareSystem（DnMorohashiorDr・Ｋａｗ（

４PLSession4

Private／PublicSectorDebate，chair（Ｍｒ・OLeary?）

５PLSession5

MarketApproachvs・RegulatoryApproachtoHealthCare

６PLSession6

Key-noteAddress＃２（FromWesternCountries）

PrioritiesandRationainginHealtｈｃａｒｅ

７ＰＬＳｅｓｓｉｏｎ７

Kawakita）

HealthServiceManagementEducatioｎ

ConcurrentSession

･International／RegionalDifferencesinMedicalPractice

・DesignforHealingEnvironment

･QualityofLifeinGeriatricCareFacility

・SpecializationofNurses

･QualityAssuarancerevisted

・ProblemsinvolvedinDrugs

･SocialWorker'sRoleinHospitals

PosterSession

HealthCaremDevelopingCountriesinAsia

(PhotographsfromWHo＆membercountriesofAHF）
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２，．Ｈａｌｌ ３rｄＨａｌｌ

リ:０（

1.0【

unch Lunch

5:００

以上

組織委員会（河北博文委員長）

１．開催回数４回

２．出席者数２３名（のべ人数）

３．協議項目

①会議について

・正式名称は「国際病院連盟汎地域会議」とする。

・会期については、同年に行われる曰病学会（諸橋芳夫学会長、１０月４，５日開催）に引き

続いて６日、７日、８日（木、金、士）の３日間。

・テーマ「ヘルスケアその理想と現実」

・ステイタスとして、第一候補に皇太子殿下、第二候補に秋篠宮殿下が挙がった。

．この汎地域会議の学会長（プレジデント）は、諸橋会長。

・共催、後援については、前者にはＩＨＦ、後者には厚生省、曰医としたい。

・参加者の対象は、医師・看護婦をはじめとする医療従事者。
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．特別講演については、緒方貞子・国連難民高等弁務官などが挙がった。

・通訳については、会期中はすべての会場で日英同時通訳を採用し、必要に応じて１曰１会

場で日英仏西の４ケ国同時通訳をとりいれる。

②運営について

・第44回曰本病院学会と国際病院連盟汎地域会議は、インターグループ社に業務委託する。

・登録料については、過去のＩＨＦ諸会議や国際会議を参考に、ＩＨＦ会員＄400／１名

（約５万円)、その同伴者＄100／１名、非ＩＨＦ会員＄500.

．ファーストアナウンスメントは、平成５年４月19曰から23日、スペイン・マドリッドＩＨ

Ｆ総会開催の折に配布。セカンドアナウンスメントは、８，９月までにまとめ、各国へ１１

月に届くように予定。

③その他

．ＩＨＦ本部との窓口は必要に応じて牧野ＩＨＦ副会長に依頼する。

・ＩＨＦ会長とＩＨＦ事務局長は招待する。

・参加者の個人別ディスカウントはしない。

4．総評

平成３年度に発足された国際病院連盟汎地域会議準備委員会（河北博文委員長）より前記３つ

の委員会が設置され今年度10月１曰から始動した。

準備委員会では、汎地域会議の構想を練ったが、各委員会ではより具体的に細部まで慎重にま

とめている。

3．国際モダンホスピタルショウ委員会

（１）’92国際モダンホスピタルショウ医療機器部会

曰時：平成４年４月８日(水)１８：００～２０：００

会場：㈱曰本病院会会議室

議題：企画展示の内容について

①医療廃棄物の問題について

②病院給食の問題について

③病院内における患者（職員）の健康管理について

④患者に対するサービスについて

企画展示のレイアウトについて

出席者：藤田良三部会長以下９名

（２）’92国際モダンホスピタルショウ医療情報部会

曰時：平成４年４月10曰(金)１５：００～１６：２５
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会場：㈱日本病院会会議室

議題：企画展示の具体的な内容について

出席者：里村洋一以下７名

(3)’92国際モダンホスピタルショウ企画委員会

日時：平成４年４月17日(金)１８：００～２０：００

会場：㈱日本病院会会議室

議題：出展申込状況報告

各部会報告

①医療情報部会

②医療機器部会

③ホームケア部会

④国際部会

出席者：三宅浩之委員長以下８名

(4)’92国際モダンホスピタルショウホームケア部会

曰時：平成４年４月20日(月)１８：００～１９：４０

会場：㈱日本経営協会会議室

議題：特別企画展示内容について

国際シンポジウムについて

出席者：鷹野昭士部会長以下７名

(5)’92国際モダンホスピタルショウホームケア部会

曰時：平成４年６月８日(月)１８：００～２０：００

会場：㈱曰本経営協会７階会議室

議題：国内展示について

海外展示について

特別企画展示について

出席者：鷹野昭士部会長以下６名

(6)’92国際モダンホスピタルショウ企画委員会

日時：平成４年７月28曰(火)１８：００～２０：００

会場：㈱日本病院会会議室

議題：今回の結果報告（中間）

各部会委員報告

①医療情報部会

②ホームケア部会
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③国際部会

第20回国際モダンホスピタルショウについて

出席者：三宅浩之委員長以下８名

(7)’93国際モダンホスピタルショウ

曰時：平成４年９月28曰(月)１８：００～２０：００

会場：㈱曰本経営協会７階会議室

議題：委員のご紹介と委嘱状の交付

今回の展示を振り返って

一般展示について

’93国際モダンホスピタルショウについて

出席者：鷹野昭士部会長以下９名

(8)’93国際モダンホスピタルショウ医療情報部会

曰時：平成４年９月29曰㈹１７：００～１９：００

会場：㈱日本病院会会議室

議題：委員のご紹介と委嘱状の交付

’93国際モダンホスピタルショウについて

出席者：里村洋一部会長以下10名

(9)’93国際モダンホスピタルショウ企画委員会

曰時：平成４年10月６曰(火)１８：00～２０：００

会場：㈱日本病院会会議室

議題：国際モダンホスピタルショウ合同企画展示について

出席者：三宅浩之委員長以下10名

U0,93国際モダンホスピタルショウ医療情報部会

曰時：平成４年１０月22曰(木)１７：００～１９：００

会場：㈱日本病院会会議室

議題：'93国際モダンホスピタルショウ合同企画展示案にもとづく医療情報部会としての関わ

り方について

出席者：里村洋一部会長以下10名

⑪’93国際モダンホスピタルショウ諮問会議

曰時：平成４年11月５日(木)１８：００～２０：００

会場：東京八重洲ルビーホール

議題：'92国際モダンホスピタルショウ結果報告

’93国際モダンホスピタルショウ開催要領について
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出席者：竹本吉夫以下12名

⑰’93国際モダンホスピタルショウ医療機器部会

曰時：平成４年11月17日㈹１８：００～２０：００

会場：㈱曰本病院会会議室

議題：'93国際モダンホスピタルショウ合同企画展示案にもとづく医療機器部会としての関わ

り方について

出席者：藤田良三部会長以下８名

(13,93国際モダンホスピタルショウホームケア部会

曰時：平成４年11月26日(木)１８：００～２０：００

会場：㈱日本経営協会７階会議室

議題：'93国際モダンホスピタルショウ合同企画展示案にもとづくホームケア部会としての関

わり方について

出席者：鷹野昭士部会長以下12名

00,93国際モダンホスピタルショウ企画委員会

日時：平成４年12月８日(火)１８：００～２０：００

会場：㈱日本病院会会議室

議題：'93国際モダンホスピタルショウ合同企画展示案にもとづく各部会としての関わり方に

ついて

出席者：三宅浩之委員長以下10名

⑪’93国際モダンホスピタルショウ合同展示ワーキンググループ打合せ

曰時：平成４年12月24曰(火)１７：３０～１９：３０

会場：拙曰本経営協会７階会議室

議題：'93国際モダンホスピタルショウ合同企画展示について

出席者：鷹野昭士リーダー以下10名

(１０’93国際モダンホスピタルショウ合同企画展示ワーキンググループ打合せ

日時：平成５年１月28日(木)１７：３０～１９：３０

会場：㈱曰本経営協会７階会議室

議題：合同企画展示の内容・方法について

出席者：鷹野昭士リーダー以下９名

U7）’93国際モダンホスピタルショウ医療情報部会

日時：平成５年２月25日(木)１８：００～２０：００

会場：杣日本病院会会議室

議題：'93国際モダンホスピタルショウ合同企画展示について
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出席者：里村洋一部会長以下10名

⑱’93国際モダンホスピタルショウ合同企画展示ワーキンググループ打合せ

曰時：平成５年２月26日(金)１８：００～２０：００

会場：肋曰本経営協会７階会議室

議題：合同企画展示の内容・方法について

出席者：鷹野昭士リーダー以下５名

4．ヘルス展委員会

（１）’93へルス展企画委員会

曰時：平成４年10月26日(木)１７：３５～２０：１５

会場：㈱日本経営協会７階Ａ会議室

議題：'92へルス展結果報告について

’93へルス展について

①開催要領

②スケジュール

出席者：須藤祐司委員長以下12名

（２）’93ヘルス展企画委員会

日時：平成４年12月３曰(木)１７：３５～２０：１５

会場：肋日本経営協会７階Ａ会議室

議題：'93へルス展開催のご案内について

’93へルス展開催要項について

’93へルス展ガイドについて

出席者：須藤祐司委員長以下11名

(3)’93ヘルス展企画委員会

日時：平成５年２月23曰(火)１７：３０～１７：４０

会場：㈱日本経営協会７階Ａ会議室

議題：'93へルス展出展社募集状況について

ウエルネスカタログ'93について

’93へルス展企画展示および会場構成について

出席者：須藤祐司委員長以下５名

ホスピタルショウ・ヘルス展委員会

曰時：平成４年５月25日(月)１５：００～
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会場：拙曰本病院会会議室

ダイヤモンドホテル

議題：今年のホスピタルショウ・ヘルス展開催について

その他打ち合せ、確認事項について

日本経営協会との顔合せ

出席者：丹野清喜副会長、大河内正陽理事長以下10名

エイズ等対策委員会

1．開催回数５回

2．出席者数５９名（延べ人員）

3．協議項目１）報告書の作成について

4．総評

８月よりエイズの問題について検討する委員会を急きょ発足。現場の医師、学識経験者、厚生

省結核・感染症対策室、日本歯科医師会ＨＩＶ調査検討委員会等を招集し、会合をもった。

現在社会的にも問題となっているエイズに対し、病院団体としても早急に着手、曰病としての

意見を11月16日に報告書としてまとめ、１２月１日厚生省への要望と併せて記者発表を行なった。

５．

この12月１日をもって以後の事業については、エイズ対策本部へ移行することとなった。

社団法人曰本病院会

エイズ等対策委員会報告書

－平成４年11月28日－

(敬称略）《エイズ等対策委員会》

諸橋芳

河北博

(委員長）瀬田克

相川直

岩崎

大江健

岡崎

菅野治

紀伊國献

島田

夫
文
孝
樹
榮

日本病院会

曰本病院会

社会保険中央総合病院

慶応義塾大学

曰本医科大学

国保旭中央病院

国立津病院

千葉大学医学部付属病院

筑波大学社会医学系

東京大学医科学研究所

会長

副会長

院長

医学部救急部教授

医療管理学教授

中央検査科医長

院長

検査部感染症部門講師

医学社会学教授

付属病院長

通
重

馨
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田所昌夫河北総合病院 院長

（オブザーバー）

尾嵜新平

斎藤毅

厚生省保健医療局

日本歯科医師会
ＨＩＶ調査検討委員会

嵯峨星野法律事務所

曰本医科大学

結核・感染症対策室長

座長

弁護士

医療管理学助教授

嵯峨清

高柳和

喜

江

今曰、エイズが大きな社会的問題となってきたことは世界各国共通の事実であり、日本も例外では

ない。また、国家の問題であることと同時にエイズが国民一人ひとりの個人生活、家庭生活にも大き

な影響を及ぼすことは周知の事実である。それは、－部特定の人々を対象にした特殊な疾患ではなく、

性行為感染症（性病）として誰でもが感染の危険を持つ疾病であると同時に、エイズは現時点では致

死的な病気であるからである。社団法人日本病院会は、国民に対し病院医療の充実と向上を計る観点

から、本年エイズ等対策委員会を設置し検討を重ねて来たが、ここにその報告をまとめる。

この報告の第一の目的としてエイズの爆発的流行を阻止することが挙げられる。人類の生存に重大

な危機をもたらすエイズの流行を未然に防ぐためには、病気に関する医学的解明や治療体制の確立が

不可欠であることはいうまでもないが、それ以前に重要なこととして、まず、教育・啓蒙活動が普及、

徹底されることが望まれ、次に、国民一人ひとりが自分自身ＨＩＶ感染の有無を認識することであり、

安心して検査を受けることができる体制を整備する必要がある。教育・啓蒙活動に関しては地域、職

域、学校、家庭での活動が中心となるが、日本病院会としては病院を受診する人々に対し積極的にス

トップ・エイズ・キャンペーンを行い、エイズに対する人々の関心の高揚と、正しい知識の啓発、普

及を行うとともにその受診者がＨＩＶ抗体検査を進んで受ける体制を早急に整備することとする。日

本国内においても年間に数百万人程度の人を対象とした検査が行われる必要があり、エイズ検査の実

施にあたっては実施機関の整備と経済的裏付けが不可欠となる。

検査を受けやすい体制づくりのためには受診者のプライバシーの保護を含み、社会的、個人的人権

は全てに最優先し尊重されなければならず、また、インフォームド・コンセントが十分実践されるこ

とを徹底する必要がある。人権擁護と、相手が納得するまで説明が行われることは医療を提供する側

の責任であることは勿論であるが、その対象となる人々の側にもしかるべき知識の保有とともに責任

ある行動が期待される。

次に、医療を受ける側の人達と同時に医療従事者の安全と人権も保障されなければならず、そのた

めには、医療機関内の感染予防に関する諸体制づくり、医療従事者本人の意志を確認する上での各人

の自由の保証、それに加えて労働災害保険の整備等の充実が早急になされる必要がある。
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日本病院会が今後速やかに実施する活動としては、ストップ・エイズ・キャンペーンに関しての窓

口を設置し、さらに、ＨＩＶ患者、感染者が安心して医療を受けることができるよう会員、非会員を

問わず、まず全国二次医療圏ごとに中核病院を設置し、患者、感染者に対する医療を確保する。その

ためには、職員の不安や偏見の除去及び院内感染防止のため、医療従事者への研修等を積極的に行う。

また、職場でのＨＩＶ患者、感染者の差別を防止するためのガイドラインの策定についても検討して

いく。

以下に、各項目につき簡潔に必要事項を列記するが、エイズへの対応は現代人のためであると同時

に、次の世代への現代人の責任であるということを全ての人が認識することを期待する。

ストップ・エイズ・キャンペーン（一般用）

目的

正しい知識の普及と検査受診の推奨等によりエイズの爆発的流行を阻止する

方針

ＨＩＶ感染の有無を自分自身による認識とその後の対応の充実

対策

病院に受診した人々に対し積極的にＨＩＶ抗体検査を受けるよう働きかける

期間

平成５年～６年の２年間

実施機関

全国の病院

対象

病院外来・入院受診者（検査については希望者のみ）

（年間数百万人程度）

内容

ポスターの掲示

パンフレットの配布
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ストップ・エイズ・キャンペーン（医療従事者用）

目的

医療従事者の自覚を促し適切な対応を整える

曰本病院会内での実践事項

・エイズ対策本部の設置本部長諸橋会長

・エイズに関しての窓口を設置する（一般と会員の両者からの問い合わせを含む）

･会員に対し現状把握の調査を行う

･全国二次医療圏ごとに中核病院を選定しその地域内でのネット・ワークを構築する（病院ごとに

担当者を指定する）

ストップ・エイズ・キャンペーンの実施（一般用、医療従事者用の２種類）

ＨＩＶ抗体検査の実施ができる体制の整備

抗体陽性者へのカウンセリング体制の整備

抗体陽性者の発症遅延診療体制の整備

抗体陽性者の他の症状への診療体制の整備

エイズ発症者の診療体制の整備

･定期的さらに必要に応じ研修会を実施する

･エイズに関する情報の収集と提供

･院内感染対策に関する各病院への指導体制の確立（ガイドライン作成指導等）
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－７７－



ストップエイズキャンペーン

エイズの予防は検査から

－自ら進んで検査を受けましょう－

大切なあなたと、あなたの家族と、あなたの友人の

安全と安心のために

あなたの人権やプライバシーは守られます

もしエイズウイルスの感染者

エイズの発病者と分かれば

十分なカウンセリングと

出来る限りの治療をお約束します

エイズの発症は規則正しい生活と

適切な薬剤の使用により

引きのばすことができます

予防教育も実施しています

窓口の担当者にご相談下さい

曰本病院 会

－７８－



要望事項

･エイズ予防法に則り感染者、患者、医療従事者の権利と責任を徹底する

･病院におけるＨＩＶ抗体検査の公的費用負担

･カウンセリング、ＨＩＶ抗体陽性者並びにエイズ患者の診療に関わる費用の十分な確保が必要

例えば、エイズ管理料等

･観血的処置を要する患者群を中心にしてＨＩＶ抗体検査が必要と思われる場合にその検査に対し、

人権を尊重することを前提に、検査実施の妥当性を社会的、社会保険的に認めること

･人間ドック並びに諸健診でのＨＩＶ抗体検査の実施を、人権を尊重することを前提に、積極的に推

進していく

･医療従事者への労働災害保険の確立

･病院職員の健康診断に、人権を尊重することを前提に、ＨＩＶ抗体検査を加える

注）人権を尊重するとは主にインフォームド・コンセントの実践、プライバシーの保護、任意性の

遵守をいう

エイズ対策本部

１．本部会議

１．開催回数

２．出席者数

３．協議項目

２回

34名（延べ人員）

１）対策本部の業務内容検討について

２）エイズ問題に関する世論動静について

３）緊急アンケートについて

４）今後の具体的活動について

①二次医療圏における中核病院について

②患者人権についての曰本病院会としての取り扱いについて

③相談窓口について

－７９－



4．総評

緊急アンケートについては、回収、集計も済み、結果を中間報告として、２月15曰に記者発表

した。

相談窓口についても２月15曰より開設、一般も含め受付けを行っている。

二次医療圏における中核病院の整備、患者人権についての曰病としての見解については検討中

であり、インフォームド・コンセント検討小委員会を設置し、医療制度委員会と連携を図り対応。

ＡＩＤＳの診療体制と検査体制について

緊急アンケート内容

(中間報告）

｢￣￣.｡￣￣￣￣￣￣￣￣￣･･￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣－－￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣－－－－￣￣￣￣￣￣￣￣.｡￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣－－￣￣￣￣￣－－￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣・￣￣￣￣￣－－￣.･･-..,--￣－－－－－－－－０

１。調査方法

調査曰 平成５年１月12日

対象者 日本病院会会員2389病院

実施方法郵送（２月３日必着分までを集計）

842病院（回収率３５２％）有効回収数

回答者内訳 ▼医師８６．８％、非医師１００％、不明３．２％

▼院長４３９％、事務長３．１％

副院長１８２％、事務職４．５％

他医師２４．１％、総婦長１．６％

教授他研究職０６％、パラメディカル０．８％

社団法人日本病院会

－８０－



111質蕊織蕊斐蕊１回蕊答

現況１こついて

1．インフォームド・コンセント（患者に対する医療側からの充分な説明とそれに対する患者の理解

と納得）について

①エイズに限らず充分なインフォームド・コンセントを実施していますか

ａ・はい……………………５０４件（５９．９％）

ｂ、いいえ……………………２８件（３．３％）

ｃ・場合により異なる………３０９件（３６．７％）

無回答…..…………･……１件（０．１％）

②（１－①でｃと回答した方について）エイズについて充分に実施していますか

ａ・はい……………………９０件

ｂ、いいえ……………………２０５件

無回答……………………１４件

Ⅱ検査について

①ＨＩＶ抗体検査を行っていますか

ａ・はい……………………６１５件（７３．

ｂ、いいえ……………………２２７件（２７．

0％）

0％）

②（Ⅱ－①でａと回答した方について）検査は充分なインフォームド・コンセントを実施の上

で行っていますか

ａ、はい……………………４１２件（６７．０％）

ｂ、いいえ……………………３５件（５．７％）

ｃ、場合により異なる………１６５件（２６．８％）

無回答……………………３件（０．５％）

③（Ⅱ－②でａまたはｃと回答した方について）

どのような場合に本人の意思に基づいて検査を行っていますか（複数回答可）

－８１－



a・全来院者に対し積

極的に勧めている………４件

b、感染させる危険のある

患者に対し勧めている…１６７件

ｃ・疑いのある患者に

対し勧めている…………３７９件

ｄ・その他……………………１６７件

③－②（Ⅱ－③でｂと回答した方について）

感染させる危険のある患者とはどのような患者ですか（複数回答可）

ａ・妊婦……………………９５件

ｂ・手術予定者………………９４件

ｃ・緊急・救急患者…………２８件

ｄ、その他……………………２４件

④（Ⅱ－②でｂと回答した方について）

どのような場合にインフォームド・コンセントなしに検査を行っていますか

a・全来院者に対し

行っている………………

b・感染させる危険のある

患者に対し行っている…

c・疑いのある患者に

対し行っている…………

ｄ・その他……………………

0件

３４件

５３件

３０件

ｍＨｌＶ抗体陽性者並びにエイズ発症者への取扱について

①診療について（複数回答可）

ａ・自院で対応している……１２６件

ｂ・専門病院を紹介する……３６５件

ｃ・緊急時には対応する……１０８件

ｄ・その他……………………２７１件

－８２－



①－②（ａまたはｃと回答した方について）対応できる範囲はどこまでですか（複数回答可）

ａ・抗体陽性者への

カウンセリング…………１５９件

ｂ・抗体陽性者の

発症遅延診療……………７８件

ｃ・抗体陽性者の

他の症状への診療………１３３件

ｄ・エイズ発症者の診療……６８件

カウンセラーの構成メンバーは（複数回答可）①－③（①－②でａと回答した方について）

ａ・医師……………………１５１件

ｂ・看護婦……………………５３件

ｃ・ＭＳＷ……………………１９件

ｄ・臨床心理士………………６件

ｅ・その他……………………５件

②感染予防対策委員会について

ａ・設置している……………５５４件（６５．

ｂ・設置を検討中である……１２０件（１４．

ｃ、設置していない…………１６０件（１９．

無回答…･………･…･……８件（０．

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

％
％
％
％

８
３
０
９

③エイズに対しての院内感染防止マニュアルについて

ａ・作成している……………１１８件（１４．０％）

ｂ・作成中である……………２６８件（３１．８％）

ｃ・その他……………………４１３件（４９．１％）

無回答……………………４３件（５．１％）

④エイズに関する知識教育について

ａ、実施している……………３５８件（４２．

ｂ・実施を検討中である……２７１件（３２．

ｃ・実施していない…………２０９件（２４．

無回答……………………４件（０．

ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ

％
％
％
％

５
２
８
５

－８３－



今後の対応１こついて

Ⅳ、曰病のエイズ対策について

①曰病のストップ・エイズ・キャンペーンについて

ａ・賛同する…………………７７２件（９１．７％）

ｂ・賛同できない…………… ４件（０．５％）

ｃ・その他……………………４８件（５．７％）

無回答………･…..………１８件（２．１％）

②曰病のエイズネットワーク（計画中）に参加

ａする意思がある…………２１１件（２５．

ｂ・検討中である……………５１２件（６０．

ｃ、しない……………………１１９件（１４．

1％）

8％）

1％）

③ネットワークの中核病院として活動

ａ、する意思がある…………５６件（６．

ｂ、検討中である．………･…･６２８件（７４．

ｃ，しない……………………１５８件（１８．

6％）

6％）

8％）

④貴院が積極的にエイズに対応できない理由は（複数回答可）

ａ・スタッフが足りない……３９５件

ｂ・医師以外のスタッフの

理解が得られない………９１件

ｃ、設備が充分でない………３６２件

ｄ・他の患者に与える

影響から祷曙する………２２８件

ｅ、エイズ診療は経済的

な負担が大きい…………１０８件

ｆ・エイズ診療の経験が

なく自信がない…………３３２件

９．その他……………………９２件

－８４－



Ｖ・責院職員への対応について

①院内職員の検査について充分なインフォームド・コンセントを実施の上

a・全職員に対し

勧めている………………１４件（１．７％）

b・感染の危険のある

職員に対し勧めている…６８件（８．１％）

ｃ・希望者のみ検査する……５０３件（５９．７％）

ｄ・その他……………………２３７件（２８．１％）

無回答……………………２０件（２．４％）

②院内職員がＨＩＶに感染した場合の対処は、

ａ・感染前と同様に扱う……３０２件（３５．

ｂ、患者に接しない部門に

配置換えする……………１５５件（１８．

ｃ、その他･…………･……･…３３２件（３９．

無回答……………………５３件（６．

9％）

ｊ
Ｊ
ｊ

％
％
％

４
４
３

Ⅵ、侵襲性の処置が必要と思われる患者に対する検査のあり方について

インフォームド・コンセントを

充分に実施した上で

できうる限り検査する…５６３件（６６．９％）

検査を拒否した場合

専門病院を紹介する……１７５件（２０．８％）

全患者へ

検査を実施する…………４６件（５．４％）

無回答･……･…………･…５８件（６．９％）

ａ

ｂ、

Ｃ

－８５－



第４広報

1．曰本病院会ニュースの発行

く号数〉

号外

432号

<発行曰〉

４月１日

４月10日

く主な記事内容〉

診療報酬改定に伴う質疑応答100問集

１）諸橋執行体制が４期目に曰病役員改選副会長は中山・河北氏（再）丹

野・依田氏（新）常任理事は公的８名・私的11名「日本病院会のめざ

すもの」会長４選の抱負（諸橋芳夫）

２）次期役員が決まる新理事の66氏、監事、議長等

３）４年度日病予算の概要総額８億７千万円で確定

４）医療費改定状況を説明代議院会・総会での諸橋会長

５）公明党が意見聴取曰病に医療法問題で

６）医療費改定で声明（四病団）

７）中小病院サバイバル「ウラを読む時代ではなく流れに乗る時代だと思う」

８）演題募集の要領第18回診療録管理学会

９）新局長に井出氏曰病・事務局

1）523病院の将来像まとめる曰病院委員会調査総合病院は機能保持病

院長・勤務医・ＭＳＷのデータ機能集積・施設連携の状況高い私的の

外来志向

2）「研究会規則」に協力要請教育委員会で登内委員長説明

3）「麻薬および向精神薬の取扱い方」定例薬事管理研究会の質疑回答

4）中小病院サバイバル「２年しかない診療報酬のイノチ．取れるものを取り、

要求を出そう」

5）中国医療施設の視察８月・全自病協と共催で

433号４月25日

1）新役員の業務分担が確定目配りきく体制に医療制度・医療費対策に重

点曰病委員会の所掌概要

2）第42回日本病院学会来月に開催一般演題過去最高の305題本紙次号は

「学会特集号」

３）主潮「病院文化の構築を目指そう」

４）３年度曰病の活動報告

434号５月10日

－８６－



5）中小病院サバイバル「病院経営も、治療ではなく予防が大事になってきた」

6）診療録管理士73人を認定曰病の第36回通教修了生

1）第４２回曰本病院学会開催へ６月18曰～20曰、大阪で学会長のご挨拶

（有澤源蔵）一般演題の概要５会場で305題発表特別講演等プログラ

ム

２）病院経営の正常イヒ顧問議員団と論議

３）経営悪化半数占める「病院長アンケート」の分析

４）中小病院サバイバル「認識のズレを評価するより中小病院のゴールの姿を

鮮明に」

５）聖路加国際病院を見学曰病の内科臨床協議会世話人会

６「終末期医療の課題」４月・都支部の栄養管理者部会

435号５月25曰

1）今後の診療報酬のあり方示す曰病委託研抜本改正で指針各論含む最

終報告仕上げへ

2）３年度事業・決算を承認曰病新体制初の代議院会・総会「医療費改定

の影響」曰病総会で黒田氏講演

３）主潮「９２．４診療報酬改定の方向に思う」

４）勤務医の開業困難に曰病の委員会調査分析（その３）

５）各地のたより「デーケン教授とく死への準備教育〉について」

６）中小病院サバイバル「〈疑心暗鬼〉になるとなんにもできなくなる」

７）叙勲祝賀会開く財津氏、大道氏晴れて受章

436号６月10曰

1）小児科等の新人局数の推移曰病調査放射線、病理も集計３科とも入

局者は減少傾向に放射線科も入局減病理専攻は未だ少ない

2）来年度予算へ要望自民党に医療費等で

3）曰病の５年度予算要望

4）曰病が公取委へ質問薬剤流通問題の見解を

５）ホスピタルショウ開催へ池袋で来月９曰から３日間ヘルス展も連携で

目標は健康の総合ショウ

６）ＭＳＷ本格化は今後に曰病の委員会調査分析（最終回）

７）中小病院サバイバル「民間も公的もく公設民営〉の時代だ」

437号６月25曰

－８７－



1）「新時代の病院像」知恵と活力で転換期の医療構築を大阪・日本病院

学会に６千人

2）医療法改正焦点は政省令策定曰病・大道氏が審議会報告

3）中小病院サバイバル「疾病別固定・請負払い制度はこれからの流れの中に

確実にある11」

4）業務改善策を検討」曰病の用度研究会で

438号７月10日

1）「改正医療法」政省令策定へ着手曰病役員が検討会曰医大・岩崎氏迎

えて概要を

2）外国人の未払い医療費病院の負担軽減を行政に要望

3）ホスピタルショウ盛況に医療機能の向上に創意工夫

4）「苦悩する病院、何処かがおかしくないか」（諸橋会長）

５）「週休２日制の事例発表」曰病・総務人事研究会で「先進医療機器を見

学」曰病・診療システム研が

6）中小病院サバイバル「入院医療の必要・不必要で費用負担者・率が変わる!?」

439号７月25日

１）一般病院総収支は1.6％の赤字中医協調査を独自分析病院経済の立場

で曰病が訴え実態調査999病院を集計曰病見解を発表病院経営デー

タの少なさに疑問

２）病院長セミナー特集

３）主潮「多数協議型の医療を」

４）人間ドックの将来の役割９月３．４日高知市で学会開催主要プログラ

ムの概要

５）第18回日本診療録管理学会も迫る来月１０．１１日横浜市で開催特別講演

等の概要

６）「ヘリの救助活動を見学」曰病・病院防災セミナーで

７）中小病院サバイバル「義理・人情は大事だが、もう少し、厳しさが必要」

８）通教修了生を認定曰病の事務長養成課程で

440号８月10曰

１）「医療法」政省令事項を協議曰病常任理事会特定機能を定義付け療

養型病床群は転床促進策

２）医療保険審議会に推薦委員に河北副会長を

３）３年度日病健診活動を集計着実な普及発展の推移も

441号９月10日

－８８－



４）主潮「生活大国日本の医療」

5）「医療の質」の方向を課題岩崎氏が曰病セミナーで

６）中小病院サバイバル「療養型のケア・レベルはいろいろあることの重要性」

１）４月改定の影響は病院で格差２００．３００床台会員速報報道平均値以上は

３５％マイナス改定の病院が４割に

２）丹野副会長急逝

３）第33回曰本人間ドック学会・高知総合健診の課題を検討会員の３年度

健診活動を分析曰病・臨床予防医学委員会報告

４）診療録管理のあり方を模索第18回日本診療録管理学会・横浜

５）中小病院サバイバル「何回にもなるが助成金に敏感に11」

442号９月25日

１）医療審「政省令事項」の現況報告大道委員が項目整理紹介率曲折で答

申に遅れ

２）診療報酬改定影響率を検討曰病・合同委員会を開催

３）「丹野副会長を悼む」（諸橋会長）

４）改正医療法に係る政令・省令事項骨子（素案）

５）高脂血症と食事療法曰病・都支部の栄養部会開く

６）「中国旅行を終えて」（曰病・西沢総務課長）

７）中小病院サバイバル「医療法人の資金キャンペーンがどんどんできるよう

にしていこう１１」

443号１０月10日

1）医療保険審議会への期待と課題河北委員が所信表明病院の立場勘案し

た制度を

2）改正医療法患者紹介率は30％政省令事項を答申

3）平成５年度税制に関する要望

４）曰病エイズ対策委が活発化有効策と受け入れ指針作りを

５）「用度業務と電算化」を検討函館で全国用度研究会開く

６）スウェーデン病協が表敬訪問来日の医療施設視察団25名が

７）中小病院サバイバル「〈非快適な職場〉なのに助成金の認定がない矛盾」

444号１０月25曰

1）「看護婦確保法」厚生省が概要説明四病団総合部会雇用推進者院内に

潜在者対策柱に11月施行

2）医療審議会第３次改正早急に政省令事項の答申要項

445号１１月10日

－８９－



３）主潮「笛吹けども」

４）政府補正予算増改築へ大型補助金病床数１割削減を条件

５）第19回曰本診療録管理学会、準備進む来年９月９．１０日、大阪で開催

６）通教修了生75名を認定第37回日病診療録授与式

７）中小病院サバイバル「病院は社会への畏怖をお忘れなく１」

1）根強い病院経営の「赤字基調」３年度会員決算大半が損益分岐圏突破

難局示す収益体質作り

2）曰病・診療報酬改定影響率調査200床以下の病院で格差に

3）「ＭＲＳＡ院内感染の防止策」曰病・ハウスキーピング研で報告

4）中小病院サバイバル「公立病院と法人病院の競争条件を近づけられないか!?」

5）第34回日本人間ドック学会に着手来年８月26.27日、名古屋市で

446号１１月25日

1）顧問議員団懇談会経営の窮状打開を論議予算要望に理解示す将来の

抜本的制度作りを示唆

2）エイズ防止の報告書発表国民向けの対策本部設置も

３）主潮「原点にもどり理念を」

４）平成５年度予算に対する要望

５）ＩＣＤ－１０導入大幅な遅れにＷＨＯの電算ソフト目途立たず早くて９５

年か

６）中小病院サバイバル「小規模老健施設は公設・民運営で中小病院が」

７）第43回曰本病院学会の概要来年６月17日・18曰に盛岡市で

447号１２月10日

1）新春座談会医療の新時代を迎えて病院経営環境の安定化を語る

2）年頭所感「病院経営の健全化をめざす」（諸橋会長）

3）曰病エイズ対策本部が初会合会員の緊急調査実施へ

4）療養型病床群転換後の収支見通し大道医療審委員の試算速報

5）中小病院コーナー「設置の趣旨と投稿のお願い」

448号１月１日

1）曰病通信教育事務長養成を手がけて15年「院長の期待」背に特訓病

院管理学全般の履習を

2）’93ホスピタルショウの概要発表７月８～10日、恒例の東京池袋で’９３

へルス展も同時に

449号１月25日

－９０－



3）エイズ対策本部だより

4）第19回日本診療録管理学会演題申込み概要が決定

5）宮崎柏氏の叙勲を祝う

6）特定治療材料の定価改定を要望

7）中小病院コーナー｢民間病院の経営諸施策策定は、〈個人〉からく仕組み〉

へ」

1）特定機能病院・療養型病床群、診療報酬点数が確定中医協答申転床後

の収支が焦点特定療養費制度拡充図る大道医療審委員が解説社会保

険診療報酬及び老人診療報酬改定の概要

2）主潮「気になるく患者不在〉」

3）エイズ対策本部会議

4）「１月13曰夜放送のＴＶを見て」（諸橋会長）ＮＨＫスペシャル病院再建一一

徹底解剖、経営の舞台裏一一

５）四病団の要望書「社会保険診療報酬の緊急是正」「看護婦（士）充足のた

めの病院間格差の是正」

６）中小病院コーナー「鍋の中の蛙」

７）「健診医学の使命と役割に期待」第34回日本人間ドック学会の概要

450号２月10日

1）エイズの診療拠点にまず56病院会員調査結果ネット参加は211件強

化へ「診療の不`慣れ」克服も

2）「賛同の団体から結束を」病団連準備会２／10岡山で諸橋会長が提唱

3）「診療報酬点数の試算例」（厚生省）特定機能病院と療養型病床群

4）書評二木立著「90年代の医療と診療報酬」（諸橋会長）

5）中小病院コーナー「今こそ中小病院委員会の出番〈長い模索の時を経て〉」

451号２月25曰

1）「病院団体連合」来月にも実現！東日本地区準備会修了代表に諸橋会

長有力各団体を尊重共通項のみ協同を「病院団体連合（盟）創設の

提唱（案)」（諸橋会長）

2）平成４年度病院運営実態調査平均在院日数さらに短縮

3）主潮「病院経営と教育」

４）点数改定説明会を開催

５）会員の声、ＮＨＫＴＶ「病院再建」に想う

452号３月10曰

－９１－



6）中小病院コーナー「毎日が“ある曰、ある時”へのチャレンジ」

1）医療費改定の緊急要望経営の窮迫化を直訴「医業収支」赤字が増大

週休２日制、新薬価制度響く諸橋会長・マスコミにも協力要請「病院

診療報酬の緊急改定についての要望」

2）曰病５年度の事業計画病団連、エイズ対策が焦点に

3）エイズ対策本部だより

４）４年度研究会活動を総括曰病教育委員会の報告会開く「診療報酬改定｣、

「改正医療法」に集中テーマは時勢を反映患者ニーズ、経済動向も

５）中小病院コーナー「患者様とお呼びする心」

６）会員紹介「病診連携科」でネット促進済生会熊本病院で昨秋発足転

453号３月25日

院時「患者への精神的援助」も目的

－９２－



会第５定例研究

1．定例診療システム研究会

１．開催回数２回

２．開催概要

（１）１０月20日㈹船橋市立医療センター９施設

「船橋地区における救急医療の実態と当医療センターの役割」

船橋市立医療センター脳外部長

「船橋市立医療センターにおける病診連携」

－オープンシステムについて－

船橋市立医療センター副院長

「施設見学」

（２）２月16日㈹㈱曰立製作所小平記念東京曰立病院１２施設

「都市型中規模病院における全面改装の経験」

東京日立病院事務部長

「院内総合ＰＡＣＳ（医用画像管理システム）の使用経験」

東京曰立病院第一内科医長

「産科におけるＬＤＲシステムについて」

東京曰立病院産婦人科主任医長

「施設見学」

18名

金 弘

佐藤裕俊

18名

財津昌宏

常吉秀男

武井徳郎

2．定例事務管理研究会

（本年度の定例研究会は諸般の事情により中止とした）

3．定例医事研究会

１．開催回数１回

２．開催概要

（１）２月17日(水)～18曰(７k）横浜：氷川丸ブルーライトホール139施設

①発表「請求漏れを防止するために必要な医療知識」

～その範囲と具体策～

三井記念病院医事課顧問

②「医療知識と点数算定トレーニング」

河北総合病院附属診療所事務長

190名

上晃

大西正利

－９３－



③グループ討議

④「医学知識と点数算定トレーニング」の解説

河北総合病院附属診療所事務長

⑤講演「これからの病院のあり方とそれに対応する組織管理のあり方」

曰本病院会副会長
河北総合病院理事長

大西正利

河北博文

定例総務研究会

1．開催回数２回

2．開催概要

（１）７月10曰(金）サンシャインシティ文化会館５７施設

（人事労務研究会と合同開催）

「病院週休二曰制の実践上の問題点を探る」

～実践事例を基に現状の分析と次へのステップを考えるために～

①基調講演

日本病院経営研究所参与

②事例研究発表

Ｌ週休二日制の形態

Ⅱ、週休二日制導入時および実践上の問題点

Ⅲ次へのステップの課題

河北総合病院人事課課長

聖隷福祉事業団総務部部長

田畑胃腸病院事務長

③全体討議（事例研究発表者を中心に参加者とのディスカッショ

（２）１１月６日(金）聖路加国際病院トイスラーホール２３施設

「近未来の医療サービス」

①講演「近未来の医療サービス」

曰経ＢＰ社

②映画「聖路加国際病院の目指すもの」

聖路加国際病院広報部部長

③レポート：「ダイアル111．実践報告」

聖路加国際病院病床管理室室長

④施設見学

４．

73名

酒井武

篠
田
藤

塚功

島誠一

木尚

ン）

39名

盛宮喜

関武矩

石山稔

－９４－
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定例人事労務研究会

1．開催回数２回

2．開催概要

（１）５月22日(金）野口英世記念会館３８施設

「厳しい医療環境下の看護婦問題を考える」

～退職看護婦の意識と看護婦給与の実態～

①「看護婦給与改善と退職看護婦の退職理由」

～看護婦の退職者に対するアンケート調査から～

人事院給与局給与第一課給与調査官

②「不足状況下でのこれからの看護婦賃金の在り方」

～’92病院職種別賃金実態資料から～

曰本病院経営研究所参与

（２）７月10日(金）サンシャインシティ文化会館５７施設

（総務研究会と合同開催）

「病院週休二曰制の実践上の問題点を探る」

～実践事例を基に現状の分析と次へのステップを考えるために～

①基調講演

日本病院経営研究所参与

②事例研究発表

Ｌ週休二曰制の形態

Ⅱ、週休二日制導入時および実践上の問題点

、次へのステップの課題

河北総合病院人事課課長

聖隷福祉事業団総務部部長

田畑胃腸病院事務長

③全体討議（事例研究発表者を中心に参加者とのディスカッショ

５．

60名

尾西雅博

酒井武

73名

酒井武

篠
田
藤

塚功

島誠一

木尚

ﾝ）

6．定例用度研究会

１．開催回数２回（うち１回は一泊研修会）

２．開催概要

６月26日(金)～27曰(土）－泊研修会

熱海市：湯河原研修クラブ

３月13曰仕）聖路加国際病院施設見学

49施設

27施設

57名

34名

－９５－



一泊研修会

①用度業務（病院機能標準化マニュアル）

聖路加国際病院事務次長 塩山雅英

②医薬品等に係わる情報関係

曰比谷病院事務次長 梅津勝男

③コンピューターについて

成城木下病院事務長 大石洋司

④ディスポーザプルと医療廃棄物

公立昭和病院用度課長 平林和玄

7．定例施設研究会

１．開催回数２回

２．開催概要

（１）５月21曰(木）日本病院会会議室３６施設

「医療法改正に伴う施設基準」

国立医療・病院管理研究所施設計画研究部長

法規制により予想される施設を取り巻く諸事項

（スプリンクラー設置、医療廃棄物と消防訓練）の質疑応答

（２）７月30日(木）横浜労災病院管理棟地階大会議室２７施設

病院見学会と質問会

43名

豊河口

37名

以上

8．定例会計経理研究会

１．開催回数１回

２．開催概要

（１）７月11曰(土）池袋サンシャイン文化会館

①「病院の決算資料の読みかた」

43施設 58名

9．定例看護管理研究会

１．開催回数１回

２．開催概要

（１）２月19曰(金）番町グリーンパレス

「日本の看護は崩壊する」

65施設 171名

－９６－



一これからの看護管理者に期待すること－

前曰本看護協会常任理事 杉谷藤子

10．定例薬事管理研究会

１．開催回数２回

２．開催概要

（１）７月11曰(土）サンシャインシティ文化会館６１施設

シンポジウム「臨床試用医薬品の取扱いについて

医療用医薬品製造業公正取引協議会運営委員

国立病院医療センター副薬斉ＩＩ部長
国立病院療養所医薬品情報管理センター医薬品情報管理官

（２）３月５日(金）曰本赤十字社看護大学講堂

シンポジウム「これからの薬剤業務」

医療法人財団右田病院薬局長

東京厚生年金病院主任薬剤師

国立病院医療センター副薬斉Ｉ部長
国立病院療養所医薬品情報管理センター

71名

日野正信

古泉秀夫

小倉順子

渡辺誠

古泉秀夫

11．定例栄養管理研究会

１．開催回数３回

２．開催概要

（１）５月22日(金)・２３曰仕）５月22日(金)・２３曰仕）東京栄養食糧専門学校、(助世田谷区保健センター

３４施設４０名

第一曰５月22曰(金）東京栄養食糧専門学校

「健康度の測定及び評価について」

東京栄養食糧専門学校教授松本和興

｢健康度測定」

スポーツエデュケーションアカデミー専任講師
健康運動指導士 青池克頼

①エルゴメータによる体力テスト

②目標心拍数での有酸素トレーニング

③体脂肪率計測演習

④トレッドミルによる歩行速度と心拍数

⑤運動漸増負荷試験時のガス代謝実験
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⑥血管血行動態の測定

⑦筋持久力トレーニングの実際

第二曰５月23日(士）（助世田谷区保健センター

「慢性疾患における運動療法」

側曰本体育協会公認スポーツドクター

「運動実技（ウォーキング、ストレッチ体操、心拍数の測定)」

㈱世田谷区保健センター健康運動指導士

「施設見学」

(2)７月10曰(金）サンシャインシティ文化会館４５施設

（調理研究会と合同開催）

「食物の“おいしさ”と調理の役割」

昭和女子大学家政学部教授

(3)２月23日(火）日本栄養会館６０施設

「Ｃ型肝炎と病態」

健保総合川崎中央病院名誉院長

久野則

中村由紀子

81名

杉田浩

80名

上野幸久

12．定例調理研究会

１．開催回数３回

２．開催概要

（１）５月16日(土）華学園栄養専門学校４０施設

「中国料理について」

（助曰本中国料理調理師会副会長

（２）７月10日(金)（栄養管理研と合同開催）

（３）３月12曰(金）華学園栄養専門学校４４施設

「中華料理の基本」

肋日本中国料理調理師会副会長

「デモンストレーション」

糖酷肉（酢豚)、肉絲妙賊魚（豚肉と烏賊の妙め物）

59名

手塚定利

75名

手塚定利

13．定例診療録管理研究会

１．開催回数４回

２．開催概要

（１）４月11曰(土）自治医科大学附属大宮医療センター 50施設 61名
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オーダリングシステムの講演と院内の見学

(2)７月11曰(土）北里研究所病院

消化器系手術分類のための用語解説

(3)１０月16曰(金）聖路加国際病院

１２月12日出聖路加国際病院

聖路加国際病院の新病院の概要と院内の見学

※会場の収容能力の都合で２回に分けて開催した。

(4)１月９日(土）曰本医科大学

整形外科における手術式並びに手術分類のための用語解説

58施設 76名

56施設

68施設

７５名

100名

80名59施設

14．定例病院管理総合研究会

１．開催回数２回

２．開催概要

（１）５月14曰(木）ダイヤモンドホテル

「医療費改正後の現状」

～病院の立場から～

85名70施設

㈱日本病院会医事研究会副委員長
河北総合病院医事課長

大西正利

～厚生省の立場から～

国立医療・病院管理研究所医療経済研究部室長

２月26日(金）聖路加国際病院トイスラーメモリアルホール５０施設

「新病院と看護」

聖路加国際病院副院長兼総婦長

聖路加国際病院見学

小山秀夫

７０名(2)

内田卿子

15．定例放射線研究会

１．開催回数２回

２．開催概要

（１）７月11日(土）サンシャインシティ文化会館５５施設

「放射線業務と保険請求」

①講演「放射線業務と保険請求」

虎の門病院分院総務課課長

本島総合病院業務課課長

102名

船津浩

中野隆男
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②全体討議

(2)１１月21曰(土）聖路加国際病院１９施設

①講演「世界のレベルからみた日本の病院の診療評価」

聖路加国際病院院長

②全体討議「労働力の向上」

～業務の合理化～

③聖路加国際病院・放射線科施設見学

22名

日野原重明

16．定例臨床検査管理研究会

１．開催回数１回

２．開催概要

（１）７月９曰(木）サンシャ

シンポジウム「それぞ

①医療の立場から

57名43施設サンシャインシティ文化会館

「それぞれの立場における医療廃棄物の実際」

森茂

本昭一郎

上加代子

広島市立安佐市民病院院長

社保都南総合病院技師長

前杏林大学医学部附属病院庶務課次長

岩
松
井

②業者の立場から

好
三

三
栄

木
塚

鈴
犬

コスモ理研株式会社社長

㈱イナテック取締役工機部長

③行政の立場から

桜井武東京都清掃局産業廃棄物指導課主任

17．定例ハウスキーピング研究会

１．開催回数１回

２．開催概要

（１）２月18日(木）東部地域病院

「施設見学」

23名18施設

18．医療費改定説明会

１．開催回数２回

２．開催月日平成５年３月２曰㈹

３月４曰(木）
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神戸会場３月２曰（火）

西山記念会館

参加者417名

講師厚生省保険局医療課

東京会場３月４日（木）

日本都市センター

参加者401名

講師厚生省保険局医療課

田原克志

小田清

19．内科臨床協議会

１．世話人会開催回数２回

２．開催内容

（１）５月11日(月）聖路加国際病院９名

①講演「新時代の病院の役割と卒後教育」日野原重明

②各グループ開催状況の報告および今後の活動について

（２）１１月９曰(月）聖路加国際病院６名

①聖路加国際病院見学会（都内の病院内科部長に希望をつのり28名参加）

②講演「アメリカのレジデントと曰本の研修医の臨床能力の比較について」

ローレンス．Ｍ・ティアニー・カリフォルニア大学サンフランシスコ校医学部総合内科臨床研

修部長、Ｍ、，．

③各グループ開催状況の報告および今後の活動について

④明年度の幹事は、１－Ｃグループの多賀須幸男氏（関東逓信病院）

⑤明年度は５月10日(月)、１１月８日（月）

の世話人会開催

３．各グループジョイントカンファレンス

（１）１－Ａグループ（聖路加国際病院、国立がんセンター、三楽病院）

①平成５年２月24曰、国立がんセンター中央病院、研究所１階セミナー・ルーム）

ａ・大腿部皮膚に有痛性紫紅色を来し、ショック状態を呈した69歳の男性（聖路加国際病院）

ｂ・出産後、肺に異常影をみた一例（三楽病院）

ｃ、呼吸困難、左季助部痛を呈した悪性リンパ腫の一例（国立がんセンター中央病院）

（２）１－Ｂグループ（東京逓信病院、東京警察病院、三井記念病院）

①－回目（５月19曰、東京警察病院）

ａ・肝硬変（肝細胞癌疑)、糖尿病（東京警察病院）
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②二回目（７月21日､東京警察病院）

ａ・急性骨髄性白血病、肝障害（東京警察病院）

(3)２－Ａグループ（国立病院医療センター、佼成病院、曰本赤十字社医療センター、都立豊島

病院）

①７月８日、国立病院医療センター

ａ・Crow-Fukase症候群の一例（曰赤医療センター）

ｂ・高カルシウム血症と高カルシトニン血症を認めた膵島腫瘍の一例（都立豊島病院）

ｃ・診断に苦りょした慢性リンパ系白血球の一例（佼成病院）

ｄ・芽球に特異な膜抗原がみられた赤血球の一例（国立病院医療センター）

(4)２－Ｂグループ（自衛隊中央病院、関東中央病院、国立大蔵病院、ＪＲ東京総合病院）

①９月24曰、国立大蔵病院

ａ・心室中隔穿孔を合併した急性心筋梗塞

ｂ・四肢の紫斑と多発単神経炎を併発したＣ型慢性肝炎の－男性例

ｃ、有機溶媒が原因と考えられた二次性小脳失調症の一例

ｄ・ＣＴ上特有な所見を呈した高フェリチン血症

(5)２－Ｃグループ（中野総合病院、東京厚生年金病院、社会保険中央総合病院、河北総合病院）

①６月２日、河北総合病院、ミオパチーなど

②７月21日、社会保険中央病院、透析困難例など

③９月22曰、東京厚生年金病院、ＭＤＳなど

④１０月20日、河北総合病院、肉芽腫性肺病変など

⑤１１月17日、社会保険中央病院、心不全など

4．総評

今後も地道な活動を中心に各病院間との交流をはかりたい。
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第６全国研究 会

1．全国診療システム研究会

１．開催回数１回

２．開催期曰平成４年７月３日(金)、４日出

３．開催地横浜市・横浜労災病院

４．参加者数４５施設９１名

５．演題

「オーダリングサブシステムの概要について」

横浜労災病院事務局長幅田芳弘

「中央放射線部門情報管理システム及び画像ファイリング・システムについて」

横浜労災病院中央放射線部技師長佐藤七三男

「中央検査部門検体検査自動化ライン及び採血管自動供給システムについて」

横浜労災病院中央検査部技師長高山恒

「薬剤部門調剤自動化システムについて」

横浜労災病院薬剤部長前田昭夫

「施設見学（１）」外来・病棟・放射線・検査・病歴

「施設見学（Ⅱ)」薬剤・ＲＩ・ＳＰＤ・ベットセンター

「質疑応答」

６．総評

平成４年度の全国研究会は、７月３日・４日の２曰間、横浜労災病院で行われた。この病院は、

３年６月開院された新装備の病院で、開院後１年を経ている。高度医療の最新の装備を持ち、ま

たいわゆるインテリジェントホスピタルと称されるような、院内の情報処理ネットワークを誇っ

ている。

研究会としては、敢てテーマをしぼり、幾つかのサブシステムに焦点をあてる事とした。参会

者は青森県から福岡県まで、９０名余りとなった。

プログラムの内容を反映して、管理職、医事、検査、放射線、薬剤関係の職種が多かった。

横浜労災病院は、全国の労災病院の37番目であると共に、横浜市北東部の医療圏の中核病院と

して建設された。病院に隣接して、横浜市総合リハビリテーションセンター、および生涯保健医

療総合センターが設置されている。

この病院が目標とするものは、次の４点である。

１）専門的高度医療の実施

２）２４時間体制の救急医療の実施
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３）患者にとって快適な医療環境の整備

４）効率的な運営の実施

全般的なシステムでこの病院の特徴の一つは、ロケーション．アンド・セキュリティ・システ

ムであろう。職員は全員名札をつけているが、これが発信器となり、各人の移動、出入が自動的

にチェックされる。また、種々の出入禁止の部屋の施錠もこれに連動しており、鍵束不用のシス

テムとなっている。

研究会の意図をよく理解され、プログラムの調整に協力して頂いた横浜労災病院の方々に、お

礼申し上げる。

2．全国事務管理研究会

１．開催回数１回

２．開催期日平成４年10月16曰(金）

３．開催地広島市広島ステーションホテル

４．参加者数６３施設７１名

５．演題

①特別講演「医療法の改正について」

国立医療・病院管理研究所研究員

②講演「診療報酬改定の影響」

肋日本病院会医事研究会委員長

③講演「看護業務の省略化」

㈱広島県看護協会理事
特定医療法人あかね会士谷総合病院看護部長

④特別対談「診療体制と人事管理」

拙曰本病院会事務管理研究会顧問

拙口本病院会事務管理研究会委員
医療法人きっこう会事務局長

⑤シンポジウム「医療法の改正と病院の対応」

公立陶生病院院長

杏雲堂病院事務長

足利赤十字病院事務部長

博愛病院事務長

６．総評

川渕孝

中野隆男

野尻昭代

益田啓作

海北幸男

寺
山
田
藤

田守

下昭雄

中實

原宏二

医療法改正により、病院の経営はそれに対してどのように対応していかなければならないか、

またこれからの病院経営はどのような方向に進むのかを考えながら、各専門の講師に見通しを含

－１０４－



めた講演を依頼した。２曰目のシンポジウムでは、「医療法の改正と病院の対応」のテーマで、

公立陶生病院長寺田守先生他、当研究会委員でのシンポジウムを企画し、参加者からは“資

料が豊富であり、分析しやすいものがかなり多い”“難しい中身がとてもわかりやすく説明され

ていた”との声が多く、本年度の、「参加者に有益な情報を必ず提供できる企画をする」という

目的が達成された研究会となったものと確信する。

3．全国医事研究会

１．開催回数２回

２．開催期曰第１回平成４年５月21日(木)～５月22日（金）

第２回平成４年10月22日(木)～10月23日(金）

３．開催地第１回青森市青森厚生年金会館

第２回宮崎市ホテルメリディアン

４．参加者数第１回127施設210名

第２回100施設107名

５．演題

第１回：

①基礎医学講座（第45回）「白内障治療の進歩」

弘前大学医学部 前田修司

②請求もれ防止対策

山谷清川崎胃腸科内科事務長

③診療報酬改正による請求もれ防止対策

加藤雄病院システム研究会代表

④医療知識と点数算定トレーニング

三井記念病院医事課顧問 上晃

⑤診療報酬改正のポイントと留意点

大西正利河北総合病院医事課長

⑥医療知識と点数算定トレーニングの解説

上晃三井記念病院医事課顧問

⑦

第２回：

①

全体討議

基礎医学講座亜（第46回）「上部尿路結石治療の進歩」

～体外衝撃破砕術（ＥＳＷＬ）について～

宮崎県立宮崎病院泌尿器科医長 蓑田優

－１０５－



②「実務（点数算定）の中で起こりやすい請求漏れを挾るＩ」

宮崎県立宮崎病院医事課長山下重保

③「実務（点数算定)」の中で起こりやすい請求漏れを挾る②」

～点数改正前後の検証～

本島総合病院業務課長中野隆男

④「医学知識と点数算定トレーニング」

三井記念病院医事課顧問三上晃

⑤医療知識と点数算定トレーニングの解説

三井記念病院医事課顧問三上晃

⑥全体討議（質疑応答・情報交換等）

6．総評

本年の２回の研究会は、「単に医事業務のみの“研究会”ではなく、患者ニーズの多様化に伴

う病院のサービスや経営効率の問題を解決・改善する必要性にもふれ、新しい観点・様々な角度

からこの一年を考える」という当初の計画どおり、ただ単なる点数算定ではなく、病院をとりま

く環境等についてもふれる、－歩踏込んだ内容を盛り込み、青森市・宮崎市と２会場にて開催さ

れた。

また、恒例の「基礎医学講座」「医療知識と点数算定トレーニング」も企画され、知識のレベ

ルアップも考慮して企画をし、病院内における医事課の責務を再認識するよう参加者に改めて呼

びかけた。

4．全国総務研究会

１．開催回数１回

２．開催期曰平成４年９月24曰(木)、２５日(金）

３．開催地岡山市・岡山商工会議所

４．参加者数８２施設128名

５．演題

（１）基調講演「社会環境の変化と病院の対応」

岡山赤十字病院院長依田忠雄

(2)講演「人事賃金制度の見直し」

～年功制度から職能制度へ～

聖路加国際病院病床管理室室長石山稔
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（３）特別講演「医療法改正とこれからの病院経営」

髻妾露露蟇理驍寳川渕孝一
（４）パネルディスカッション「ベストの看護体制とは……」

～三交替制勤務の見直し～

パネリスト吉備高原医療リハビリテーションセンター看護部部長松嶋道江

〃 岡山大学医学部附属病院看護部部長小弓｜恂子

〃 亀田総合病院看護部部長竹股喜代子

座長聖隷福祉事業団総務部部長田島誠一

〃 河ｺﾞﾋ総合病院人事課課長篠塚功

（５）パネルディスカッション「どうすればできる完全週休二日制」

パネリスト 松田病院経理部部長松田実郎

″ 石和温泉病院事務長斉藤正夫

座長西能病院常務理事中永久光

6．総評

病院を取り巻く厳しい医療環境に、経営管理者をはじめとして事務担当者がいかに対応するか、

を念頭において、本年度は「社会環境の変化と病院の対応」を主テーマに開催した。いずれも時

宜的にタイムリーなテーマをとりあげたこともあり、一方的な講演にとどまらず現場の生の声が

行き交う、熱気のこもった雰囲気の中で研究会は終始した。

今回もとりあげた「週休二日制」については、平成元年に労働省から委託を受けて、当研究会

を中心に病院における週休二曰制等の実態調査を行ったが、今回その後の実態について、先に何

らかの形態で週休二日制を実施または試行していると回答のあった病院を対象にアンケート調査

を実施した。626病院に調査票を送付し、有効回答120病院（19.2％）で、今回調査した病院の週

休二曰制形態別実施状況は表１のとおりであった。

表１週休二曰制形態別の実施状況
(カッコ内：％）

形態

完全週休二曰制

月３回または４週７体制

月２回または４週６体制

月１回または４週５体制

その他

計

公的病院

１１（18.6）

１（1.7）

３８（64.4）

４（6.8）

５（8.5）

５９（100.0）

私的病院

１５（２４６）

５（8.2）

２５（４１０）

１３（21.3）

３（４９）

６１（100.0）

病院計

２６（21.7）

６（５０）

６３（５２５）

１７（１４２）

８（6.6）

120（1000）

なお、週休二日制の進展度は下記のとおりとなった。
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１．週休二曰制の形態別の実態（病院計）

（単位：％）

平成元年今回

完全週休二曰制３２２１．７

月３回または４週７体制１．４５．０

月２回または４週６体制３３．５５２５

月１回または４週５体制２１４１４２

その他２２６６

２．週休二日制の形態別の実態（公的病院）

（単位：％）

平成元年今回

完全週休二日制０．４１８．６

月３回または４週７体制０．４１．７

月２回または４週６体制５５．４６４４

月１回または４週５体制２４６６８

その他３２８５

３．週休二日制の形態別の実態（私的病院）

（単位：％）

平成元年今回

完全週休二日制５．５２４６

月３回または４週７体制２３８．２

月２回または４週６体制１５．９４１０

月１回または４週５体制１８．８２１．３

その他１．４４９

以上のデータから、公的病院、私的病院のいずれも、３年を経過した中で完全週休二日制の割

合が急速に増えてきていることがわかった。まずは４週５体制を実施し、次に４週６体制→４週

７体制→完全週休二曰制へというように、段階的に進めていくことがより現実的であることがわ

かった。
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5．全国人事労務研究会

１．開催回数１回

２．開催期日平成４年10月29日(木)、３０日(金）

３．開催地岩手市・岩手県立中央病院

４．参加者数４５施設６８名

５．演題

「新時代への病院経営・労働環境の変化と病院の実践的対応」

(1)基調講演「これからの病院経営への提言」

～経営改革への具体的アプローチ～

岩手県立中央病院院長

(2)講演「看護婦賃金の在り方・考え方」

～'92病院職種別賃金実態調査から～

産業労働調査所附属曰本病院経営研究所参与

(3)講演「医療マーケッティングと患者サービス」

～近未来の医療サービス～

聖路加国際病院病床管理室室長

(4)講演「人事院勧告の特徴点の解説」

人事院給与局給与第一課給与調査官

(5)パネルディスカッション

「看護婦勤務体制（夜勤問題・要員問題)」

パネリスト 関東逓信病院副看護部長

″ 結核予防会総務部副部長

〃 盛岡赤十字病院看護部長

〃 岩手医科大学附属病院病棟婦長

座長石和温泉病院事務長

(6)実践事例研究報告

「週休二曰制の諸問題への取組み」

小山田惠

酒井武

石山稔

尾西雅博

高
柴
干
多
斉

敏
玲
絃
公
正

椋
田
葉
田
藤

子
子
子
子
夫

～看護部門を中心とする要員管理・業務改善・労働時間管理の面からの検討～

講師河北総合病院人事課課長篠塚

〃 虎の門病院事務UjF【長石原孝

″ 西甘E病院専務理事中永久

座長東京衛生病院人事課長西浦捷

功
憲
光
裕
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6．総評

医療を取り囲む環境はますます厳しさを増し、病院経営の質が問われるようになった今日、適

確な現状の把握と将来への展望を見極める観点から「新時代への病院経営・労働環境の変化と病

院の実践的対応」を主テーマに開催した。

特にマクロ的な観点から「これからの病院経営への提言」で問題点を洗い出し、病院が直面し

ている課題である「賃金問題～人事院勧告の特徴点・看護婦賃金問題」「看護婦勤務体帝卜夜勤・

要員問題～」「時短・週休二日制の諸問題」「医療マーケッティングと患者サービス」については

事例を中心にその対応策を検討した。

参加者は、事務部門のほか病院長、看護部門と多岐にわたり、各々の担当部門に即した質疑が

交わされた。

また、本年度も昨年度に引き続き、病院における現在の賃金実態をできる限り正確に把握し、

各病院が適正な賃金管理を行っていくうえでの参考に資するため「'93病院職種別賃金実態調査

資料集」を出版した。調査は国立病院を除く2,160会員病院を対象に行い、回答率は126％であっ

た。

今後、毎年この調査を実施し担当者に役立つ実務書として定着を図っていきたい。

6．全国用度研究会

１．開催回数１回

２．開催期日平成４年10月８日(木)～９日(金）

３．開催地函館市ホテル法華クラブ函館

４．参加者数７７施設９２名

５．演題

一日目１０月８日（木）

司会日本病院会用度研究会委員平

開会挨拶日本病院会用度研究会委員長塩

日本病院会常任理事上

講演「用度業務へのコンピューター導入について」

－日病の「病院業務の機能仕様書」策定の過程から－

舞子台病院事務長士

司会日本病院会用度研究会委員平

事例発表用度業務とコンピュータそのＶ

曰鋼記念病院医療情報システム事業部副部長中

玄
英
侃

林
山
田

和
雅

井義

林和

行
玄

村政明
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コンピュータ管理について

クラヤ薬品㈱情報システム部長三崎和夫

用度業務全般にわたるアンケート調査報告

（１）用度業務に関する調査について

聖路加国際病院事務次長塩山雅英

（２）医薬品を除いた物品の価格調査について

成城木下病院事務長大石洋司

（３）医薬品に関する価格調査について

曰比谷病院庶務課長梅津勝男

二曰目１０月９日（金）

司会日本病院会用度研究会委員松島雅夫

曰本病院会用度研究会委員中村明良

用度業務全般にわたるグループ討議と情報交換

発表および全体討議・質疑応答

閉会挨拶曰本病院会用度研究会副委員長梅津勝男

6．総評

今年度は４月に診療報酬の大巾改定、医療法の改正、更に特定機能病院・療養型病床群へと医

療界に期待と不安が入り混じった病院再編成の幕明けとなった。その中で病院経営の一翼をにな

う用度課員にとって少しでも新情報を得たいと、講師、委員に質問をし、会が終わったあと白板

の数字を書き写している受講生の姿が印象的であった。

7．全国施設研究会

１．開催回数１回

２．開催概要

１１月５，６曰、京都・ピル葆光７階ホール

「磁石と防錆一冷凍機に応用して」

37施設５２名

施設研究会副委員長中島昭二郎

｢給食配管について」

同研究会委員中西照録

｢医療法改正に伴う施設基準の集約と問題点」

同研究会委員辺見九十九

｢施設管理と患者のアメニティについて」

同研究会顧問上林三郎
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「環境にやさしい施設管理」

同研究会委員佐藤辰夫

「廃業物処理の実態と建築上のレイアウト」

同研究会委員小峰建二

「医療ガス（酸素ガス）設備の保安管理」

同研究会委員瀬川篤宏

「病院の環境測定および院内感染対策について」

同研究会委員長倉持一雄

3．総評

今年も例年のとおり委員全員による数多くの演題を発表し、成果がえられた。特にグループ討

議については、時間ぎりぎりまでの活発な討議が印象的であった。

開催に際し、ご支援、ご協力をいただいた地元関係者の方々に深く感謝いたします。

8．全国会計経理研究会

１．開催回数１回

２．開催期曰平成４年11月20日(金)、２１日(土）

３．開催地東京都・全国町村議員会館講堂

４．参加者数４５施設５４名

５．演題

（第１曰目）

（１）役員挨拶
肋日本病院会副会長
(医)河北総合病院理事長 河北博文

(2)「これからの病院経営」

国家公務員等共済組合連合会参与

(3)グループ討議

「１．医療外収益の確保について」

「２．外国人労務者の医療費問題」

（第２日目）

(1)「比率に基づく病院経営分析の手法と平成３年度集計結果の報告」

㈱日本病院会会計経理研究会顧問

(2)「病院会計と税務」

森公認会計士共同事務所公認会計士

(3)「病院見学」聖路加国際病院

黒田幸男

酒泉春雄

石井孝宜
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6．総評

今年度の研究会は医療費収入の延びが低下している病院経営をどのように運営していくかをテー

マに取り上げた。

当研究会で作成している経営分析集計表では、432施設の病院よりアンケート調査の回答があ

り、内一般病院361施設の63％の施設が赤字経営になっている。この現状をふまえて、黒田幸男

氏より「これからの病院経営」と題して講演を受け、グループ討議においては「医療外収益の確

保及び外国人労務者の医療費（未収）問題」について活発な意見交換がされた。これからの病院

経営は、医業収入はもとより、医業外収入を効率よく上げることも必要な経営方針の一つではな

いだろうか。

研究会終了後聖路加国際病院のご協力により同院施設見学を32名の方々が見学をした。

研究会開催に当り、ご尽力下さった関係者の方々に心より感謝致します。

9．全国看護管理研究会

１．開催回数２回

２．開催期曰（第１回）平成４年６月９日㈹、１０日㈱

（第２回）平成４年11月17曰(火)、１８曰(7k）

３．開催地（第１回）福島市・福島グリーンパレス

（第２回）津市・三重県看護研修会館

４．参加者数（第１回）９１施設128名

（第２回）６３施設148名

５．演題

（第１回）

（１）「看護管理」

聖路加看護大学大学院博士課程

（２）「今回の診療報酬改定について」

厚生省保険局医療課課長補佐

（３）シンポジウム「病院の医療の質を考える」

日本医科大学医療管理学教授

済生会福島総合病院総婦長

太田総合病院附属太田西ノ内病院総婦長

練馬総合病院総婦長

井部俊子

森山弘子

崎
東
橋
保
久

岩
伊
高
大

榮

由起子

和子

和恵
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（第２回）

（１）「看護業務とコンピュータ」

名古屋市立大学病院看護部長岡嶋良枝

（２）「看護をめぐる諸問題」－明曰の看護を考えて－

国立津病院院長岡崎通

（３）シンポジウム「これからの看護と看護管理」

－看護サービスの質と経済性の調和をめざして－

①看護業務の見直し

三重大学医学部附属病院看護部長松井惟子

②物品管理

山田赤十字病院看護部長三林信子

③委託業務

順天堂大学浦安病院看護部長達子房

④申し送りの改善

社保横浜中央病院総婦長由井尚美

6．総評

“バルセロナの夏”、１４才のゴールド岩崎恭子有森裕子の微笑み森下広一の死闘アクシ

デントを乗り越えた古賀稔彦ファイナリストの高野進そして最強のアスリート、カール・ル

イス。

現下の医療環境は、高度、専門化が進むなかで、人口の高齢化、疾病構造の変化とともに、国

民生活水準の向上により良き医療サービスへの要望が高まっている。このような状況の中で、各

演者はこれからの病院における看護サービス、看護の質の管理とその評価、今後の地域医療と看

護活動等について豊富な経験をふまえて理論的に講話され、参加者に多くの共感と感銘を与えた。

研究会開催の機会を与えてくださった、地元看護協会関係者の皆様に、心から感謝致し厚くお

礼申し上げる。

10．全国薬事管理研究会

１．開催回数１回

２．開催期日平成４年11月19日(木)～20日(金）

３．開催地仙台市仙台国際センター

４．参加者数８０施設８２名
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5．演題

①基調講演「病院経営について」

宮城健康保険病院院長佐々木陸郎

②時局講演「保険医療と薬価基準制度をめぐる諸問題」

厚生省薬務局経済課課長補佐石井甲一

③特別講演「骨髄移植の現状」

東北大学抗酸菌研究所教授今野多助

④シンポジウムＡ「医薬品の流通の現状と諸問題」

山之内製薬㈱常務取締役・医薬営業本部長市中滋郎

サンエス㈱相談役一條安彦

木村病院薬局長菅野和一

綜合病院福島赤十字病院薬剤部長蛭田大八

⑤シンポジウムＢ「医薬品情報と病棟活動」

秋田大学医学部ＤＩ室長寒河江喜紀

国立仙台病院薬剤科長高橋忠

北里大学医学部附属病院薬剤部副部長小林輝明

６．総評

本年度の全国研究会は、“医薬品の流通”“医薬品情報”を中心として、シンポジウムを２本

企画した。

２曰間とも、現場から出る具体的な質疑が交され、病院薬剤師がいかに多くの問題をかかえて

いるかが浮き彫りになった。

今後も、現場・現状に即した内容での会を企画・運営していきたい。

11．全国栄養管理・調理合同研究会

１．開催回数１回

２．開催期曰平成４年９月25曰(金)、２６日(土）

３．開催地札幌市・北海道立道民センター

４．参加者数７１施設８９名

５．演題

（１）特別講演「健康と栄養」－その常識性と意外性一

北海道栄養短期大学学長

（２）シンポジウム「病院給食の現状と課題」－委託問題を考える－

天使病院栄養部長

今井陽

竹内純子
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札幌鉄道病院副栄養士室長石川紀子

定山渓病院栄養課主任進藤康子

藤崎病院栄養科長柴田みどり

社保都南総合病院栄養課長大槻満子

（３）「給食用特殊料理調理試験について」

東京都立広尾病院調理師梶原正巳

（４）ワークショップ「病院給食の現状と課題」

（１）委託問題

（２）課内勉強会

（３）特別管理給食加算の対応

6．総評

ヨーロッパに生まれ、その伝統的思想で育てられたオリンピックが、初めてアジアにやってき

た。’６４雨上がりの透き通った青空の中、ヒロシマの青年が聖火に点火した。

「病院給食の現状と課題」をメインテーマに、講演とシンポジウム等が予定通り行われた。地

元栄養士会関係者のご協力により、充実した内容で終始したと思われる。各演者の講話は確かな

知識と、豊かな経験をふまえて理論的かつ具体的に話され、参加者は今後の病院給食に多くの有

益な示唆を与えられた。今後も地元の理解と連携を深め研鑓の実をあげていきたい。

12．全国病院管理総合研究会

１．開催回数１回

２．開催期曰平成４年９月17曰(木)～18曰(金）

３．開催地札幌市チサンホテル札幌

４．参加者数２８施設５１名

５．演題

①病院経営管理について

国立医療・病院管理研究所医療経済研究部部長

②看護婦不足対策

医療法人大雄会理事長

③脱パンツ睡眠健康法

～パンツを脱げば健康になります～

五輪橋参加婦人科小児科病院院長

④看護量の測定

虎の門病院看護部長

小山秀夫

伊藤研

丸山淳士

粟屋典子
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6．総評

現在医療機関がおかれているこの厳しい環境にいかに対応するかを原点として、各分野のエキ

スパート４人に講演をお願いし、札幌にて開催された。

中でも「脱パンツ睡眠健康法」は、奇抜なテーマで参加者の興味を引き、講演後には「ぜひこ

の健康法をやってみたい｡」「すでに脱パンツ健康法は実行しており、講演どおりの効果があるの

で非常に満足している。みなさんにも是非おすすめする｡」との声もあがり、一方的な講演にと

どまらず、生の声が行き交う熱気のこもった研究会となった。

13．全国放射線研究会

１．開催回数１回

２．開催期曰平成４年10月23日(金)、２４日(土）

３．開催地沖縄県・ホテルサンライズ知念

４．参加者数２７施設２９名

５．演題

「労働力の向上」

(1)特別講演「病院運営と放射線科」

大浜第一病院院長

(2)技術講演「ＭＲＩの現状と高速撮影」

横河メディカルシステム株式会社
東京支社営業技術課ＭＲ担当

(3)学術講演「第三世代の造影剤と安全性」

第一製薬株式会社学術情報部

(4)教育講演「琉球の歴史」

医療法人大坪会嶺井病院理事長

(5)特別講演「最近の消化管診断の進歩と現状」

㈱早期胃癌検診協会常任理事・中央診療所所長

(6)シンポジウム「技師長の責務とビジョン」

～特に放射線技師の労働力について～

座長日本医科大学附属病院放射線科係長

シンポジスト駿河台曰本大学病院放射線科技術長

〃 那覇市立病院中央放射線部技師長

″ 嶺井病院放射線科技師長

″ 沖縄県立ＪＢ覇病院放射線科技師長

廣田耕

井口幸人

角田司

嶺井進

池延東男

村越

黒羽

仲地

我喜屋

桑江

光
夫
樹
正
英

秀
隆
尚
湖
常
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シンポジスト 厚生農協連小諸厚生総合病院放射線科技師長岡田健

〃 東京医科大学霞ケ浦病院放射線科技師長藤田良三

〔特別発言〕東京都教職員互助会三樂病院副院長松本泰二

聖路加国際病院放射線科部長松岡龍平

佼成病院健康管理相談室長西田義夫

6．総評

病院を取り巻く厳しい医療環境に、放射線部門としていかに貢献するかを念頭におき、「労働

力の向上」を主テーマに開催した。

沖縄県放射線技師会との綿密な打ち合わせのもとでプログラムを組み、内容が充実したにもか

かわらず、沖縄県をはじめ全国的な放射線技師不足を反映して参加者が予想を下回ったことは残

念であった。

しかしながら、シンポジウムでは講師と参加者との現場の生の声が行き交う、熱気のこもった

雰囲気の中で終始した。

放射線技師の果たす役割が年々重要視されてきたこととあいまって、技術的なテーマのほか倫

理的・教養的なテーマを加え、他団体では見られないユニークな内容となり、終了後多くの参加

者から好意的な声が寄せられた。

病院内での放射線技師に課せられた重責を再認識し今後も研修の実をあげるよう、なお一層の

改善に努めたい。

14．全国臨床検査管理研究会

１．開催回数１回

２．開催期日平成４年９月９日(水)、１０日(木）

３．開催地神戸市・神戸市勤労会館

４．参加者数４４施設４９名

５．演題

（１）「臨床検査の展望」

(前)日本臨床衛生検査技師会会長
日本商事株式会社顧問 金山昭平

(2)「生涯教育制度」
肋日本臨床衛生検査技師会副会長

刈谷総合病院技師長 早田繁雄

｢改正廃掃法の施行について」

－感染性廃棄物の処理について－

兵庫県保健環境部環境整備課課長補佐

(3)

岩本文哉
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(4)「院内感染（ＭＲＳＡ関連)」

神戸市環境保健研究所細菌部長

(5)シンポジウム「病院検査室の運営法とその活性化」

①検査室の生産性に関して

三井記念病院技師長

②生体検査における検査技師の適正配置

板橋中央総合病院検査科次長

③診療報酬改定による影響

東京医科大学病院技師長

④リアルタイム精度管理の活用

浜松赤十字病院技師長

⑤技師の意識（チーム医療における検査技師の在り方）

河北総合病院技師長

仲西寿男

前畑英介

成田周市

宇津木道弘

川越功

小金沢宗雄

15．全国ハウスキーピング研究会

１．開催回数１回

２．開催期日平成４年11月12曰㈱

３．開催地東京・曰本病院会

４．参加者数１９施設２６名

５．演題

（１）「目で見る病院清掃」

済生会横浜市南部病院施設課

（２）「院内感染対策委員会」

東京都立豊島病院家政係長

（３）「ハウスキーパーの資格条件」

国際医療管理専門学校講師

（４）「院内清掃及び清掃業務についての答申報告」

（前)杏林大学医学部附属病院庶務課次長

６．総評

清掃、洗濯、消毒、ゴミ処理等から、院内感染、インテリまで、環境管理

栗原君代

海江田宝

近藤英

井上加代子

清掃、洗濯、消毒、ゴミ処理等から、院内感染、インテリまで、環境管理として幅広い概念を

もつ病院のハウスキーピング部門の全国研究会である。参加者は30名足らずと少なかったが、肩

書は環境整備課、庶務課、家政課、施設課、用度課、資材課などという、さまざまな担当名称で

あった。
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病院のハウスキーピング部門の問題点は、組織の位置づけが不明確で、権限と責任を伴う職務

も確立されていない点である。今後も、具体的な内容を伴った研究会として運営してまいりたい。

16．全国図書室研究会

１．開催回数１回

２．開催期日平成４年９月３日(木)～４日(金）

３．開催地神戸市兵庫県民会館１１Ｆホール

４．参加者数５７施設６０名

５．演題

①特別講演「臨死の読書と回復期の読書」

評論家

②講演「図書室における資料保存の考え方」

曰本図書館協会

③中国四国地区におけるバックナンバーの分担保存制度

鶴見俊輔

宮嘉須彦

昼間逸郎

④ＡＤＯＮＩＳについて

㈱紀伊國屋書店

⑤著作権について

大阪府立夕陽Ｒ図書館

⑥シンポジウム「病院図書室における資料の保存と廃棄」

座長：京都南病院副院長

シンポジスト

（１）資料保存上の諸問題

日生病院図書室

（２）資料の分担保存

大阪回生病院図書室

（３）資料の廃棄（廃棄基準を含む）

浜松赤十字病院図書室

（４）資料の保存方法の動向

西淀病院図書室

総評

「利用者サービスの向上」を本年も基本として、病院図書室司書が抱える斎

シンポジウムを企画した。

平山恵

前田章夫

都津崎茂雄

千住とも子

加島民子

飯田育子

前田元也

６．

を本年も基本として、病院図書室司書が抱える諸問題について講演．
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本年は特別講演として、評論家の鶴見俊輔氏を招き、外から見た病院図書室、利用者はこう見

ているといった、全く別の角度から図書室の役割について考えてみた。

初曰終了後には恒例のフリートーキングタイムを設け、病院図書室の役割について多種多様の

意見交換がなされ、出席者全員が、充実した“時”を過ごした。

当研究会としては、今後もより一層充実した会になるよう、改善していきたいと考えている。

職場リーダー研修会

1．開催回数３回

2．開催概要

第66回（３日間コース）

期曰平成４年６月24日けり～26日（金）

場所高山市民文化会館

参加者２８施設４９名

演題（１）職場リーダーのポジションと役割

（２）職場運営のポイント

（３）要求される創意工夫

（４）職場研修のねらい

（５）リーダーシップと相互理解

（６）ケーススタディ

リーダー昭和大学病院放射線技師長

武蔵野赤十字病院事務部長

昭和大学病院臨床検査技師長

佼成病院臨床検査技師長

第67回（５日間コース）

期曰平成４年11月９日(月)～13日（金）

場所湯河原研修クラブ

参加者１７施設２２名

演題特別講演「わが病院の経営戦略」

㈱日本病院会監事
板倉病院院長

「情報化組織に適応する職場リーダーへ」

拙曰本人事管理協会理事

（１）監督者の職務

17.

助
市
人
登

幸
廣
政
正

田
方
沢
楽

神
緒
平
設

梶原優

酒井暢
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（２）仕事の管理と改善

（３）部下の育成

（４）組織のコミュニケーション

（５）リーダーシップ

（６）事例研究

リーダー聖路加国際病院用度課長

昭和大学病院放射線技師長

武蔵野赤十字病院事務部長

東京医科大学病院栄養課課長補佐

佼成病院臨床検査技師長

第68回（３日間コース）

期曰平成５年２月17日(7k)～19日（金）

場所京都・ビル葆光

参加者２８施設４４名

演題第66回と同じ

リーダー聖路加国際病院用度課長

昭和大学病院放射線技師長

武蔵野赤十字病院事務部長

東京医科大学病院栄養課課長補佐

佼成病院臨床検査技師長

（オブザーバー）佼成病院人事係長

3．総評

本年度も例年どおり年３回の開催を実施した。

厳しい病院経営の中でも参加者は、予定人数に達している。病院側も職員

に積極的な姿勢が見られ派遣させているものと考えられる。

研修内容については、事例研究の評判が高く参加者同士がコミュニケーシ

藤
田
方
井
楽

内
神
緒
平
設

均
助
市
枝
登

幸
廣
千
正

藤
田
方
井
楽
辺

内
神
緒
平
設
渡

均
助
市
枝
登
孝

幸
廣
千
正
修

病院側も職員の教育、部下の育成

研修内容については、事例研究の評判が高く参加者同士がコミュニケーションをとり有意義な

時間をすごしている。

当研修会としては、若い世代とのギャップを埋めるためサブリーダーを養成し中間管理職が上

司と部下の連携を取りよりよい職場生活を望んでいる。
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第７セ ナーご
～

病院長・幹部職員セミナー

1．開催回数１回

2．開催期曰平成４年８月１日(士)、２日（日）

3．開催地東京都ダイヤモンドホテル「サファイア」

4．参加者数128施設156名

５．演題

第１曰８月１曰出１３：００～２０：００

１．

開会あいさつ 日本病院会会長

講演「今回の医療費改定の主旨と今後の方向」

厚生省保険局医療課長

座長：曰本病院会副会長

講演「ソ連の崩壊と医療の現況」

衆議院議員

座長：曰本病院会会長

シンポジウム「医療費改定の影響と我が病院の対応」

演者：①青梅市立総合病院院長

②織本病院理事長

③大道病院理事長

④西能病院理事長

⑤板倉病院院長

⑥公立陶生病院院長

⑦栃木県済生会宇都宮病院院長

⑧竹川病院院長

⑨厚生連廣島総合病院院長

⑩桑名病院院長

特別発言：日本病院会副会長

司会：曰本病院会副会長

食事懇親

司会：日本病院会会

第２曰８月２日（日）９：３０～１７：００

講演「国内外の政治情勢」

諸橋芳夫

小野昭

丹野漬

雄
喜

中山太郎

諸橋芳夫

夫
慶
學
郎
優
守
柏
男
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治
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作
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正

正
節
成
昭
忠
耕
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大
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中

本
道
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原
田
崎
川
科
名
田
山

諸橋芳夫
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国際女性問題研究所所長江利川安栄

座長：日本病院会会長諸橋芳夫

講演「医療保険制度・社会保険診療報酬制度の抜本改正」

京都大学経済学部教授西村周三

座長：日本病院会副会長河北博文

シンポジウム「看護学校運営をめぐって」

演者：①総合会津中央病院院長星源之助

②武蔵野赤十字病院院長高橋勝三

③有澤総合病院理事長有澤源藏

司会：曰本病院会常任理事伊藤研

「マスコミからみた病院への提言」

曰本経済新聞社論説委員渡辺俊介

毎曰新聞社論説委員宮武剛

読売新聞社論説委員小谷直道

産經新聞社論説委員塩見戎三

座長：曰本病院会副会長河北博文

閉会式日本病院会副会長丹野清喜

6．総評

今年度のセミナーは、諸橋会長の担当で行われ、医療費改定の演題を中心として、さまざまな

場面における医療の現状についての講演が行われ、会場をうめつくした参加者の真剣な聴講のま

なざしが印象的であった。

2．幹部医セミナー（病院医療の質を考えるセミナー）

１．開催回数１回

２．開催期日平成４年11月14日(土)～11月15日(日）

３．開催地愛知県・瀬戸市

４．参加者数５２施設８０名

５．テーマ

講演「医療雑感」

公立陶生病院院長

司会病院幹部医会会長

病院見学

シンポジウム「病診連携のあり方」

寺田守

笹森典雄
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座長青山病院長青山鍵夫

コメンテーター病院幹部医会副会長木村明

演者愛知県衛生技監清水國樹

総合大雄会病院理事長伊藤研

市立岡崎病院長小田博

瀬戸旭医師会理事山内一征

シンポジウム「公立陶生病院におけるコンピュータ・トータルシステムの紹介」

座長薬剤部長南部増男

コメンテーター病院幹部医会副会長三宅浩之

副医務局長岩田洋

薬剤部鷹見繁宏

副総婦長長嶺幸代

総合企画室係長丹羽訓

６．総評

地元役員による努力により、当初心配された参加人数も80名台になり大成功であった。

とりわけ公立陶生病院には会場提供、準備等大変お世話になり、深謝する次第である。

3．医療紛争防止のためのセミナー

１．開催回数２回

２．開催期日平成４年７月９日(木)、１０日（金）－東京一

平成４年11月15日（日）－神戸一

３．開催地東京・池袋サンシャインシティ文化会館５階特別ホール

神戸・西山記念会館

４．参加者数東京：８０名

神戸：160名

５．演題

（１）東京

第１曰７月９日(木)１３：００～１７：００

開会のあいさつ 曰本病院会常任理事

講演：「ＭＲＳＡ感染について」

東京女子医科大学内科学教授

（座長：曰本病院会医療事故対策部会委員

小澤寛

清
遠

水喜八郎

藤良一）
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講演：「エイズの動向と予防対策」

横浜市立大学医学部公衆衛生学教授

（座長：曰本病院会医療事故対策部会委員

第２曰７月10曰(金)１０：00～１５：３０

講演：「医療事故と看護」一問われる看護職の法的責任－

鈴木利廣法律事務所弁護士

（座長：日本病院会医療事故対策部会部会長

講演：「死についての諸問題」－脳死・自然死・医療事故死一

日本医師会生命倫理懇談会副座長
北里大学客員教授／日本医師会副会長

（座長：曰本病院会医療事故対策部会委員

講演：「看護記録」－診療報酬改定に伴う看護の経済性一

前・東海大学医療技術短期大学学部長

（座長：曰本病院会医療事故対策部会委員
(2)神戸

１１月15曰(日)９：１５～１７：００

開会あいさつ 曰本病院会常任理事

兵庫県医師会副会長

講演：「看護を中心とした医療過誤訴訟の現状と問題点」

法務総合研究所研究第一部長

く司会：曰本病院会医療事故対策部会委員
藤森病院理事長

講演：「話題の感染症一ＭＲＳＡ感染及びエイズを中心に－」

東京女子医科大学内科学教授

く司会：日本病院会医療事故対策部会委貝
前・東海大学医療技術短期大学学部長

講演：「救急医療の法律問題」

㈱兵庫県私立病院協会顧問
弁護士

〈司会：小原病院院長

講演：「新カリキュラムの卒業生を迎えての卒後教育の実際」

虎の門病院看護部長

く司会：日本病院会医療事故対策部会委員
東京警察病院総看護婦長

講演：「変わりゆく医療と看護の責任」

ＮＨＫ解説委員

曽
藤

一
一
踊

研
暢

田
森

鈴木利廣

小澤寛二）

坂上正道

藤森暢路）

前田マスヨ

佐藤とく）

ニ
カ

寛澤
戸

小
石

飯田英男

藤森暢路〉

清水喜八郎

前田マスヨ〉

元原利文

小原知次郎〉

粟屋典子

佐藤とく〉

行天良雄

－１２６－



く司会：曰本病院会医療事故対策部会委員
川崎市立川崎病院院長林茂〉

閉会挨拶日本病院会医療事故対策部会部会長小澤寛二

6．総評

今年度は感染症対策、看護の問題を中心とした演題で開催した。

来年度から名称を「医療事故防止のためのセミナー」と改め、より現場に密着したセミナーと

なることと思う。

病院防災セミナー

1．開催回数１回

2．開催期曰平成４年７月23日(木）

７月24日（金）

3．開催地兵庫県兵庫県民会館

4．参加者数７６施設８４名

５．演題

第１曰平成４年７月23日(木）

４．

開会の挨拶曰病防災対策部会長

神戸・小原病院長

歓迎の挨拶兵庫県私立病院協会

神戸消防局予防部長

［講演］（防災経費軽減策）

「これからの病院防災と経済パート、

小原病院長

（司会：防災対策部会長

［特別講演］「集団救急事故における病院との連携について」

自治省消防庁救急救助課長

［講演］「スプリンクラー・自動火災報知器設備等の新設、

改修工事に対する経費軽減策」

能美防災㈱部長

［講演］「スプリンクラー設置工事概要について」

北都病院事務長

［シンポジウム］「放火対策を含む防火対策」

（病院火災にあった病院の方の体験談を含む）

侃

知次郎

行彦

和馬

田
原
村
田

上
小
北
西

小原知次郎

上田侃）

朝日信夫

中島謙

平井勝
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演者：①東海記念病院参与岸上香

②市川病院長市川茂夫

③兵庫県警捜査一課警視三宅信弘

④兵庫県警科学捜査研究所科長坂本信晴

座長：東海記念病院長岡山義雄

［分科会（フォーラム)］

「新しい看護体制と防災」と「災害時近隣協力体制の確立方法」

演者：①朝来郡広域消防事務組合消防本部予防係長消防司令補山田卓己

：②高陽ニュータウン病院看護婦長佐々木詩子

：③神戸市立中央市民病院看護副部長古西公幸

：④社会福祉法人上野丘さつき会上野丘更生寮主任光本祥次

（座長：大口東総合病院常務理事石田貞治）

第２曰平成４年７月24曰（金）

［講演］

「チェルノブイリ原発事故と放射能汚染地域の医療と防災」

諏訪中央病院長鎌田實

［フォーラム・ディスカッション］

「夜間・休日災害時のリーダーとその任務（どう対処する、患者の高齢化と夜間業務

の外注化)」

演者：①聖路加国際病院事務部顧問上林三郎

：②学校法人順天堂事務局倉持一雄

：③神戸市消防局査察係長田中利紀

（座長：小原病院長小原知次郎）

［防災指導］

「病院防火管理者の院内点検の基本的なポイント」

神戸市消防局査察課長岡内久明

防災センター：神戸市消防局音楽隊による演奏・防災体験

（企画・協力／神戸市消防局）

閉会の挨拶曰病防災対策部会副部会長小原知次郎

6．総評

今回のセミナーは地元小原病院長と神戸市消防局の多大なるご尽力のおかげで成功狸に終わり

ました。

－１２８－



5．事務長セミナー

１．開催回数１回

２．開催期日平成５年３月11日(木)～12日(金）

３．開催地東京都野村ホール

４．参加者数110施設117名

５．演題

①特別講演「医療法の改正について」

厚生省健康政策局総務課課長補佐高原弘海

②講演「これからの病院経営」

～一般病床と療養型病床について～

国立医療・病院管理研究所医療経済研究部研究院川渕孝一

③講演「病院の電算化について」

曰綱記念病院医療情報部システム総轄室長中村政明

④シンポジウム「療養型病床群についての考え方」

座長：日本病院会事務管理研究会顧問益田啓作

杏雲堂病院事務長山下昭雄

聖隷福祉事業団常務理事山本敏博

河北総合病院事務長佐々木和男

医療法人きっこう会事務局長海北幸男

６．総評

日本病院会の定例・全国研究会、そしてセミナーを含め、平成４年度を締めくくる当セミナー

が東京：青山にて開催された。

メインテーマは“医療法改正”特に療養型病床群を中心とした、白熱した討議が展開された。

今回の目玉は改正医療法に直接関わったとされる、厚生省健康政策局総務課・高原弘海課長補

佐の講演。

作者（講師）から読者（参加者）へ、メディアを介さないインパクト。

この、まさに“本当の話,，をどのように“熟読”するかが、参加者を含め我々の大きな、真の

テーマとなった。

恒例の「益田啓作シリーズ」“対談”は法改正に伴い、異例のシンポジウムへとこちらも「改

正」され、わが日本病院会の誇る事務管理研究会の委員が、シンポジストとして独自に改正医療

法を必読破”した。

また、それぞれの講演・シンポジウムの後半に設けられたＱ＆Ａタイムでは、参加者の手力牧々

と挙り、療養型病床群への移行に伴い“手を挙げる，，予行演習のような雰囲気さえ感じられた、
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充実したセミナーとなった。

6．総婦長セミナー

１．開催回数１回

１．開催期日平成４年８月26日(7k)、２７日(木）

３．開催地東京・番町グリーンパレス

４．参加者数102施設127名

５．演題

（１）「医療の質について」

日本医科大学医療管理学教室教授岩崎榮

（２）「ある留学僧の母の心」

立正大学大学院教授河北騰

（３）「医療法改正後の病院の運営について」

曰本大学医療管理学教室教授大道久

（４）「今、病院に何がおきているのか」

－老人看護の社会的側面一

江戸川病院分院院長青井禮子

６．総評

参加人員は127名で、ここ数年の状況に比べて看護部長（総婦長）の参加が目立ち、本来の総

婦長セミナーの色彩が濃くなった。

看護への再認識のもとに、看護のあり方を模索する管理者の姿を伺い知ることができた。曰進

月歩の最新医学の成果を国民に提供するのは医療界の責任である。今後も参加者相互の交流を通

じて意義のあるセミナーとして発展させていきたい。

7．患者サービス向上セミナー

１．開催回数１回

２．開催期曰平成５年２月18日㈱、１９曰(金）

３．開催地浜松市・浜松市福祉文化会館

４．参加者数５９施設９７名

５．演題

「２１世紀の病院医療」

～病院をめぐる社会状況の変化と患者サービス～

（１）基調講演「２１世紀の病院医療」
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～病院をめぐる社会状況の変化と患者サービス～

総合病院聖隷浜松病院院長

(2)特別講演「医療関連サービスを活用した患者サービス」

厚生省健康政策局指導課課長補佐

(3)パネルデスカッション

「院外からみた患者サービス」

～患者サービスの更なる向上のために～

①「患者さんとの応対～サービスの原点～」

パネリストスピーチ＆マナーズ研究所代表

〃②「市民の目から見た患者サービス」

静岡新聞浜松総局長（聖隷浜松病院倫理委員）

座長西能病院常務理事

(4)事例発表「新しい患者サービスの潮流」

①「医療はサービス業であるか？・・・ゼロからの発想・・・」

～ホテル・フランクス～

亀田総合病院副院長

②「医食同源レストラン」

東京衛生病院企画広報課課長

③「待ち時間短縮～診療費自動収受、オーダリング、再診受付～」

総合病院聖隷浜松病院事務次長

④「訪問看護ステーションの設立について」

聖隷福祉事業団総務部長

中山耕作

大久保一郎

田中敏之

古橋伸元

中永久光

亀田省吾

宮崎恭

松本洋

田島誠

6．総評

今曰の厳しい経営環境の中では、思いつきでや物真似でなく、病院の特徴を活かしたサービス

向上が求められており、そのような中で総務部門の果たすべき役割がますます重要になってきて

いることを背景にして、本セミナーは「２１世紀の病院医療～病院をめぐる社会状況の変化と患者

サービス」を主なテーマに企画した。

特に、ユニークなサービス向上策を実践している４病院からの事例報告に見られるように、全

体を通じて病院サバイバル時代におけるサービス向上の指針を見出す場となるよう配慮したこと

もあり、現場の生の声が行き交う、熱気のこもった雰囲気の中でセミナーは終始した。

参加者は医師、看護婦、事務と多岐にわたり、セミナーを通じて患者サービスのあり方及びそ

の重要性が再認識させられた。
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8．放射線技師監督者セミナー

１．開催回数１回

２．開催期曰平成５年１月21曰(木)～23日(土）

３．開催地熱海市・ホテル松風苑

４．参加者数１７施設１７名

５．演題題

「良い指導者になるためには」

(1)「３分間スピーチ」

司会都立清瀬小児病院放射線科係長

川崎幸病院放射科技師長

(2)講演「院内から見た患者サービス」

三樂病院院長

(3)講演「部外から見た病院」

㈱ケルン代表取締役社長

(4)全体討議「患者サービス」

座長三樂病院副院長

副座長聖テレジア病院放射線科顧問

〃 ゴヒ品川総合病院放射線技術部課長

(5)全体討議「勤労意欲」

座長東京既製服健保会館診療所エックス線室

副座長国立東京第二病院放射線科副技師長

〃 日本医科大学附属病院放射線科係長

(6)講演「病院経済と今後の見通し」

河北総合病院理事長

(7)全体討議「業務の合理化」

座長聖路加国際病院放射線科部長

東京女子医科大学こう原病リウマチ痛風センター
副座長

放射線技師

〃 （１.)日本病院会放射線研究会委員

(8)「事例研究の説明」

⑪日本病院会放射線研究会委員

(9)「事例研究」

00「事例発表」

司会㈱日本病院会放射線研究会委員

関孝一

松元和敏

林文彦

堀池総一郎

松本
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⑪講演「エックス線造影剤の進歩と最近の知見」

山之内製薬㈱医薬部第三室上出厚志

⑰『５分間感想文』

6．総評

当セミナーは「良い指導者になるためには」を主テーマに開催され、今回を含めて延べ748名

が修了証を受けとった。

「患者サービス」の実際例のほか、技師の労働力向上をはかる観点から「勤労意欲」「業務の

合理化」に関する講演、全体討議さらに事例研究を加えたプログラムを企画した。

厳しい医療環境を反映して、参加者が単に放射線部門の範囲にとどまらず、病院経営全般につ

いて寝食を共にし本音で語り合う姿が見られた。

病院内での放線技師に課せられた重責を再認識し、今後も研修の実をあげるよう、なお一層の

改善に努めたい。

9．臨床検査管理セミナー

１．開催回数１回

２．開催期日平成５年２月５曰(金)、６曰(土）

３．開催地熱海市・湯河原研修クラブ

４．参加者数１２施設１３名

５．演題

（１）「エイズについて」

東京医科大学名誉教授

（２）シンポジウム「検査室管理のための院内・院外検査の対応」

１．検査センターの立場

株式会社ＳＲＬ専務取締役

２．病院技師長の立場

湘南鎌倉病院検査室技師長

総合病院聖隷三方原病院技師長

順天堂大学浦安病院技師長

（３）グループ討議「検査室管理のための院内・院外検査の対応」

（４）「検体検査における新技術の導入」

三井記念病院技師長

６．総評

今年度のセミナーは、「検査室管理のための院内・院外検査の対応」をメイ

藤巻道男

赤石清美

小清水房也

宇佐見元章

川畑貞美

前畑英介

ンテーマに講演２
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題とシンポジウム・グループ討議が２日間にわたり予定通り行われた。本セミナーの特徴の一つ

として、グループ討議がある。それぞれの立場から問題提起をし、夜更けるまで本音で語り合う

のである。参加者は今後の病院運営に多くの有益な示唆を与えられたものと思われる。今後も具

体的な内容を伴ったセミナーとして運営していきたい。
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第８診療録管理通信教育

1．入学状況

・第４1期生入学

１）開講月日

２）入学者数

３）受講料

･第４2期生入学

１）開講月曰

２）入学者数

３）受講料

平成４年７月１日

81名（ただし、２年次編入13名含む）

70,000円（年額）（ただし、２年次編入で教科書不要の者は60,000円）

平成５年１月１日

145名（ただし、２年次編入74名含む）

70,000円（年額）（ただし、２年編入で教科書不要の者は60,000円）

2．卒業状況

゜第37回卒業

１）卒業者数

,)|:菅：

75名（男15名、女60名）

平成４年10月24日山

東京：ダイヤモンドホテル

延1751名

｡第38回卒業

１）卒業者数

の|:鷺

82名（男６名、女76名）

平成５年４月24曰山

東京：ダイヤモンドホテル

3．受講生人員数状況（５年３月31曰現在）

゜入学者の総数4,377名

男951名

女3,426名

・卒業者の総数1,833名

男331名

女1,502名

。受講者の総数572名

３８期以前５９名３９期

４１期

168名

144名

40期

42期

118名

８０名
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集中スクーリング実施状況

第４１回集中スクーリング

゜期日（平成４年８月20曰(木)～26曰(水)）

４．

<会場〉

東京：国際医療管理専門学校（１年次）

国立オリンピック記念青少年総合センター（２年次）

大阪：大阪府職業訓練センター（１年次・２年次）

福岡：福岡大学医学部（１年次・２年次）

226名

406名

248名

115名

第４２回集中スクーリング

゜期曰（平成５年２月18日(木)～24日(水)）

<会場〉

東京：国立オリンピック記念青少年総合センター（１年次・２年次）

624名

大阪：大阪府職業訓練センター（１年次・２年次）257名

福岡：福岡大学医学部（１年次・２年次）125名

－１３６－

←第一年次スクーリング→ 試験 ←第二年次スクーリング→

第４０．４１期生 第３７．３９期生
第３８．３９期生

40.41期生の内２年次･編入者

20日

(ﾌﾄﾞ）

21日

(金）

22日

(土）

平成４年８月23曰

(日）

24日

(月）

25曰

U〈）

26日

(7k）

←第一年次スクーリング→ 試験 ←第二年次スクーリング→

第４１．４２期生 第３８．４０期生
第３９．４０期生

41.42期生の内２年次･編入者

１８日

(ﾌﾄﾞ）

１９日

(金）

20日

(土）

平成５年２月21日

(日）

22日

(月）

23日

０１〈）

24曰

㈹



第９事務長養成課程通信教育

1．入学状況

･第１5回生入学

１）開講式

２）入学者数

３）受講料

平成４年７月１日

９名

480,000円（年額）

2．卒業状況

･第１3回卒業

１）卒業者数

,)[:業菱

９名（男８名、女１名）

騨三曜恥。

3．受講者人員数状況（平成５年３月31日現在）

・入学者の総数248名

男234名

女１４名

・卒業者の総数130名

男124名

女６名

・受講者の総数３１名

１４回生２２名（留ｆ

ｌ５回生９名

(留年生含）

4．集中スクーリング及び試験実施状況

１）スクーリング

前期平成４年７月６日(月)～７月11日(土）

７月13日(月)～７月18曰(土）
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延出席者数第14回生

第15回生

後期平成５年１月11曰(月)～16日出

１月18日(月)～23日(土）

114名

５４名

１７曰１０日

延出席者数第14回生104名

第15回生５４名

2）試験受験状況

・第１3回生２年次後期

期曰：平成４年６月７日（日）

場所：大阪：大阪早稲田速記秘書専門学校

受験者：９名

合格者：９名

･第１4回生１年次後期

受験者：１７名

合格者：１７名

・第１5回生１年次前期

受験者：７名

合格者：６名

｡第14回生２年次前期

受験者：１２名

合格者：１２名

－１３８－

５日 ６日 ７曰 ８日 ９曰 １０曰 １１曰 １３日 １４日 １５曰 １６日 １７曰 １８日

(日） (月） (4k） (7k） (ﾌﾄﾞ） (金） (土） (月） りく） (７k） (ﾌk） (金） (±）

試験

(＃１４１年次後期）

スクーリング

(＃１４２年次前期）

スクーリング

(＃１５１年次前期）

東京
●

● 本願寺築地別院第一伝道会館

１０日 １１日 １２曰 １３日 １４日 １５日 １６曰 １７曰 １８日 １９日 20日 21日 22日 23日

(日） (月） (火） (ﾌk） (ﾌﾟﾛ (金） (土） (日） (月） (火） (）k） (ﾌﾟﾛ (金） (士）

試験

|糎次前期１
スクーリング

(＃１５１年次後期）

試験

{彗睾次前期１
スクーリング

(＃１４２年次後期）

東京 ●

● 本願寺築地別院第一伝道会館



第１０海外視察研究会

1．中国医療施設視察団（全国自治体病院協議会との共同企画）

①期曰８月31曰(月)～９月11曰(金)11日間

②訪問先北京医院、黒龍江省衛生庁、中日友誼医院と中国医院管理雑誌社（ハルビン)、

西安省立中医薬研究院付属医院、桂林、上海第六医院など

③二二三二小山田恵(岩手県立中央病院長）
④参加社数９施設１２名

2．国際病院連盟（ＩＨＦ）汎地域会議参加とヨーロッパ病院施設視察旅行

①期曰１０月20日(火)～10月31日(土)12曰間

②訪問先ロンドンでのＩＨＦ汎地域会議参加、ZIEKENHUISHILVERSUM（アムステ

ルダム)、ブラッセル大学附属エラスメ病院など

③二二二二牧野永城(IHF副会長）
④参加者数７施設１０名

3．第９回米国診療録管理業務視察旅行

１１月３曰から12日までの10曰間、サンフランシスコ、ニューオリンズ、ニューヨークの３都市で

の中核病院の病歴室の見学を企画したが、申込者が少なく実施できなかった。

4．米国高齢者ケア視察旅行

①期曰平成５年２月３曰(水)～２月12曰(金)10日間

②訪問者AlternativeLivingCenterとFlagship（高齢者居住施設）（ロスアンゼルス)、

ＡＲＡ高齢者居住施設とマリオット高齢者センター（サンシティ）、ジョン・リ

ンカーン病院、テキサスメディカルセンター、テキサス大学へルスサイエンスセ

ンター、医療センター、クレストビュー・リタイアメント・センター、ウオルデ

ン・リタイアメント・センターなど

③二二二二長澤泰(東京大学工学部建築学）
④参加者数１１施設１６名

５．総評

今年４本のツアーを企画したが、最近の社会状況の厳しき折、参加者が少なくなり、またツアー

自体実施できないものもあった。今後ツアー自体のあり方、回数を考えなければならない。
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第１lアジア病院連盟（ＡＨＦ）理事会

1回（６月19日(金)、大阪・ホテルニューオータニ）１．開催回数１回（６月19日(金)、大阪・ホテル

2．出席者

Korea： Ｄｒ・Hah、，ＤｏｏＪｉｎ

Ｄｒ・Roh，GyungByung

Dr・Ｈａ，ＨｏＵｋ

Ｔａｉｗａｎ，ＲＯＣ：Ｍｒ・Ｗａｎｇ，You-Ming

Dr、Yaung，ChinLiang

Dr・chan，ＯＳｔｅｖｅ

Ｄｒ・Ｗｅｎ，LeeYun

Indonesia： Ｄｒ、Boediarso，Ａ，Ｗ、

Ｄｒ・Mangunwidodo，Soebaryo

Dr・Nurhadi，Ａｍｉｎ

Ｄｒ・Tambunan，Ｈ、Ａ・Sanusi

Philippines： DEClemente，ＴｈｅｌｍａＮ・

Ｄｒ・Ａｆble，Laura

Japan： Ｄｒ・Morohashi，Yoshio

Dr、Kawakita，Hirobumi

DETakahashi，Katsumi

ProfKiikuni，Ｋｅｎｚｏ

ＤｎＭａｋｉｎｏ，Ｅｉｋｉ

３．協議項目

①Calltoorder

Ｄｒ・Morohashi，ｔｈｅｐｒｅｓｉｄｅｎｔｏｆＡＨＦ，addｒｅｓｓｅｄｔｈｅｗｅｌｃｏｍｅｒｅｍａｒｋｔｏｔｈｅｍｅｍbers

presentandindicatedthatDr・Makino，ｔｈｅｖｉｃｅｐｒｅｓｉｄｅｎｔｏｆＩＨＦａｎｄｔｈｅｍｅｎberof

thelnternationalCommitteeｏｆＪＨＡｗｏｕｌｄｍｏｄｅｒａｔｅｔｈｅｍｅｅｔｉｎｇｏｎhisbehalfNo

objectionwasexpressｅｄＤｒ・Makinothencommentedonthegroundsofhaving

invitedindefinitenumbersofdelegatesfrommemberstatestotheboardmeeting・He

alludedtothefactthatelectionｏｆｔｈｅＢｏａｒｄｍｅｍｂｅｒｓａｔｉｔｓａｎｎｕａｌｍｅetingas

definedintheConstitutionhasnotbeenpracticedovertheyearsandnoneofthe

existingmemberscouldbecalled“authorized”Boardmembersinstrictsenseandthere
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ｗａｓｎｏｗａｙｔｏｔｅｌｌｗｈｏｃｏｎｓｔｉｔｕｅｓｔｈｅmembersoftheBoardHowever，untilthe

mattersettlesclear，ｈｅproposed，３votingrightsforeachcountrywereｔｏｂｅａｌｌｏｗｅｄ

ａｓｈａｓｂｅｅｎｃｕｓｔｏｍａｒｙ・Noobjectionwasexpressedandthemeetingwascalledto

order．

②TheminutesofBoadofGovernorsmeetingheldonNovembｅｒ２０ｔｈｏｆｌ９９１ｉｎ

Ｍａｎｉｌａ，Philippines

Theminuteswasnotavailableatthistime．

③AppointmentofSecretaryGeneral

ThepositionofSecretaryGeneralhasbeenvacantsinceMr・Bustamantedeceased

fromacuteillness・

Ｄｒ、KawakitaputforwardtheproposalofappointingDr・Makinoasthenew

SecretaryGeneralfortheperiodof4years・ThenominationofDr、Makinoasthe

newSecretaryGeneralwassecondedbyDr、Ｈａｈｎｂｕｔｈｅｐｒｏｐｏｓｅｄｔｏｍｏｄｉｆｙｔｈｅｔｅｒｍ

ｏｆｈｉｓｏｆｆｉｃｅｔｏ“ｄｕｒｉｎｇｔｈｅｔｅｒｍｏｆＤｒ・Morohashi'spresidency，，insteadof4years・

TheproposalwassecondedbyDr、BoediarsoandwasagreedunanimouslｙＴｈｅ

chairman，however，ｓｔａｔｅｄｔｈａｔｔｈｉｓｄｅｃｉｓｉｏｎａｓｔｏｔｈｅｌengthofSecretaryGeneral's

termwouldbetentative，asrevisionoftheconstitutionreguiresduemanner．

④FinancialstatementfortheperiodｆｒｏｍＮｏｖｌ９８９ｔｏＪｕｎｅｌ９９２

ＴｈｉｓｗａｓｅｘplainedbyDr・Clemente，theimmediatePastPresident、Ｔｈｅｂａｌancewas

reportedas61,665.00pesos，equivalenttoUS＄2,486.50Shealsoexplainedabout

donationfｒｏｍｍｅｍｂｅｒｃｏｕｎｔｒｉｅｓｔｏｔｈｅＡｓｉａｎＨｏspitalFederationfortheMT・

PINATUBOvictims・DonationtotaledUS＄7,000ａｎｄＵＳ＄4,000ｒｅｍａｉｎｓａｓｃａｓｈｉｎ

ｂａｎｋ

⑤TentativebudgetfortheperiOdfroｍＤｅｃｌ，l９９２ｔｏＮｏv、３０，１９９２

Thebudgetwastabledandexplainedbythechairman、Totalrevenuewasprojected

asUS＄7,115ａｎｄＪＨＡｉｓｔｏｃｏｎｔｒｉｂｕｔｅＵＳ＄9,423tocoverthedeficitresultingfrom

expendituresofUS＄16,538.

⑥ReviewofConstitution

Thechairmanpointedoutthattheexistingconstitutionistheoriginaloneeffected

onSeptember26，１９７１anditwasbeforeIndonesiajoinedtheFederationAccordingto

theconstitution，ｔｈｅＢｏａｒｄｏｆＧｏｖｅｒｎｏｒｓｉｓｔｏｂｅｃｏｍｐｏsedofninememberselected

duringitsannualmeetingbutthishasnotbeenpracticedThereisalsonoclear

descriptionaboutthetermofthepresident・Ｔｈeseareonlyexpamplesandthere
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ａｐｐｅａｒｔｏｂｅｍｏｒｅｉｔｅｍｓｉｎｔｈｅconstitutionthatrequirereviewingorupdating・

Thechairmanthenproposedthatadrａｆｔｏｆａｍｅｎｄｍｅｎｔｉｓｔｏｂｅｍａｄｅｅｉｔｈｅｒｂｙｔｈｅ

ＳｅｃｒｅｔａｒｙＧｅｎｅｒａｌｏｒｂｙｅａｃｈｏｆｔｈｅｍｅｍｂｅｒｃｏｕｎｔｒｉｅｓａｎｄｔｏｂｅｐｒｅｓentedatthenext

meeting

Dr・HahnthenproposedthatthefirstdraｆｔｉｓｔｏｂｅｍａｄｅbySecretaryGeneral，

specifyingreasonsforamendmentaｎｄｓｅｎｔｔｏｔｈｅｍｅｍｂｅｒｓｐｒｉｏｒｔｏｔｈｅｎｅxtmeeting

Dr，Clementesecondedthisbutrequestｅｄｔｈｅａｌｌｏｗａｎｃｅｏｆ３ｍｏｎｔｈｓｐｒｉｏｒｔｏｔｈｅ

ｎｅｘｔｍｅｅｔｉｎｇｆｏｒｅａｃｈｍｅｍｂｅｒｔｏｓtudythedraft・

Ｄｒ、Kiikunithenproposedthatanymemberwhohasproposalofamendmentshould

sendittotheSecretaryGeneｒａｌａｔｌｅａｓｔ４ｍｏｎｔｈｓｐｒｉｏｒｔｏｔｈｅｍｅｅtingsothat

SecretaryGeneralcouldstudyproposalsbeforehemakesthefinaldraft．

⑦Ｎｅｗmembershiprecruitment

Thiswasonlyfortheconfirmationamongthememberstatestocontinueto

promotethｅｒｅｃｒｕｉｔｍｅｎｔｏｆｎｅｗｍｅｍｂｅｒｓｏｆｔｈｅFederation、Ｄｒ・Ｃｌｅｍｅｎｔｅｑｕｏｔｅｄｏｎ

ｈｅｒｅｆｆｏｒｔｏｆｎｅｗmembershiprecruitmentduringherpresidencytermandpointedout

thefactthatmanyoftheAsiancountriesdonothavehospitalassociations，

PossibilityofinvitingThePeople'sRepublicofChinatotheFederationWas

discussedDr、ＹａｕｎｇｏｆＴａｉｗan，Ｒ、○．Ostressedthattheywouldwelcomeany

nationsofAsia，includingThePeople，sRepublicofChina，ｔｏｊｏｉｎｔｈｅＦｅｄｅｒａｔｉｏｎａｓ

ｌｏｎｇａｓｔｈｅｓｔａｔｕｓｏｆＴａｉｗａｎ，Ｒ、０．Oremainsunchanged．

Lastly，Ｄｒ・Kawakitaaskedthecollaborationofthemembercountriesonl994Pan-

RegionalConferencetobehostedbytheJapanHospitalAssociationunderthe

presidencyofDr・Morohashi．

Themeetingwasadjourned
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第１２医療従事者無料職業紹介事業

(表）平成４年度の実績

就職件数５人（医師）の内訳

①専門内科３人

産婦人科１人

②年齢３０代１人

４０代１人

６０代１人

７０代２人

③就職地東北１人

整形外科１人

関東４人

総評

平成４年度の求職件数は医師が49人、看護婦はゼロ、その他７人（事務職５，放射線技師１，ＭＳ

Ｗ１）、合計56人であり、ここ２～３年ほぼ同様の件数である。求人件数は医師101人、看護婦117人、

その他30人、合計248人となっており、この件数も最近の傾向と大差はないが、看護婦については一

病院で多数の求人登録をしてきたところもあり、やや大きな数になった。そして就職件数としては医

師５人が決定し、その内訳が上記のようになっている。平成５年度への繰越件数は医師７人、その他

２人となっている。

現在は医家向け専門誌１誌に医師招へいの広告を掲載し、会員病院からの求人登録を参照して紹介

業務を行っているが、双方の需給の関係（専門科、年齢、希望勤務地等）が一致せずに決定にまで至

らないケースが多い。看護婦その他の職種については求職件数そのものが少なく実績をあげるには至

らないが、現状では医師中心の紹介事業として推移している。

－１４３－

求職件数 求人件数 就職件数 繰越件数

医師 ４９ １０１ ５ ７

看護婦 ０ １１７ ０ ０

その他 ７ ３０ ０ ２

計 ５６ ２４８ ５ ９



第１３病院幹部医会

1．幹事会

１）開催期日

２）会場

３）協議項目

平成４年11月14日出

公立陶生病院

１．セミナーの運営について

2．幹事会・総会

１）開催期日

２）会場

３）協議項目

平成４年12月10曰（木）

日本病院会・会議室

１．セミナー等の収支状況について

２．平成５年度事業計画について

以上原案どおり承認された。

3．幹事会

１）開催期日

２）会場

３）協議項目

平成４年２月19曰（金）

日本病院会・会議室

１．来年度セミナーの運営について
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第１４調査室

本年度は、「病院運営実態分析調査」の他「診療報酬改定による影響率調査｣、「療養型病床に関す

る調査」を実施した。

◎平成４年度病院概況調査報告書

(病院数、病床数、専用病床保有状況）

(入院一外来、救急比率等）

(ＩＣＵ、ＣＣＵ、未熟室、医療機器、コンピュータ等）

(職種、病床規模、１病院当り、100床当り、開設者、常勤、非常勤別）

(診療、薬剤、放射線、検査、給食、事務等）

(寝具、清掃、給食、検査等）

(基準看護、救急告示、手術件数、敷地一建物面積、剖検率、病床利用率、

病院概況

患者状況

設備状況

職員数

部門別業務量

外注委託状況

●
●

●

■
■
■
ロ
ユ
｜
ハ
ロ
〃
］
（
叩
く
囮
）

４．

●
●

●

Ｆ
●
【
虫
）
〈
亘
院
皿
〉
【
〃
〃
０ 他そ の

平均在院曰数等）
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第１５四病院団体連絡協議会

1．総合部会

４月28日㈹１２名

１．医療費改定問題について

２．医療法の改正について

３．看護婦等マンパワー問題について

４．医療機関倒産の現状について

５．自治医科大学卒業生の活動状況について

５月26日㈹１０名

１．医療法改正について

２．医療費問題について

３．看護婦等の人材確保促進法案について

６月30日㈹１０名

１．医療法改正について

２．看護婦等の人材確保の促進に関する法律について

３．看護小委員会の報告について

４．医療費・病院経営問題について

５．病院団体団結について

６．外国人の医療費未払問題について

７月29日附１３名

１．医療法改正について

２．病院団体団結について

３．外国人患者の治療費未払いの件についての要望

８月21日(金）１３名

１．医療法の改正について

２．医療費の改定について

３．エイズ対策について

１０月28曰(水）１３名

１．「看護婦等の人材確保の促進に関する法律」の政１

２．第三次医療法改正について

１２月21曰(月）１４名

１．看護婦等の確保を促進するための措置に関する基

の政省令について

看護婦等の確保を促進するための措置に関する基本的な指針（案）について

－１４６－



2．患者環境改善施設整備事業について

3．看護婦の官民格差是正の要望書（案）について

4．看護婦等医療従事者の採用時留意事項に関する要望書（案）について

５．次期医療法改正について

６．診療報酬の引上げ等について

２月25曰(木）１２名

１．療養型病床群の診療報酬について

２．ＭＲＳＡ対策について

３．看護婦等医療従事者の採用時留意事項について

2．医療制度委員会

平成４年９月16日嗣８名

１）改正医療法・政省令事項について

3．看護小委員会

４月24日(金）１６名

１．基準看護について

２．看護婦の人材確保の促進に関する法律案について

３．看護業務見直し改善事業の概要案について

５月20日㈹７名

１．基準看護について

２．看護婦等の人材確保法案について

６月25日(木）１１名

1．基準看護について

ア．基準看護の改正点について

（厚生省保険局医療課森山課長補佐）

イ．問題点

２．看護職員の勤務体制について

３．看護婦等の人材確保の促進に関する法律について

７月27日(月）１０名

１．国・公立病院と民間病院との正看比率格差の解消について

2．准看護婦の正看登用の方策の再検討

3．医療法改正への対応（療養型病床群について）

－１４７－



４．基準看護無類病院への対応

９月１日㈹９名

１．基準看護について

２．看護婦の引き抜きについて

10月８曰(木）１４名

１．看護婦（士）充足のための官民格差の是正に関する要望（案）について

２．看護婦等医療従事者の採用時留意事項に関する要望（案）について

３．看護業務検討会の報告について

４．准看護婦の看護婦国家試験受験資格取得について

５．中国人看護婦の受け入れ

11月13日(金）１０名

１．看護婦の官民格差是正の要望書について

２．看護婦等医療従事者の採用時留意事項に関する要望書について

３．最近の医療監視の実状について

12月10日(木）１３名

１．看護婦等医療従事者の採用時留意事項に関する要望書（案）について

２．看護学生の奨学金の問題

３．１１月13曰、ＮＨＫで放映された看護問題についての番組をみて

４．基準看護病院の二交替制について（厚生省保険局の最近の見解）

１月27日㈱１１名

１．平成５年度看護婦等確保対策費等の予算（案）について

２．基準看護について

３．看護婦等医療従事者の採用時留意事項について

２月24曰(水）１２名

１．厚生省看護業務検討会の経緯について

２．看護婦等奨学資金に係る契約書等について

３．基準看護について

４．労働時間短縮問題について
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第１６第42回日本病院学会

1．学会長有澤源蔵（医療法人有恵会理事長）

2．テーマ新時代の病院像

一質の向上と機能改革－

３．開催期曰平成４年６月18曰(木)～20日(土)（ただし、２０曰(士)はカルチャーコ

4．開催地大阪府・大阪市

５．会場ホテルニューオータニ大阪

6．演題

（１）特別講演３題

「禅窓」

講師臨済宗天龍寺派管長

座長第４２回曰本病院学会副学会長

「大阪人と大阪ことば」

講師エッセイスト

座長第４２回日本病院学会プログラム委員長

「出雲から長寿福祉社会を考える」

講師出雲市市長
バージニア大学客員教授

座長第４２回日本病院学会副学会長

20曰出はカルチャーコースのみ）

平田精耕

岸口 繁

和多田勝

牧安孝

岩國哲人

中野博光

(2)シンポジウム３題

「新時代の病院像一質の向上と機能改革一」

司会日本病院会会長

漬者厚生省健康政策局指導課課長

″ 公立みつぎ総合病院院長

″ 公立陶生病院事務長

〃 淀１１１キリスト教病院院長

〃 総合病院多根病院総婦長

「曰本の医療保険制度は将来の国民の健康を守れるか」

司会京都大学経済学部教授

漬者社会保障研究所主任研究官

″ 帝塚山大学教授

芳
寛

夫
睦
昇
哉
彌
子

諸
今
山
中
白
西

橋
田
口
尾
方
本

親
誠
英

村
木
田

周
安
直

西
高
跡

雄
澄
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者
差
会
者

〃
〃
較

〃
〃
〃
〃

漬
院
司
演

病ｒ

朝日新聞編集委員

近畿大学医学部公衆衛生学教室助手

佐藤病院院長

一中小病院問題を踏まえて－」

有
岡
佐

郎
司
杉

岡
本
藤

悦
眞

ＮＨＫ解説委員

国立がんセンター名誉総長

良

雄
隆
彦
ち

行
杉
吉
中
廣
中

天
村
田
島
田
後

日本医師会常任理事

ノンフィクション作家

大浜第一病院院長

医療法人愛仁会理事長

清
み
耕

勝

(3)一般演題305題

7．医療人の集い（ホテルニューオータニ大阪）

8．併設集会

ＡＨＦフォーラム

「各国医療制度の問題点」

スピーカー各国病院代表

司会 聖路加国際病院顧問 牧野永城

9．併設カルチャーコース

（１）大阪府内の病院見学

（２）大阪周辺の３コース

10．同時開催展示会

’92大阪国際メディカルショー (大阪城ホール）

11．参加者延べ6,000名

12．プログラム（別掲）

－１５０－



身ﾗｑＥｕロ判あう内〃E十エーロイ臣靱己新時代の病院像 質の向上と機能改革

特別講演(1)
平田精耕

翠鵬の間
(1200席）
翠鵬の間
(1200席）

シンポジウム(1)新時代の病院像
一質の向上と機能改革一

第１会場
（２Ｆ）
第１会場
（２Ｆ）

特別講演(2)
和多田勝

開会式
医療人の集い
１８:３０～

参加費7,000円

い

看護部門１，

着讓冒冒重TI7耐ｉ－Ｔ７燕~、）
第２会場
（２Ｆ）

鳳凰の問

(400席）
体

登録受付

（２階ロビー）

*6/18㈱午前９:00～

＊6/19(金)午前８:15～

登

（２

*6/18（

＊6/19（

罐|蕊
事務管理

（lX2X3)(4)(5)
あやめの間
（200席）

公第３会場
（Ｂ１Ｆ）

給食･栄養部門
（1X2X3)(4)

さつきの間
（200席）

救急
医療

地域医療
(1)(2)

第４会場
（Ｂ１Ｆ）6/１８

㈱ 看護部門２

看護ﾗﾗ貢7冒藺千惠-5~5ﾗｰmmTJ7511-看調f青
もくせいの間

（200席）
第５会場
（Ｂ１Ｆ） 憩

病
機iii院施贄襲

情報
管理

ももの間
(200席）

リハビリテーション
(1)(2)(3)

第６会場
（Ｂ１Ｆ）

学会評議員会
（２Ｆ）

はくちようの間
（150席）

評議員会

ｌ
」
巴
Ｉ

'９２大阪国際メディカルショー
（大阪城ホール）

シンポジウム(2)

８本の畷離雛ｌｔ職の国民の腱駐守れるか

△
エ
今
二

学
総 特別講演(3)

岩国哲人
第１会場
（2Ｆ）

翠鵬の間
(1200席）
翠鵬の間
(1200席）

シンポジウム(3)
病院鱸－中小病院IM1題蝿まえて－

開会式
８本の畷雛８本の畷雛

登登 看護部門３ 看護部門４第２会場
（２Ｆ）

鳳凰の間
(400席） 体 改善･考案（lX2X3）患者サ

病陽
（1Ｘ

患者サ

病陽
（1Ｘ

患者サービス（lX2X3X4X5）

病院経営
（1X2)(3)

福祉
部門雛｜
教育･研ｌ

ＵＸ２）

老人､訪問･在宅医療
（1X2)(3)(4)

第３会場
（Ｂ１Ｆ）

あやめの間
（200席）

録録 病院建築

教育･研修
（1X2）

薬剤部門
（lX2X3X4）

検査部門
（lX2X3）

第４会場
（Ｂ１Ｆ）

さつきの間
（200席）

街権高街権高
6／１９

(金） 看護部門５

蚕霄号棄~iJ1T5Y51￣ｒ塞牽
看護部門６第５会場

（Ｂ１Ｆ）
もくせいの間
（200席）

舌目
J1凸jｂ

一般看護･心理（lX2X3）

看護部門７

惠著7E薄~TI1i百丁丁蒋ﾗ臆
放射線部門
(1)(2X3)(4)

ももの問
(200席）

第６会場
（Ｂ１Ｆ）

はくちようの問
（150席）

ＡＨＦフォーラム

（2Ｆ）
ＡＨＦフォーラム

各国医療制度の問題点

'９２大阪国際メディカルショー
（大阪城ホール）

月日 9時１０時１１時１２時１３時１４時１５時１６時１７時１８時１９時２０時
ＩＩＩｌＩｌｌＩＩＩｌＩlＩＩＩＩＩＩｌＩＩＩ

6/1７
(zk）

日本病院会
日病会長･副会長会議
(２Ｆせきれいの間）

日病合同理事会
(Ｂ１Ｆさつきの間）

日病･大病･私病合同役員会
(２Ｆ鳳凰の間）



第１７第33回日本人間ドック学会

1．学会長長崎彬（高知赤十字病院院長）

2．テーマ医療の進歩に伴う人間ドックの役割

3．開催期日平成４年９月３曰(木)～４日(金）

4．開催地高知県・高知市

5．会場高知県民文化ホール

6．演題

（１）学会長講演１題

「人間ドックの問題点について」

講師第33回日本人間ドック学会長
高知赤十字病院院長

座長日本人間ドック学会理事長
岡山赤十字病院院長

（２）特別講演１題

「人間ドックは健やかな長寿社会への鍵

一実験医学とＷＨＯ世界調査からの最新情報一」

講師島根医科大学病理学教室教授

座長高知医科大学公衆衛生学教授

（３）招待講演（公開講演）１題

「寺田寅彦とその周辺」

講師元共同通信社常務理事

座長第33回曰本人間ドック学会長

（４）教育講演２題

「人間ドックにおける検診技術の進歩」

講師高知医科大学臨床検査医学教授

座長田中整形外科病院院長

「乳癌検診と画像診断法」

講師徳島大学医療技術短期大学部教授

座長高知市立市民病院院長

長崎彬

依田忠雄

家森幸

大原啓

男
志

山田

長崎

郎
彬

佐々木匡秀

田中稔正

森本忠興

山本彰芳

－１５２－



臨床予防医学委員会報告１題

「人間ドック・自動化健診全国集計」

報告日本病院会臨床予防医学委員会・学術図書委員
牧田総合病院副院長

座長曰本人間ドック学会前理事長
大阪赤十字病院名誉院長

シンポジウム２題

「人間ドックにおける肥満と疾病」

司会高知赤十字病院内科部長

１）定義・判定・診断・疫学

横浜市立大学医学部第三内科助教授

２）糖尿病

広島原爆障害対策協議会健康管理・増進センター副所長

３）高血圧一肥満者における高血圧のリスクファクター－

福岡大学医学部健康管理学教室助教授

(5)

笹森典雄

二本杉皎

(6)

近森一正

井上修

伊藤千賀子

守田則

小川健

４）肝・胆疾患について

日本赤十字社医療センター第一消化器科診療副部長

〔特別発言〕

若年層（大学生）における肥満とその問題点

名古屋大学総合保健体育科学センター教授

５）産婦人科疾患

徳島大学医学部産科婦人科学教室教授

６）治療一減量指導のすすめかた－

東京慈恵会医科大学健康医学センター相談部医長

「人間ドックと癌検診」

司会日本赤十字社熊本県支部健康管理センター所長

１）肺癌検診

高松赤十字病院外科部長

２）人間ドックにおける胃癌検診

山梨県厚生連健康管理センター所長

３）下部消化管の癌について－特に早期大腸癌の発見について－

秋田赤十字病院外科部長

吉次通泰

佐藤祐造

青野敏博

大野誠

小山和作

森田純

小林－久

工藤進英
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４）肝・胆・膵・腎癌について－腹部超音波検診成績をもとに－

日本赤十字社熊本県支部健康管理センター健診部長

５）人間ドックと子宮癌検診

藤間病院産科婦人科部長

(7)ワークショップ１題

「人間ドックにおける一次予防について」

司会東京警察病院顧問

１）人間ドックにおける一次予防としての食事栄養指導の役割

（財)ライフプランニングセンター

２）人間ドックにおけるこれからの栄養指導について

牧田総合病院附属健診センター栄養部

３）人間ドックにおける運動指導の実際

名古屋大学総合保健体育科学センター助教授

４）骨ドック（骨密度測定法）の試み〔第一報〕

富田浜病院健康増進センター

原修

清水謙

鈴木豊明

寄崎靖子

浦邦子

島岡情

大西孝枝

河野稔彦

5）人間ドックにおける禁煙教育の評価

曰本赤十字社熊本県支部健康管理センター 盛川恵美子

竹野紀美子

6）禁煙セミナーの実際

(財)秋田県総合保健事業団ドック健診課 中村泰子

永井裕子

７）人間ドックの領域における、疲労の診断とその意義

東京警察病院保健検診センター

(8)一般演題155題

成田登喜子

7．併設展示会

医療関係機器等の展示、実演

8．参加者1,200名（登録参加）

9．プログラム （別掲）
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第33回日本人間ドック学会日程
第１日（９月３日 第２日（９月４日

ｌ
忌
中
Ｉ

時刻 第１会場 第２会場 第３会場 第４会場 第５会場

虹
・
皿

●
●
●
●

８
９
９

０

０
１
２
３
４
５
６
８
３

７
１

１
１

１
１

１
１

１
１

８１

一

(県民文化ホール）（県民文化ホール）（中央公民館）（医師会館）（グリーン会館）

受付

開会式

学会長講演

シンポジウムＩ

｢人間ドックに

おける肥満と

疾病」

←「人間ドックの問題点について」

長崎彬

体

評議員会(高知新阪急ホテル）

総会

臨床予防医学

委員会報告

教育講演Ｉ

←「人間ドック・自動化健診全国集計報告」

笹森典雄

←「人間ドックにおける検診技術の進歩」

佐々木匡秀

ワーク

ショップ

｢人間ドックに

おける一次子

防について」

脂質

(1～6）

循環器Ｉ

(7～11）

循環器1１

（12～16）

循環器、

（17～21）

検診システム

（22～27）

健診

（28～32）

懇親会(高知新阪急ホテル）

肥満Ｉ

(33～36）

肥満Ⅱ

(37～40）

肥満IⅡ

(41～44）

糖代謝Ｉ

(45～49）

糖代謝1１

(50～54）

骨・他

(５５ ５ 8）

上部消化管

（59～“）

大腸Ｉ

（65～68）

大腸１１

（69～72）

大腸IⅡ

（73～76）

肝・胆Ｉ

（77～80）

肝・胆Ⅱ

(８
－－h

ｌ～５コノ

体力・運動Ｉ

（86～90）

体力・運動１１

（91～95）

検査Ｉ

（96～99）

検査1１

（100～103）

検査皿

（10凶|～107）

食事・栄養

（108～111）

時刻 第１会場 第２会場 第３会場 第４会場 第５会場

、
犯
如
一

０
１

２
３

４
５

６
７

８
８
８
８
９

１
１

１
１

１
１

１
１

１

受付｜受付｜受付’
泌尿器

(112～114）

腎

(115～119）

鰯

受付

甲状腺
(135～138）

乳腺

(139～142）

癌検診

（143～145）Ｉ

←「人間ドックは健やかな長寿社会への鍵」

←

－実験医学とWHO世界調査からの最新情報一

家森幸男

｢乳癌検診と画像診断法」

森本忠興

受付
､

`し、理

(146～150）

ストレス

(151～155）

生活指導Ｉ
(120～124）

生活指導１１
(125～128）

脳

（129～131）

眼科・その他
（132～134）

休憩

シンポジウム1１

｢人間ドックと

癌検診」

閉会式

招待講演

(公開講演）

←「寺田虎彦とその周辺」

山田一郎



第１Ｓ第１s回曰本診療録管理学会

1．学会長山本修三（済生会神奈川県病院院長）

2．開催期曰平成４年９月10曰(木)・１１日(金）

3．開催地神奈川県・横浜市

4．会場パシフィコ横浜（横浜国際平和会議場）

5．演題

（１）教育講演１題

「ＩＣＤ－１０；概要と改正点」

厚生省統計情報部ＩＣＤ室室長

司会日本医科大学医療管理学教室

（２）特別講演１題

「医療記録と医史学一ジェンナーとパストゥールを巡って－」

川崎市立井田病院総合医療部長
慶応義塾大学医学部医史学客員教授

司会第18回日本診療録管理学会会長

（３）会長講演１題

「情報提供からみた診療録管理」

済生会神奈川県病院院長

司会大阪厚生年金病院名誉院長

（４）シンポジウム１題

「情報化社会における診療録管理室の役割」

司会産業医科大学

１．診療録管理室に対する医師からの要望

沖縄県立中部病院外科

２．看護と診療録管理

鹿児島大学医学部附属病院医療情報部

３．情報化社会におけるパラダイムシフトと診療録管理

曰鋼記念病院

４．診療録管理士の立場から

新潟市民病院診療情報部病歴室

合誠義

崎榮

河
岩

大村敏郎

山本修三

山本修三

岡益尚

江川寛

松本廣嗣他

宇都由美子他

西村昭男

金子裕子
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５．情報システム担当の立場から

産業医科大学病院管理学教室舟谷文男

(5)ワークショップ１題

「診療録管理室の基本業務一病院機能標準化マニュアルを踏まえて－」

司会日本病院会副会長河北博文

１．診療録管理室の基本業務一病院機能標準化マニュアルを踏まえて－

新潟市民病院木村明

２．情報処理の立場からみた診療録管理

自治医科大学附属大宮医療センター医療情報部渡邊亮一

３．診療録管理室の基本業務一病院機能標準化マニュアルを踏まえて－

北里大学東病院病歴部長澤哲夫

４．原点に戻り、診療録管理室の必要性が問われる今一基本業務とその基準について－

虎の門病院病歴室三浦葉子

５．診療録管理業務の基準と将来に向けての提案大阪府立病院病歴室大津淑子

一般演題５０題

漬題１～４座長杏林大学医学部病院管理学信川益明

松村総合病院診療管理部有坂馨

コンピュータ

１．リレーショナルデータベースによるレセプトデータと病名コードの複合条件検索

新潟大学病院病歴管理室松井一光他

２．パソコンを利用した診療録管理システムのグレードアップ

北九州総合病院西村茂他

３．病歴管理システムの開発とその導入効果

大阪厚生年金病院医療情報課魚澤正克他

４．パソコンを使った脳神経外科診療録管理

国立横須賀病院脳神経外科露無松平他

演題５～９座長国立名古屋病院安井昭二

浜の町病院診療録管理室戸次弍子

保管・ファイリング

５．診療録の長期保管の実態一東海・北陸地方でのアンケート調査一

国立名古屋病院新実光朗他

(6)
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６．不活化外来診療録の管理一過去10年間の経験から－

熊本市立熊本市民病院診療録管理室岡本和子他

７．外来カルテ保管の貸倉庫利用について

北里大学病院病歴センター部左右木茂他

８．聖マリアンナ医科大学病院放射線部における放射線画像の業者委託

聖マリアンナ医科大学病院放射線部ファイル室本田和俊他

９．診療録管理業務の効率化一保管・ファイリングに人間工学的考えを導入して－

社会保険小倉記念病院診療録管理室三宅裕子

演題１０～1３座長横浜赤十字病院宗雪武

共和病院病歴図書室金明江

統計（１）

１０．地域医療システム化における医療情報管理室の役割

東海大学医学部病院管理学教室鈴木荘太郎他

１１．外来新規来院患者の動態調査―特に同規模２病院の比較について－

国立福岡中央病院小児外科矢加部茂他

１２．救命救急センターに関する基礎的研究一救急患者の動向について－

杏林大学医学部付属病院病歴室山川桂子

１３．名大病院での癌登録の状況名古屋大学病院医療情報部病歴管理室水野智他

演題１４～2０座長佐賀医科大学附属病院検査部只野壽太郎

宮城県対がん協会奥野ヨシ

指定課題：診療録管理室と情報サービス

１４．退院時サマリとレセプト情報を用いた病院経営管理情報サービス

日本大学医学部医療管理学教室梅里良正他

１５．当院の主要傷病における医療費について

福井県立病院病歴管理室岡田妙子他

１６．病院機能評価の－試み－改定診療報酬と在院患者特性一

産業医科大学病院病歴部森静代他

１７．佐賀医科大学附属病院における過去10年間の情報サービス状況

佐賀医科大学附属病院医事課医療情報係診療録センター久保田幸子他

１８．診療録管理室における情報の収集とサービス

北九州総合病院診療録管理室亀谷和代他

１９．医療情報の有効的活用のための考察

中部労災病院病歴室毛利文子
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２０．フロッピーで提供する病歴情報サービス

済生会神奈川県病院病歴図書室吉崎悦子他

演題２１～2５座長済生会中央病院伊賀六一

聖路加国際病院診療記録管理室鳥羽克子

在院曰数・他

２１．疾患別およびＩＣＤ－９大分類別平均在院曰数の長期観察とその分析

新潟市民病院診療情報部病歴室若杉美恵子他

２２．主要入院疾患別在院日数比較

淀川キリスト教病院病歴管理室高本進他

２３．救命救急センターに関する基礎的研究一高齢患者利用の統計的分析一

杏林大学医学部付属病院病歴室松岡三香他

２４．新生児集中治療施設に関する基礎的研究一入室患者の分析一

杏林大学医学部付属病院病歴室小林恵他

２５．ＩＣＤ－９とＩＣＤ－ｌＯの比較：循環系疾患について

｜|頂天堂大学医学部付属順天堂医院診療録中央管理室丸林葉子他

演題２６～3０座長国立肥前療養所医療情報室田原孝

北里大学病院病歴センター伊藤雄次

教育

２６．医学生のための症例検索実習について

東海大学医学部病院管理学教室馬淵米子他

２７．医学部卒前教育において診療録管理室が果す役割：順天堂大学付属病院での経験

順天堂大学医学部外科学小児外科平井慶徳他

２８．診療録管理と医師の意識一整理期間の短縮化一

東京慈恵会医科大学第１外科学教室山田智津子他

２９．診療録における看護記録の役割

国立肥前療養所看護部山崎不二子他

３０．学校教育による診療録管理の教育内容の充実について

国際医療管理専門学校橋本龍清他

漬題３１～3５座長日本大学医学部医療管理学教室梅里良正

福井県立病院病歴室五十嵐よしゑ

データ様式

３１．カルテ内フォーマットの整理と統合について

東海大学医学部付属病院診療協力部霞堂直史他
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３２．パソコン利用による退院患者データ処理の試みについて

川崎医療福祉大学医療技術学部医療情報学科谷口和夫他

３３．パソコンによる退院診療録管理

秋田県厚生連由利組合総合病院診療録管理委員会村井智他

３４．ＢＡＳＩＣを利用した退院時サマリーのデータベース設計

宮城県立登米保健所柏木誠

３５．当院５年間の退院患者統計に基づく標準書式の疾患項目の再検討

安城更生病院中央病歴室荒川直子他

演題３６～4０座長横浜市立大学医学部附属病院医療情報部加藤情

日生病院病歴室小坂清美

指定課題：オーダリング・システムと診療録管理

３６．病床管理システムと連携した診療録管理システム

筑波大学附属病院病歴部高田彰他

３７．本院におけるトータル・システムと診療録管理について

北里大学病院中央診療施設系部病歴センター部原利郎他

３８.オーダリングシステムとリンクした診療録の電子ファイリングシステム

鹿児島大学医学部附属病院医療情報部熊本一朗他

３９．オーダリング・システムと入院診療録について

曰鋼記念病院医療情報システム事業部宮保康宏他

４０．オーダリングシステムと病歴室一退院情報と検査情報について－

済生会神奈川県病院病歴図書室堀田和子他

演題４１～4６座長済生会横浜市南部病院竹村浩

市立江別総合病院病歴室倉部直子

運営・管理

４１．診療録管理業務におけるトラブルの現状と反省

佐賀医科大学附属病院医事課医療情報係診療録センター重田イサ子他

４２．－フロアでの診療録・フィルム管理の実際と反省

北九州市立医療センター医療情報管理室寺延美恵子他

４３．総合病歴管理について

富山市民病院中央病歴室山地正三他

４４．当院における診療録管理部の位置付けと役割

曰鋼記念病院病歴室佐藤正子他
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４５．役立つ医療情報室を目指して－アンケート調査から一

新千里病院医事課医療情報室後藤朗美他

４６．１患者。l診療録制への移行

北九州市立医療センター松岡順之介他

漬題４７～5０座長警友総合病院横山剛

名古屋第一赤十字病院病歴管理課鈴木英雄

統計（２）

４７．救命救急センターに関する基礎的研究一来院時心肺停止の症例について￣

杏林大学医学部病院管理学教室

48．高齢者県の死亡動向及び悪性新生物の統計的分析

松江赤十字病院病歴図書管理課

49．専門病院における院外死亡システムの重要性

福井心臓血圧センター福井循環器病院病歴管理部

信川益明他

片寄順子

村中美知子他

50．死亡診断書の書き方と評価

川崎医科大学附属病院医学資料部 中島行正他

実参加者850名
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第19,92国際モダンホスピタルショウ

マ：価値ある健康愛される病院

期：平成４年７月９日(木)～11曰(土）

午前10時～午後５時

場：東京・池袋サンシャインシティ文化会館２．３．４階

く会場面積7,700㎡〉〈展示面積3,200㎡〉

（⑤170東京都豊島区東池袋３－１－４）

催：社団法人曰本病院会

社団法人曰本経営協会

援：厚生省外務省通商産業省郵政省消防庁東京都日本貿易振興会㈱製品輸

入促進協会㈱日本医師会㈱日本歯科医師会㈱日本薬剤師会㈱曰本看護協会

0M)医療情報システム開発センター（1M)日本医薬情報センター側医療機器センター

㈱医療関連サービス振興会㈱全国自治体病院協議会㈱全日本病院協会㈱曰本精

神病院協会㈱曰本医療法人協会全国公私病院連盟㈱日本病院薬剤師会㈱曰本

栄養士会㈱日本放射線技師会拙曰本臨床衛生検査技師会㈱曰本理学療法士協会

㈱曰本作業療法士協会㈱全国病院理学療法協会㈱東京都臨床衛生検査技師会

⑪日本作業療法士協会㈱全国病院理学療法協会㈱東京都臨床衛生検査技師会

出展各国大使館（順不同）

賛：全国社会福祉協議会曰本医療機器関係団体協議会㈱曰本エム・イー学会㈱曰本

放射線機器工業会拙曰本電子機械工業会曰本薬科機器協会日本医科器械商工団

体連合会曰本医用機器工業会曰本医療器材協会曰本人工臓器工業協会曰本理

学療法器材工業会曰本医用光学機器工業会日本分析機器工業会㈱日本衛生検査

所協会㈱曰本衛生材料工業連合会（1ｌｂ日本医療食協会㈱日本健康治療機器工業会

㈱曰本病院寝具協会㈱日本病院建築協会⑪全国消防機器協会医事コンピュータ

協議会日本在宅医療福祉協会（id)東京都医療社会事業協会（順不同）

容１．環境・設備関係

(1)

(2)

う
く
玄

(3)会

(4)主

(5)後

(6)協

展示内容１．環境・設備関係

２．医療機器関係

３．医療材料関係

４．医療情報システム・事務機器関係

５．院内物流システム関係

６．ホームヘルスケア・リハビリ機器関係

７．患者サービス関係

(7)
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８．人材教育・その他

(8)特別企画事業

①医療機器部門

テーマ：「愛される病院～病院サービスについて～」

②ホームケア部門

テーマ：「アクティブな生活支える福祉機器」

③医療情報部門

テーマ：「患者とのコミュニケーションを支える情報システム」

(9)研究会・シンポジウム

①研究会

＊定例栄養管理・調理合同研究会

＊定例人事労務・総務合同研究会

＊定例放射線研究会

＊定例会計経理研究会

＊定例薬事管理研究会

②セミナー

＊医療紛争防止のためのセミナー

③シンポジウム

＊日本病院会特別シンポジウム

「それぞれの立場における医療廃棄物の実際」

＊国際シンポジウム

「２１世紀に向けての保健・医療・福祉の連携」

(１０展示規模

※輸入製品展示について

曰本国内で取り扱っている海外製品及び海外直接出品製品が下記の在日大使館の協力を得て展

示された。

ＵＳトレードセンター・イギリス大使館・イタリア大使館・オーストラリア大使館・オランダ

大使館・スウェーデン大使館・デンマーク大使館・ドイツ大使館・フランス大使館（順不同）

－１６３－

9２ 157社／7,700㎡（展示面積3,200㎡） 輸入品展示42社

9１ 176社／7,700㎡（展示面積3,450㎡） 輸入品展示42社

9０ 155社／7,700㎡（展示面積3,300㎡） 輸入品展示27社

8９ 152社／7,700㎡（展示面積3,000㎡） 輸入品展示34社



01）来場者数

総入場者数：48,860名（昨年50,140名）

※団体見学（医療専門学校）１７校1,131名（昨年23校1,718名）

国際モダンホスピタルショウ来場者推移

(１０００名）６０

５０

４０

３０

２０

１０

０

８７’８８’８９’９０’９１ ９２

’9１（第18回） 人数 ’9２（第19回）人数

第１曰７月11日(木１７２８０

第２曰７月12曰（金）１８３３０

７月９日(木） １６８５０

７月10日閏 １８１２０

第３曰 ７月13曰仕） １４５３０ ７月11日仕） １３８９０

合百十５０１４０ 合計４８８６０

02）「'92ホスピタルガイド」の刊行

（１）「'92ホスピタルガイド」の刊行

内容：①会社紹介②製品解説③製品メーカー名簿

体裁：Ｂ５版横組本文144ページ

発行部数：70,000部

※出展社の会社紹介および製品解説を中心に編集したもので、国際モダンホスピタルショ

ウ出展社に限らず、病院経営に役立つ情報誌として刊行。

※後日の機種決定・導入等の参考資料として利用できるように企画・編集し、会期中招

待状持参者に無料で配付した。

（２）「会場案内」の刊行

①主催者挨拶

②開催企画について

③各会場案内図

④出展社名簿

－１６４－
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9１（第18回） 人数

第１曰 ７月11曰(ﾌk） 17,280

第２曰 ７月12曰(金） 18,330

第３曰 ７月13曰(土） 14,530

合計 50,140

9２（第19回） 人数

７月９曰(ﾌﾄﾞ） 16,850

７月10曰㈲ 18,120

７月11曰(土） 13,890

合計 48,860



第20,92ヘルス展

１テーマ：「ヘルスからウエルネスヘーからだに、ピース｡」

「遊」「悠」「働」「動」を体感してください。

２名称：「'92へルス展く第８回〉」

３会期：平成４年７月９日(木)～11日(土)までの３日間

午前10時～午後５時

４会場：ワールド・インポート・マート・ビル４階センターホールＡ

東京・池袋サンシャインシティ（〒170東京都豊島区東池袋３－１－４）

５主催：社団法人日本病院会／社団法人曰本経営協会

６後援：厚生省農林水産省労働省東京都特別区長会曰本貿易振興会㈱製品輸入促

進協会（順不同）

７協力：㈱日本ウエルネス協会

８協賛：㈱曰本医師会㈱日本看護協会㈱曰本栄養士会㈱東京都医師会０M)保健会館健

康保険組合連合会側日本レクリエーション協会⑪日本健康治療機器工業会（1M)医

療情報システム開発センター㈱生命保険協会㈱健康・体力づくり事業財団０M)東

京都予防医学協会㈱余暇開発センター6M)学校福祉協会中央労働災害防止協会

側曰本健康食品協会0M)曰本健康スポーツ連盟㈱日本スポーツ用品工業協会0M)曰

本電子治療器学会全曰本健康自然食品協会㈱スポーツ産業団体連合会曰本ミネ

ラルウォーター協会曰本勤労者健康開発協会㈱日本フィットネス産業協会㈱曰

本エアロビックフィットネス協会曰本ウエルエージング協会（順不同）

９入場料：無料

１０出展社数：６２社

１１総入場者：３日間延べ40,790人

１２会場面積：約2,400㎡

１３展示面積：約1,500㎡

１４展示対象：■遊・悠●エステティック、クアハウス、入浴関連

●音楽、映像、書籍、芸術関連

●シルパーライフ関連

●アウトドアライフ、レジャー関連

●リゾート、旅行関連

●自然食・飲料関連

●化粧品、香り、雑貨関連
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●寝具、衣料、インテリア関連

●趣味、玩具、ペット関連

●リラクゼーション関連等

■働・動●機能性食品、栄養補助食品

●健康維持、体力増進、治療関連

●体力測定機器・システム

●人間ドック関連

●アメニティ用品

●ストレス解消関連

●環境制御機器・システム関連

●各種保健、福利厚生関連

●スポーツ、フィットネス用品・施設

●企業フィットネス関連等

○同時開催

’92国際モダンホスピタルショウ（第19回）

テーマ「価値ある健康、愛される病院」

東京・池袋サンシャインシティ文化会館２．３．４．７階

展示規模・来場者数の推移

展示規模

○ヘルス展の第１回開催は1985年第26回日本人間ドック学会併設展示会として東京：五反田のＴＯ

Ｃピルで開催した。以降毎年東京で開催することとなる。

出展社数 会場面積 展示面積 来場者数

244㎡'86へルス展 ２８社 150㎡ ３６２８名

’87へルス展 ５３社 464㎡ 280㎡ ４７５２名

’88へルス展 ５１社 １６００㎡ 960㎡ ７１７３名

５１社 １６００㎡ 960㎡’89へルス展 ４９４０名

３７社 １６００㎡’90へルス展 960㎡ ５７９０名

800㎡’91へルス展 ３０社 300㎡ ３９３４０名

’92へルス展 ６２社 ２４００㎡ １５００㎡ ４０７９０名

－１６６－

名称 出展社数 会場面積 展示面積 来場者数

'86へルス展 28社 244㎡ 150㎡ 3,628名

'87へルス展 53社 464㎡ 280㎡ 4,752名

'88へルス展 51社 1,600㎡ 960㎡ 7,173名

'89へルス展 51社 1,600㎡ 960㎡ 4,940名

'90へルス展 37社 1,600㎡ 960㎡ 5,790名

'91へルス展 30社 800㎡ 300㎡ 39,340名

'92へルス展 62社 2,400㎡ 1,500㎡ 40,790名



(名）

4５，０００

４０，０００

３５，０００

３０，０００

２５，０００

２０，０００

１５，０００

１０，０００

５，０００

０

9０ｌ,３４「

4.94(］628…..…４5．４１０

'８５’８６’８７’８８’８９ '９０ '９１ '９２

曰別来場者数

曰９２へルス展来場者数天候

初日７月９曰（木）１４６８０名のち

２日目７月10日（金）１５２４０名

３曰目７月11曰仕）１０８７０名

合十４０７９０名

来場者数

７月10日(金） １５２４０名

４０７９０名

企画事業

ウエルネスの達人セミナー

○ＰＡＲＴＩ「遊悠」編

７月９日(木)１３：３０～１５：００

横澤彪氏

（㈱フジテレビジョン編成局ゼネラルプロデューサー）

○ＰＡＲＴⅡ「働動」編

７月10曰(金)１３：３０～１５：ＯＯ

山岡有美氏

（エアロビックインストラクター）

菊田敬子氏

（ニュートリショニスト）

－１６７－

曰 '92ヘルス展 来場者数 天候

初曰 ７月９曰(ﾌﾄﾞ） 14,680名 券のち苧
２日目 ７月１０日(金） 15,240名 券

３曰目 ７月11曰(土） 10,870名 灘

合計 40,790名



○ＰＡＲＴⅢ「ビジネス」編

７月11日出１３：３０～１５：０O

桜井孝宏氏

（㈱資生堂ウェルネス取締役社長）

ステージ

○楽しさ発見１

協力：㈱日本レクリエーション協会による、マウンテンバイク・ローラーブレードのデモンスト

レーション及び来場者参加の余暇生活パターンチェック、ニューススポーツ（ターゲットバード

ゴルフ・ディスクゴルフ）に挑戦などを実施、来場者に好評であった。

○ウエルネス武道体操ワークショップ

協力：飛天オフィス

７月９曰(木)から11曰(士)までの３曰間、毎曰２回１２：３０～、１５：３０～の各30分間、武道体操の実演

と来場者に対し、ワンポイントレッスンを行った。戸惑いながらも、講師の実演の真似をして体

験していた。

○正しい歯の磨き方の指導

協力：㈱へルステック

来場者に参加してもらい歯科衛生士が歯の磨き方を実演・指導した。

前掛けを掛けた中年男性が真剣に歯磨きをする姿は結構見学者の笑いを誘っていた。

○計りましたか？体脂肪計１

協力：㈱ケット科学研究所

近赤外線体脂肪計“フィットネスアナライザー”による体組成分析で「肥満度」「体脂肪率」を

算出し、測定結果を自分で評価する。

老若男女がステージ前に集まり、こぞって測定を始めた、測定結果に悲喜こもごもに賑わってい

た。

○おいしい紅茶の飲み方の紹介

協力：（有)ザイン

新鮮な紅茶も煎れかたひとつでひと味ちがう。豊かな味わいと安らぎのひとときを与える紅茶の

煎れかたを実演した。

○あなたの病気み_つけた１

クイズで元気１知恵は体を救う１

協力：「食」医学研究会

クイズ形式で健康に関する考えかたを提案。来場者に参加してもらいステージからクイズを出題
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し、回答してもらう。正解者には粗品を差し上げた。

ウエルネスｌＮＦＯランド

○情報コーナー

出展社を中心にウエルネスを指向する製品や地球環境を考えたエコグッズなどを展示した。

○ポスター・パネル、カタログコーナー

出展社の製作したポスターやパネルを掲示した。

栄養指導相談コーナー

協力：聖路加国際病院栄養科

食生活に関する質問用紙に日常生活について記入してもらい、栄養士がチェックし、改善点があ

れば、指導する。

カフェラウンジコーナー（休憩所）

協力：大塚製薬㈱

ステージ前にカフェラウンジを設けて、休憩所として開放し、ダイエット飲料・カルシウム食品

を無料で来場者に提供した。

出展者交流会

平成４年７月10日(金)１８：００～

サンシャインシティ文化会館５階特別ホール

２曰目の会期終了後へルス展出展者およびホスピタルショウ出展者を中心に交流会を実施。あち

こちで歓談に盛り上がっていた。

アンケート調査の実施

へルス展会場内ウエルネスＩＮＦＯランドに設置。来場者にアンケート用紙を渡し、記入してい

ただいた。３曰間で延べ1,186件の回答があった。

－１６９－



第２１日本病院会政治連盟報告

1．平成４年度連盟役員会

４月25曰(土）ダイヤモンドホテル出席者15人（中央幹

く議題〉

１）平成３年度活動報告

２）平成３年度決算報告

３）日本病院会顧問議員団との懇談の件

４）役員改選の件

〈資料〉

１）平成３年度政連関係の活動概要

２）日本病院会政治連盟平成３年度収支報告書、監査報告書

３）顧問議員団名簿、朝食会案内

４）日本病院会政治連盟会則

５）都道府県における病院団体の組織状況

(中央幹事会）

曰本病院会顧問議員団朝食会

５月７曰(木）自由民主会館８Ｆ

出席者顧問議員側２０人（本人14、代理６）、欠席３人

厚生省２人

曰本病院会７人

く議題〉

１）医療費改定について

２）医療法改正について

く資料〉

１）総合病院・中小病院いじめの改定

２）医療費改定の影響率

３）医療法改正の具体的骨子・政省令案

（曰病政連会報第16号に掲載）

２．

11月25日(水）自由民主会館８Ｆ

出席者顧問議員側２１人（本人15、代理６）、欠席０人

日本病院会６人

－１７０－



<議題〉

１）病院をとりまく諸問題について

く資料〉

１）破綻の危機に直面する病院経営

２）一般病院移動年計による医業収支表

３）1992年度県別販路別売上表（医薬品）

４）医療機関倒産の年次推移、月別状況

５）病院団体連合（盟）創設の提唱（案）

６）患者環境改善施設整備事業の要求概要

７）看護婦不足対策と問題点（基準看護の二交代制について）

(曰病政連会報第17号に掲載）

３．まとめ

連盟役員の任期切れにともなう役員改選を４月の中央幹事会で行い、小野肇委員長を３選した。

副委員長には中山耕作、河北博文、伊藤研の３氏を引続き選任し、常任幹事・中央幹事も会則にし

たがいそれぞれ曰病常任理事、理事の中から選任された。会計責任者と幹事はそれぞれ１名ずつ補

充し前者は柏戸正英氏と須藤祐司氏を、後者は梶原優氏と山本敬氏を選出した。また都道府県幹事

は曰病代議員から選任し、曰病諸橋会長ほか常任理事会出席の公的役員の方々は引続き連盟参与を

お願いした。

５月７日の顧問議員団との朝食会では新発足の医療保険審議会に病院経営学識経験者の代表を参

加させることを決議し、のちに曰病から河北副会長を派遣する道を開いた。また11月25日の朝食会

では病院団体連合構想について趣旨説明し、賛同をえた。

－１７１－
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看護婦等の人材確保法案に対する要望書
平成４年８月１日

高齢化社会の急激な進展のさなか、一方ではわが国の若年労働人口の減少が

進み、最近の看護婦不足は、在宅療養や週休２日制の実施等により益々悪化し、

深刻な事態となっている。このような現状から、今回検討されている看護婦等の

人材確保の促進に関する法律案に、大きな期待を寄せていると共に、われわれ

民間病院の看護婦等の養成・確保について十分な配慮をお願いしたい。

殿

社団法人 全日本病院

１．国及び地方公共団体は、現在の深刻な看護婦不足の実態を認識し、国民の

医療ニーズに答えられる質の高い看護婦等の養成確保に、更に一層の努力を

続けるべきである。

一一一Ｗ一一一一一「一十一キ
ー壬’一一一一，一昨一一・一，一一一

一姉一鵬嵩

Ｉ
］
ヨ
』
Ｉ

社団法人 日本医療法人

２．救急医療を始め、地域医療の大半を担う民間病院の看護婦等の不足は深刻

な事態となっているので、これらの確保を優先的に配慮されたい。

》’一

３．「看護婦等確保推進者」の設置は、現在、看護婦等の絶対数が不足して

いるときに、相互の引き抜き競争を招くおそれがあり法の運用に十分の

注意が必要である。

、］

112！
社団法人 日本精神 病院

４．「ナースセンター」の運営には、民間の意見を十分反映できるようその

人員構成に必ず民間病院の代表も加えるよう配慮されたい。

へ
、
ザ
．
ｏ
・
や
．
。
・
・
Ｄ
Ｃ
｛

（一Ｊ。｜ｐ《’二一玲争．‐。．」０担二
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聯縫い｛｜
院

社団法人 日本病
５．国・公立病院は全国の看護婦等の就業数の実態を認識して人員構成

（５：３：２又は４：４：２）を守るよう指導されたい。、．》一一

一一孔部一一
一ロー■一・四●
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その他、基準看護の見直し、並びに准看から正看への道の拡大など人材確保に

必要な様々な問題に対し積極的に対応されたい。
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平成４年６月３０日

引言E；Ｉ!完匠Ｉ〃f本〕里一合、（堅司［）

倉皿言貸ＣＤ香是口儂三（勇二）

医学医術の進歩、医療機器の発展、国民生活水準の向上と共に国民の

病院医療に寄せる期待は年々高まってきている。

国民医療費の７割を占め、医師の６割が勤め、患者の５割を扱う病院

を代表する団体は数多くあるが、遺憾乍ら中医協を始め、関係各省の

審議会等に病院団体の代表が参加するケースは極めて少い゜

病院の医療は多数の各種専門職により構成される組織医療である。

この点診療所の医療とは根本的に異るものである。

現今の病院医療については患者側にも病院側にも不満が多い。最近の

日本経済新聞等の社説のまとめに『医療機関にある程度の自由を認め

経営や院内管理に責任を持たせれば、快適な医療はむろん、院内感染や

考えられないような医療ミスも防げるのではなかろうか。

生命と健康を守るのは、豊かな暮らしを送るための最低条件である

ことは言うまでもない。混雑する病院で満足のいく診察も受けられず、

入院すれば大部屋で院内感染の恐れがあるというのでは生活大国どころ

の話しではない。患者や医療従事者の意識とともに、医療にかかわる

制度・仕組みが大きく変らなければならない。』とあるが、この解決の

ため，２１世紀に向って医療制度、税制、診療報酬の抜本的改正を必要

とする時期に来ている。それ故、今や中央、地方を問わず、病院団体は

重点項目について意見の統一を図り、同一行動をする必要があると

思う。

それ故病院団体連合（盟）（仮称）の発足を提唱するものである。

－１７５－



外国人患者の治療賀未払の件についての要望

平成４年７月１７日

わが国の外国人出入国者数は、平成３年度に過去最高を記録したが、そのうち

平成３年５月末の潜在的不法滞在者は約１６万人と推計され、大部分が不法就労

者と推定されている。このため劣悪な労働環境等を要因に罹患する者も多く、受

診した医療機関での医療費問題が顕在化している。

病院では外国人が治療費を払えない場合、大使館に連絡すると治療費の工面が

できないことに加え強制送還を恐れて、行方不明になる患者が多いという。

これに対して厚生省は、①不法滞在者であることが判明すれば強制退去等の対

象となり、制度の対象となり得ない②安易な適用は不法滞在の容認、助長になる

③医療目的の入国など社会給付を目当ての入国を招きかねない－－との判断から、

「今後も社会保障制度を適用することは考えていない」との方針を明確にした。

しかし、不法滞在者の医療費不払いによる医療機関の負担軽減を図るため同省は、

平成４年度税制改正に向けて「医療費不払い問題に係る税制上の特例措置の創設」

を要望したが、今年度の税制改正では見送られたとある。

本年３月末現在の－病院団体の調査では、未収金のある病院は１２９病院でそ

の金額は9,100万円に達し、この９割以上が無保険の患者でありこの件数はその

後月々増加している。全国の病院では未収金額は10億円にも達すると患われる。

東京都は不法滞在者以外は行旅病者扱を適用し支払うというが、他の自治体で

は目下のところ処置なしである。

外国人の入国については、政府の入国管理局等の責任があるのであって、人道

的立場からも医師法上からも病院側には診療拒否はできないはずである。これで

は医療機関の犠牲によって外国人を救済することになり、ただでさえ苦しい病院

経済を一層悪化させることになる。

世界の中の日本の立場から大局的見地に立って国、地方自治体等が最終的に責

任をもって救済されるよう強く要望する次第である。

殿

社団法人全日本病院

三三三二7=三；
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平成４年８月３日

社団法人「１本病院会

会長諸橋芳夫

１１１医協医疲経済実態調査について

７月２８口公表された中央社会保険医擁協議会平成３年６月医療経済実態調査（医療

機関調査）の結果に対し、社団法人［]本病院会として、特に病院経済の観点からの見

解は以下のとおりである。

記

1．社会保険診療報酬では病院の経営は赤字である。（総収支差額から補助金、負担金

を除き、また支払利息はflilijとして訂」し、さらに、佃人病院の院長生活費を差し

引くと、一般病院は１．６％の赤字となる。）

２．前回の調査に対する当協会の意見と同様、他の産業と比較をすると病院経営は著し

く悪いことが示されている。

但し、賃金改定は[１１.公立病院の人ﾘﾄﾞ院勧告実施の影欝もあり全産業中最も高い水

準にあることは明らかである。

－１７７－



開設種別当たりの年間収支状況（客体病院の総額）医療経済実態調査（医療機関調査）平成３年

股病院 ＊１

総数個人

金額金額金額金額金額 金額金額 金額 金額

百万円Ｉ百万円Ｉ百万円Ｉ百万円Ｉ百万円Ｉ百万円！百万円Ｉ百万円1

1,254,617.6189,696.6132Ｍ19.81190,117.1143Ｍ27.0’61,293.41149,663.6115Ｍ４９．６１
，００．o%’１００．０%，1.0.0%，１００．０%I1oo､0%’１００Ｍ，o０．０%l1oo・ｏｚｌ

１,267,133.6197,850.9Ｍ,513.6118Ｍ36.91425,131.616Ｍ56.71152,943Ｍ４Ｍ56.21
101.0%’109.1%’105.4%’97.7%’96.7191104.2%’102.2%’95.0%’

-12,516.0’-8,154.2Ｌ１Ｍ93.814,280.2114,695.31-2,563.31-3,280.217,593.41
-1.0%’-9.1191‐5.4%Ｉ2.3%Ｉ3.3%｜‐4.2%｜‐2.2%Ｉ５．０%’

37.704.911.686.519,664.215,072.9115,450.511,295.614,535.211,934.91
3.0%Ｉ3.0%Ｉ2.7%’3.5％2.1%Ｉ3.0%’1.3％１．９％Ｉ

50,267.61191.2113,026.0’7,807.5122,430.511,456.615,355.８１７，３３９．３１
４．０%’0.2%Ｉ４．Ｍ4.1%；５．１%Ｉ2.4%’3.6%’4.8%I

-2M78Bl-6,6…L2M…’1,5…IM5al-M421-いoq9１２，１…｜
‐2.0%1-7.4%1-6.4%’0.8%’１Ｍ-4.4%｜‐2.7%Ｉ1.4%’

１--1＿

百万円’

1,406,067.21
,CO.o%’

1,410,9β9.81
,00.4%’

-4,922.61
-0.4%Ｉ

39,639.71
2.8%’

５７，６０７．０Ｉ
４．１％’

－２２０８８９．９１

－１．６%Ｉ

Ｉ医業収入

Ⅱ医業受用＊２

Ⅲ医案収，支差額

（Ｉ Ⅱ）

±｜Ⅳ
a３Ｉ
ｌｉ

その他の医薬収入

(補助金・負担金を

＊３

除く）

Ｖその他の医菓関連葵用

Ⅵ総収支差額

(Ⅲ＋Ⅳ Ｖ）

病院数 ９９９2９０７０7０９ ３２ 1７１３０ ４６ ４１４

中央社会保険医療焼議会調査 平成３年医療経済実態調査（医療機関調査）の数値を基準とした。＊１

黛租別年間給与・勤続年数・期末手当の有無、公的・私的病院種別の公的病院院長年間給与全国病院労務管理学会調査 平成２年度*２

平均勤暁年数２８．３年）を個人病院院長給与として人件菱に含んだ．(２７，３４８千円：平均年齢６１．５才

Ⅳその他医薬関連収入のうち*３
補助金・負担金を除いた。



平成３年医療経済実態調査（医療機関調査） 他産業との比較
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通商産業省産業政策局編平成２年度わが国企業の経営分析による。

中央社会保険医疲協議会平成３年医療経済実態調査（医療機関調査）の数値を基準とした。

全国病院労務管理学会調査平成２年度職種別年間給与・勤続年数・期末手当の有無、公的・私的病院種別の公的病院院長年間給与

（２７，３４８千円：平均年齢６１．５才平均勤続年数２８．３年）を個人病院院長給与として人件葵に含んだ。

中央社会保険医疲協議会平成３年医療経済実態調査（医疲機関調査）の数値を基準とし，Ⅳその他の医業関連収入のうち補助金、
負担金を除いた。
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}！化学製品・医薬品・化粧品卸売業５
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案種

項目 企業数

(社）

売上高

(百万円）

経常利益

(百万円）

売上高

経常

利益率

従業員一人あたり

売上高

(千円）

経常利益

(千円）

人件費

(千円）

１，４０３ ３８５，２５０，５２４ 1３，４９５，０５７ ３．５０％ ９８，７３５ ３，４５９ ７，１７３

９１２ １５７，７０２，３１５ ８，８７６ ７４３ ５ ６３％ 5９，８６２ ３，３６９

化学工業

医薬品製造業

写真感光材料製造業

１５１

３８

２

1７，５７１，７９０

３，９４２，３１３

１，２１９，４３５

１，３８３ １０２
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１３．３４％
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４０，６１６

７４，２９７

４，７３３

５

１０
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４１８
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十 九

十
四
、
生
涯
教
育
制
度
を
推
進
す
る
た
め

十 十

一ハ

十 七 五
、

八
、

自
由
民
主
党
全
国
組
織
委
員
会

委
負
長
塚
原
俊

団
体
総
局
長
今
枝
敬

国
民
生
活
局
長
野
呂
昭

平
成
四
年
九
月

四
、、 、

、
老
人
保
健
施
設
に
係
わ
る
税
制
上
の
特
例
措
置
を
創
設
す
る
こ
と
。

、
医
師
の
研
修
、
研
究
費
に
つ
い
て
、
必
要
経
費
の
範
囲
の
拡
大
及
び
所
得
税
額
の
特
別
控
除
制
度
を
適
用

る
こ
と
。

休
日

法
人
成
り
し
た
場
合
の
税
制
上
の
軽
減
措
置
（
中
小
医
療
法
人
の
医
療
施
設
構
造
改
善
準
備
金
制
度
の
創

ま
た
は
特
別
償
却
制
度
の
創
設
。
医
療
関
係
者
が
、
医
療
に
関
す
る
高
度
の
知
識
及
び
技
能
の
研
修
の
た

に
要
す
る
費
用
の
額
が
増
加
し
た
場
合
等
の
法
人
税
額
の
特
別
控
除
の
創
設
）
。

中
小
企
業
新
技
術
体
化
促
進
税
制
の
対
象
と
な
る
医
療
機
器
を
追
加
す
る
こ
と
。

病
院

消
費
税
の
非
課
税
範
囲
に
、
法
廷
に
よ
る
予
防
接
種

医
療
機
器
に
つ
い
て
も
非
課
税
と
す
る
こ
と
。

医
療
施
設
に
関
す
る
相
続
税
制
度
の
改
善
及
び
納
税
猶
予
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
。

医
療
法
人
の
承
継
時
の
軽
減
措
置
（

る
こ
と
。

社
会
保
険
診
療
報
酬
に
対
す
る
事
業
税
課
税
の
特
例
措
置
を
存
続
す
る
こ
と
。

医
療
法
人
に
つ
い
て
は
、
公
益
法
人
の
収
益
事
業
と
同
様
の
法
人
税
率
を
適
用
す
る
と
と
も
に

法
人
に
つ
い
て
は
、
非
課
税
と
す
る
こ
と
。

個
人
が
法
人
化
す
る
場
合
の
軽
減
措
置
（
土
地
や
建
物
を
一
人
、
ま
た
は
二
人
医
療
法
人
設
立
の
た
め
に

現
物
出
資
し
た
場
合
の
現
物
出
資
分
に
係
わ
る
譲
渡
所
得
の
軽
減
処
置
の
創
設
）
。

医
療
法
人
に
つ
い
て
は
事
業
税
に
関
す
る
特
別
法
人
と
し
て
事
業
税
の
軽
減
措
置
を
存
続
す
る
こ
と
。

夜
間
等
の
救
急
医
療

診
療
所
用
の
建
物

十
一
日平
成
５
年
度
税
制
に
関
す
る
要
望

付
属
設
備
及
び
医
療
機
器
の
耐
用
年
数
を
短
縮
す
る
こ
と
。

彦雄平

殿殿殿

予
防
接
種

必
要
経
費
の
範
囲
の
拡
大
。

股
中
小
法
人
に
適
用
さ
れ
て
い
る
類
似
業
種
比
準
方
式
の
適
用
）

乳
幼
児
検
診
等
各
種
検
診
へ
の
報
酬
に
つ
い
て

〕
の
つ

健
康
診
断
を
追
加
す
る
こ
と
。
ま
た
医
療
用
医
薬

社
団
法
人

会
長
諾

日
本
病

橋
芳

|蕊’
－－－－－

非
課
税
と

特
定
戻



六
、
病
院
等
の
防
火
設
備
並
び
に
医
療
機
器
等
に
か
か
る
特
別
償
却
に
つ
い
て
、
適
用
期
限
を
延
長
す
る
こ
と
。

五
、
医
療
法
人
に
企
業
法
人
に
認
め
ら
れ
て
い
る
試
験
・
研
究
費
の
特
別
控
除
制
度
の
適
用
。

七
、
へ
き
地
医
療
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
へ
き
地
医
療
を
担
う
医
師
に
特
別
控
除
等
の
税
制
上
の
配
慮
を
行
な

八九

看
護
婦
等
の
人
材
確
保
の
た
め
次
の
措
置
を
行
な
う
こ
と
。

①
給
与
所
得
の
非
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
．

②
夜
勤
手
当
の
非
課
税
措
置
。

③
看
護
婦
養
成
施
設
に
対
す
る
寄
付
金
に
係
わ
る
措
置
の
適
用
範
囲
の
拡
大
。

病
院
、
老
健
施
設
等
に
設
置
さ
れ
た
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

非
課
税
措
置
を
創
設
す
る
こ
と
。

っ
こ
し
｝
。

』
⑭
』

の
整
備
を
促
進
す
る
た
め
、
固
定
資
産
税
の



平
成
四
年
九
月
二
十
一
日

十
四
、
生
涯
教
育
制
度
を
推
進
す
る
た
め
、
必
要
経
費
の
範
囲
の
拡
大
。

十
、
病
院
・
診
療
所
用
の
建
物
、
付
属
設
備
及
び
医
療
機
器
の
耐
用
年
数
を
短
縮
す
る
こ
と
。

十
三
、
医
師
の
研
修
、
研
究
費
に
つ
い
て
、
必
要
経
費
の
範
囲
の
拡
大
及
び
所
得
税
額
の
特
別
控
除
制
度
を
適
用
す

る
こ
と
。

十
二
、
老
人
保
健
施
設
に
係
わ
る
税
制
上
の
特
例
措
置
を
創
設
す
る
こ
と
。

十
一
、
中
小
企
業
新
技
術
体
化
促
進
税
制
の
対
象
と
な
る
医
療
機
器
を
追
加
す
る
こ
と
。

九
、
休
日
・
夜
間
等
の
救
急
医
療
・
予
防
接
種
・
乳
幼
児
検
診
等
各
種
検
診
へ
の
報
酬
に
つ
い
て
、
非
課
税
と
す

る
こ
と
。

自
由
民
主
党
政
務
調
査
会

税
制
調
査
会

会
長
武
藤
嘉
文
殿

八
、
消
費
税
の
非
課
税
範
囲
に
、
法
廷
に
よ
る
予
防
接
種
・
健
康
診
断
を
追
加
す
る
こ
と
。
ま
た
医
療
用
医
薬
県

医
療
機
器
に
つ
い
て
も
非
課
税
と
す
る
こ
と
。

七
、
医
療
施
設
に
関
す
る
相
続
税
制
度
の
改
善
及
び
納
税
猶
予
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
。

六
、
医
療
法
人
の
承
継
時
の
軽
減
措
置
（
一
般
中
小
法
人
に
適
用
さ
れ
て
い
る
類
似
業
種
比
準
方
式
の
適
用
）
。

五
、

三
、
医
療
法
人
に
つ
い
て
は
事
業
税
に
関
す
る
特
別
法
人
と
し
て
事
業
税
の
軽
減
措
置
を
存
続
す
る
こ
と
．

四
、
個
人
が
法
人
化
す
る
場
合
の
軽
減
措
置
（
土
地
や
建
物
を
一
人
、
ま
た
は
二
人
医
療
法
人
設
立
の
た
め
に

現
物
出
資
し
た
場
合
の
現
物
出
資
分
に
係
わ
る
譲
渡
所
得
の
軽
減
処
置
の
創
設
）
。

二
、
社
会
保
険
診
療
報
酬
に
対
す
る
事
業
税
課
税
の
特
例
措
置
を
存
続
す
る
こ
と
。

法
人
成
り
し
た
場
合
の
税
制
上
の
軽
減
措
置
（
中
小
医
療
法
人
の
医
療
施
設
構
造
改
善
準
備
金
制
度
の
創
訓

ま
た
は
特
別
償
却
制
度
の
創
設
。
医
療
関
係
者
が
、
医
療
に
関
す
る
高
度
の
知
識
及
び
技
能
の
研
修
の
た
砧

に
要
す
る
費
用
の
額
が
増
加
し
た
場
合
等
の
法
人
税
額
の
特
別
控
除
の
創
設
）
。

医
療
法
人
に
つ
い
て
は
、
公
益
法
人
の
収
益
事
業
と
同
様
の
法
人
税
率
を
適
用
す
る
と
と
も
に
、
特
定
医

法
人
に
つ
い
て
は
、
非
課
税
と
す
る
こ
と
。

平
成
５
年
度
税
制
に
関
す
る
要
望

ｌ
］
⑫
函
Ｉ

社
団
法
人

会
長
諸

鍵’



六 五

七
、
へ
き
地
医
療
を
確
保
す
る
観
点
か
ら

九

八
、
看
護
婦
等
の
人
材
確
保
の
た
め
次
の
措
置
を
行
な
う
こ
と
。

①
給
与
所
得
の
非
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
．

②
夜
勤
手
当
の
非
課
税
措
置
。

③
看
護
婦
養
成
施
設
に
対
す
る
寄
付
金
に
係
わ
る
措
置
の
適
用
範
囲
の
拡
大
。

病
院
等
の
防
火
設
備
並
び
に
医
療
機
器
等
に
か
か
る
特
別
償
却
に
つ
い
て
、
適
用
期
限
を
延
長
す
る
こ
と
。

医
療
法
人
に
企
業
法
人
に
認
め
ら
れ
て
い
る
試
験

病
院
、
老
健
施
設
等
に
設
置
さ
れ
た
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

非
課
税
措
置
を
創
設
す
る
こ
と
。

つ
こ
、
と
。

へ
き
地
医
療
を
担
う
医
師
に
特
別
控
除
等
の
税
制
上
の
配
慮
を
行
な

」
⑭
②

研
究
費
の
特
別
控
除
制
度
の
適
用
。

の
整
備
を
促
進
す
る
た
め
、
固
定
資
産
税
の



社団法人日本病院会は、エイズ対策について下記事項について要望いたし

ます。

1．エイズ予防法に則り感染者、患者、医療従事者の権利と責任を徹底する

エイズ対策についての要望書
２．病院におけるＨＩＶ抗体検査の公的費用負担

３．カウンセリング、ＨエＶ抗体陽性者並びにエイズ患者の診療に関わる費

用の十分な確保が必要

例えば、エイズ管理料等

二亭丘戈４王手ニユ２ノー｝ユ曰
４．観血的処置を要する患者群を中心にしてＨエＶ抗体検査が必要と思われ

る場合にその検査に対し、人権を尊重することを前提に、検査実施の妥

当性を社会的、社会保険的に認めること

￣

3２ ５．人間ドック並びに諸健診でのＨエＶ抗体検査の実施を、人権を尊重する

ことを前提に、積極的に推進していく
殿

６．医療従事者への労働災害保険の確立

７．病院職員の健康診断に、人権を尊重することを前提に、Ｈ工Ｖ抗体検査

を加える

注：人権を尊重するとは主にインフォームド・コンセントの実践、プライバ

シーの保護、任意性の遵守をいう
社団法人日本病院

会長諸橋芳 (添付資料）

１．エイズ等対策委員会報告書

２．ストップエイズキャンペーン



平成４年１２月４日

一二一ニミメ－カイロ西木各孟乏

殿

日
会 本病院

長諸橋芳

会
夫

特定治癒材料の定価設定について（要望）

今回のペースメーカー露入に際して医襲棲関側に不祥事件の

発生したことは誠に遺憾である。

従来から保険請求に窯してペースメーカー等の特定治療材料

費は、都道府県における瞬入価格によるものとされてきており

ペースメーカーの電入価格は、円の為替相場と連動していない

こと（表参照）、露人価格での保険請求では購入に当って企業

努力の効果のないことから業者の一方的な価格で販売され、

医療費の高遥に連怠っていた。このことから昭和６１年当時

よりペースメーカーの定価設定と円の為替相場上昇による価格

の引下げを要望してきた。

三代の保険局医療課長を経て漸くこの４月1日より薬事法

（昭和３５年法箆第１４５号）による承認番号が決められ夫々

の機種により１２０万円～２０３万円と定価設定がなされた

ことは余りに遅すぎたと言わざるを得ない。このため、今回の

不祥事件発生の一原因となったものと思われる。

この際、人工骨頭・人工股関節・人工弁・大動脈バルンカテ

ーテル等高価強特定治療材料に於ても至急に定価を設定される

よう要望する。

１４［ nＡﾉｰⅡ只二←I上gHI

」
の
、

礼

」ｒＷ７１ＪＵＬ．（】

ｉ４－ＩＵ

4Ｕ

品名 会社名 露入年月日
都道府県にお

ける購入価格

厚生大臣に

る設定定

よ

価
為替相場1ﾄﾞル

マルチコＥ４０２Ｂ コーディス 昭和6ｑ７．３０ 153万円 238.85円

マルチコⅡ402Ｂ ｺーディス 昭和6ｑ12.26 153万円 20』Ｍ０円

マルチコⅡ402Ｂ コーディス 昭７K]61.12.26 149万８千円 161.80円

マルチコⅡ402Ｂ コーディス 昭和62.1Ｍ８ 149万８千円 136.65円

マルチコⅡ402Ｂ コーディス 昭和6３６．２１ 144万８千円 127.30円

マルチコⅡ402Ｂ コーディス 平成１．２．７ 144万８千円 129.40円

マルチコⅡ402Ｂ ｺーディス 平成４．４－１ 149万８千円 135.75円

ｱｸﾃｨｳﾞｲﾄﾗｶﾞｽⅡ ﾒﾄﾞﾄﾛﾆｶﾞｽ 昭和62.8.19 157万円 147.10円

ｱｸﾃｲｳﾞｨﾄﾗﾌｸｽⅡ ﾒﾄﾞﾄﾛﾆﾌﾟｸｽ 昭Tﾛ63.12.12 155万円 122.90円

ｼｰｸｲｺｰⅣ２４OＧ コーディス 昭和61.12.20 169万８千円 1Ｍ.10円

ｼｰｸｲｺｰⅣ２４OＧ コーディス 昭和63.5.24 1Ｍ万８千円 125.45円

ｼｰｸｲｺｰⅣ２４OＧ コーディス 平成ＺＬ１９ 164万８千円 1妬.35円

ﾘﾌﾚｶﾞｽ８２２０
ﾃけﾄﾛﾆｸｽ

＆ｺｰﾃﾞｨｽ
平成1.12.15 148万円 144.35円

ﾘﾌﾞ１，フクス８２１８ コーディス 平成４．４．１ 1岨万円 135.75円



自
由
民
主
党

へへんワと動経四表置る医

一ｏｌな向診宮・をしを社療社

自
由
民
主
党

病
院
に
お
け
る
看
護
ケ
ア
の
拡
大
で
、
労
動
時
間
短
縮
と
週
休
２
日
制
の
導
入
、
老
人
保
健
施
設
の
拡
充
、
地
域
」

ァ
活
動
に
伴
う
訪
問
看
護
事
業
の
推
進
な
ど
の
た
め
に
、
看
護
職
員
の
不
足
は
一
層
激
化
し
て
お
り
、
増
員
対
策
は
」

眉
の
急
務
と
考
え
ま
す
。

看
護
婦
等
の
養
成
に
つ
い
て
は
、
国
立
及
び
公
・
私
立
の
医
療
機
関
等
が
鋭
意
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
－

が
、
こ
れ
ら
養
成
に
要
す
る
経
費
は
、
一
部
貴
重
な
診
療
報
酬
の
中
か
ら
賄
わ
れ
、
健
全
な
病
院
経
営
が
損
な
わ
れ
｝

い
る
現
状
で
あ
り
ま
す
。

看
護
婦
等
養
成
に
係
る
補
助
金
を
大
幅
に
増
額
、
確
保
さ
れ
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
す
。

すテ

゜人イ生

以
上
の
現
状
を
直
視
さ
れ
、
国
民
医
療
の
確
保
と
病
院
経
営
を
守
る
た
め
、
大
幅
引
き
上
げ
を
と
も
な
う
医
療
費
窄

定
を
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ニヘ

、
社
会
保
険
診
療
報
酬
の
改
善
に
必
要
な
経
費
に
つ
い
て

病
院
の
増
改
築
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
、
公
共
投
實
を
含
め
た
公
的
補
助
を
確
保
さ
れ
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
｛

、
看
護
婦
等
養
成
所
に
係
る
補
助
金
確
保
に
つ
い
て

、
病
院
の
増
改
築
に
伴
う
資
本
費
用
に
対
す
る
公
共
投
資
を
含
め
た
公
的
補
助
に
つ
い
て

会
保
険
診
療
報
酬
は
、
医
療
機
関
の
経
営
の
基
礎
を
な
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。
昭
和
六
十
年
医
療
法
改
正
付
則

機
関
の
経
営
基
盤
安
定
化
と
し
て
、
地
域
に
お
け
る
適
正
な
医
療
を
確
保
す
る
た
め
に
医
療
機
関
が
果
た
し
て

会
的
な
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
医
療
機
関
の
経
営
基
盤
の
安
定
・
業
務
の
円
滑
な
継
続
を
図
る
た
め
の
必
要
な

講
ず
る
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

か
し
な
が
ら
病
院
経
営
の
現
状
は
、
厚
生
省
の
発
表
す
る
公
的
一
般
病
院
二
六
五
の
移
動
年
計
に
よ
る
医
業
収

み
て
も
、
こ
の
数
年
間
、
医
業
収
益
を
上
回
る
医
業
費
用
の
増
加
基
調
が
続
い
て
お
り
、
今
年
七
月
で
甲
表
病

五
％
、
乙
表
病
院
八
・
四
％
の
大
幅
な
赤
字
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
補
助
金
が
な
く
税
金
の
か
か
る
民
間
病
院

は
更
に
悪
化
し
て
い
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
す
。

療
報
酬
の
改
定
は
、
従
来
よ
り
中
医
協
で
の
協
議
を
踏
ま
え
、
医
業
経
営
の
実
態
、
人
件
費
の
動
向
、
医
療
費

、
物
価
の
動
向
等
及
び
医
療
を
取
り
巻
く
状
況
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
次
に
掲
げ
る

ど
よ
り
み
て
、
病
院
経
営
は
極
め
て
厳
し
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
看
護
婦
を
始
め
と
す
る
マ
ン

の
確
保
が
困
難
と
な
り
、
国
民
医
療
の
確
保
、
国
民
健
康
水
準
の
維
持
も
で
き
な
く
な
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま

活
大
国
に
ふ
さ
わ
し
い
療
養
環
境
の
整
備
及
び
国
民
の
医
療
ニ
ー
ズ
の
多
様
性
に
伴
い
、
今
後
拡
大
す
る
ア
メ

分
野
に
対
応
す
る
た
め
の
病
院
の
整
備
充
実
を
図
る
た
め
に
は
多
額
の
投
資
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

件
費
の
増
大
、
建
築
費
の
高
瞳
し
て
い
る
現
在
、
現
行
の
診
療
報
酬
で
は
責
本
費
用
を
ま
か
な
う
の
は
不
可
能

〉
諸
情
勢
か
ら

れ
に
要
す
る
人

〉
昨
年
度
三
・

引
上
げ
と
い
う

％
と
高
い
率
を

極
め
て
低
い
。

）
医
療
費
の
伸

一
一
六
億
円
、

る
。

平
成
四
年
十

平
成
五
年
度
予
算
に
対
ｉ
５
要

全
国
組
織
委
員
会

国
民
生
活
局
長

政
務
調
査
会

社
会
部
会
長

み
て
病
院
は
閉
院
せ
す
に
他
の
企
業
並
の
週
休
二
日
制
の
実
施
に

件
費
増
が
約
－
０
％
と
試
算
さ
れ
る
。

七
一
％
及
び
今
年
度
は
二
・
八
七
％
、
看
護
職
に
つ
い
て
は
、
そ

人
事
院
の
給
与
改
定
勧
告
と
完
全
実
施
に
よ
る
人
件
費
の
ア
ッ
プ

占
め
る
労
働
集
約
型
産
業
で
あ
り
、
職
員
一
人
当
り
の
労
働
生
産

ぴ
を
国
民
所
得
の
伸
び
の
範
囲
内
に
抑
制
す
る
政
策
の
一
方
で
、
健
保
組
合
は
史
上
最
高
の
三

政
管
健
保
も
同
様
に
、
一
一
一
、
七
四
七
億
円
と
い
う
大
幅
な
黒
字
決
算
を
平
成
一
一
一
年
度
は
示
し
て

月
十
日

野畑

呂

英
次
郎

昭」
⑭
の

彦

会社

殿

団
法

長

殿

人
日
本
病
院

諸
僑

芳

柏
『
王

踏
み
切
ら

額
は
全
産

れ
ぞ
れ
九

ざ
る
を
得
な
い
。
）

・
二
％
、
四
・
０
句

病
院
は
人
件
費
五
（

業
平
均
の
１
／
９
‐

一寺・’
’一一」一一一一。



平成４年12月２４日

本年４月の社会保険診療報酬の引上げは、実質２５％と極め

て低率て゛あったが、実際には２５％にも及ばず、むしろマイナ

スとなっているところもあり、病院等の経営を改善するには程

遠い結果となりました。今後、週休２曰制の導入並びに看護職

員等の労働条件の改善に伴う人件費増、医療廃棄物処理経費の

増に加えて、医薬品建値制度の実施による薬剤購入費の増、薬

価算定方式の変更による薬価差益の減少等により、経営収支は

さらに悪化傾向にあるため、病院等の経営は危機的状況にあり、

事業の継続は極めて厳しいものがあります。

このたび、平成５年度予算の大蔵省原案が示されましたが、

４月の診療報酬改定に当りましては、単に医療法の改正に伴う

診療報酬改定のみでなく、適正な国民医療を支えるための病院

等の経営の安定にも配慮した診療報酬の緊急是正分を加えた予

算措置を是非ともなされるよう要望いたします。

社会保険診療報酬の緊急是正について

（要望）

殿

社団法人全日本病

〕
の
『
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平成４年１２月２５日

今年４月１日より、良質で安定的な看護サービスの効率的な供給確保のた

めに、基準看護の細分化と基準看護病院の増加を目指した社会保険診療報酬

の改定が実施された。四病院団体会員病院においても病院医療の質及び患者

サービスの向上と基準看護体制の維持・導入への努力が行われているが、看

護の高度化、専門化、人口の高齢化及び病床の増加にともなう看護職員の需

要増から看護職員の絶対数が不足(92年88.500人)を来たし、その確保に困難

を来たしているのが現状である。一方、公的病院の一部においては医療の高

度化、週休二日制の実施等から基準看護の看護婦(士)定数を遇かに超えた人

員を確保している病院も相当数あり、このような看護婦(士)の偏在が私的病

院及び中小の公的病院の看護婦(士)獲得を一層困難にし、かつ基準看護体制

の維持・充実を遅らせる一因となっている。国立・公的病院の一部は公的一

般会計から看護職の人件費の助成を受けている。大部分の国立②公的及び殆

どの私的病院は看護婦養成に医療費の中から多額の支出をしていろ。

このような視点に立って我々は、公私病院共存して国民に良質な医療を提

供するために、看護婦(士)の偏在による基準看護未実施病院の窮状の打開対

策として次の内容について早急な実施を求めるものである。

記

(1)公的な一般会計から看護職員の人件費の助成（国立病院等の「看護婦処

遇手当」「夜間看護手当」「夜勤手当」等を含む）を受けている国立・

公的の基準看護採用病院は必要看護職員に対する看護婦(士)数の比率に

関して類別毎に基準看護実施に必要な割合を大幅に超えないこと。但し、

看護婦養成を実施している病院はその限りではない。

(2)少なくとも看護婦のみによる看護体制を撤廃すること。

(3)３００床以上の病床を保有する国立・公的病院は看護婦養成施設設置を

義務付けること。

(4)看護婦養成施設の設置基準を緩和すること。

(5)看護婦養成施設に対する施設費及び運営費の大幅な助成を行うこと。

(6)看護学生の奨学金については国・都道府県の責任において希望者全員に

支給すること。

看護婦（士）充足のための病院間

格差の是正についての要望書

殿
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の倒産額に達したが従来から病院倒産の原因としては、エコノ

ミスト９２年１０月２０日号に私が書いたように、放漫経営、他の事業へ

の投資の失敗、他の債諮保証による連鎖倒産、院内の葛藤、後雄老

のいないこと等のほかに、ハイテク医療に対処するため、高額医療

機器の設置、アメニティー（快適さ）をよくするための設禰投資が

医療費の引き締めのため収入増にならなかったこと、熟練した医師

・看護婦の確保難等々があげられる．なぜ、このような事態に至っ

たのか．その原因として、駆け込み増床による病床の過剰と受涜率

の低下、国の医療費抑制などがあげられる。

この病院では、買収に１４億円、改修に６億円、計２０億円を要し、

この資金は医療機器メーカーより１０億円、金融機関からの１０億円の

駐資によるものである．経営の原則は入るを量りて出ずる制すで

あるが、脇隆治氏は増益・増収策として、受診患者の増、一日当り

診療費の増を計ることとして、この病院では高額機器の導入

（Ｃ丁、Ｘ狼テレビ、電子内視鏡、超音波診断装置等）により検査

の充実、採血、検査セットの導入、メニュー化、カウンターショッ

ク器機の購入、人工透析７０台の設置（患者名簿入手により患者宅

訪問、患者集め）、新患の入院（他の施設、老人病院より２～３カ

月間転入させ、病床利用率をあげる。新患として諸検査を行う）、

患者介護お世話料として月６～７万円自己負担の徴集、室料差額室

の増設、支出滅策として、高齢者事誘職員の整理・退職，新しく

若い職員の採用、医師の給与削減、看護婦の本俸のアップ・諸手当

の縮小、コンピュータ化による超過勤務の滅等により人件費７０％→

５８％と減を計った．

このようにして６カ月足らずで１日当りの診療費は同規模の病院

の全国平均より３０％も安かったのを世間並以上に上昇ざせ経営好転

し、平成６年には収入２２億6,980万円、支出２１億円で１億７千万円

の黒字となる見込と言う．因みに買収前の平成３年の収入は６億円

で、３億円の赤字であったの比し、遍くべき好転である．

ＮＩ－ＩＫニフ＜一ニニンヤノレヲ茜匹完孑写〕区室

一一一徹底解剖経営の鐸台裏一

（１月１３日夜放送のＴＶを見て）

日本病院会

会長諸橘芳夫

ＮＨＫ放送センターより次の案内を頂いた．

一八７ＺｒＺｒ=て－､ご＿ニンーサーノ5乙〆

病院再建
～徹底解剖・経苣雪○つ麦季台至ﾖﾆ～

病 再 建】
⑭
①

去年８月、東京で一つの病院が売買された．売却されたのは教会が経営
する下町の病院である．売買額は14億円．買ったのは医療と経営の分離を
掲げる、医師と医療コンサルタントのグループである．
８０年代、医療費膨張に歯止めをかける様々な政策が打ち出された。その

結果民間病院の赤字経営が急増し、９１年は85％にも及んでいる．さらに去
年、医療の質に焦点を当てたといわれる診療報酬改定により、病院間の経
営格差は拡大し、中'１病院は益々追い詰められていると言う．
なぜ前経営陣は行き詰まり、どう新経営陣は再建していくのか．
一つの病院の経営交替と再建劇のルポにより、医療費抑制の下で激変す
る病院経営の舞台裏を描くＮＨＫスペシャル匠琵司圀冨盾歴壼Ｌｍは、
灘jl繋蕊簿蕊iJ蝋l懲蝋､蝋灘鍾灘ITI：jigi麓】繭麟iEit遡霧議蕊
ぜひご感想をお寄せ下さい．

東京都足立区にある１３３床の老人病院が２０年間で経営が悪化し、

５億５千万円の累積赤字が出て経営難に陥り１４億円で某医療経営

コンサルタントグループに売却された．その再建の模様を放送した

ものである．

平成４年は病院の倒産が頻発し、１月から１１月迄で４１件、３４２億円



問題点は、１．強引な患者集め．患者のたらい廻し．高額医療

機器の導入が経営にはよいとしても患者にどのように役立っている

のか不明であって、カウンターショック器機を５０万円で買って１回

３５，０００円の収入があるからと言って乱用されてはたまったものでは

ない。診断の結果が治療にどのように利用されているのかも不明。

人工透析の導入が経営の点のみからされた感あり．これでは患者の

ためよりは経営者だけのための病院経営方針と疑われる。２．救急

医療体制、病々・病診連携が不明である。手に負えない重症の場合

何処に送るのか．３．病院の職能評価の向上について経営者側も

大道久氏も語っていない．４．病院経営の専門家と紹介された大道

久教授（日大病院管理学）が優れた医療には安定した病院経営の

基盤が必要で国民に医療のシステムを知って頂く必要があり診療

内容についてもインフォームドコンセントの重要性を述べたことは

適切であるが、病院は国民皆保険後３０年たって建て替えの時期に来

ているので、その財源のためにも診療内容を変化せざるを得ない、

例えば同じ検査を月に１回から２～３回もするなど、又この放送の

ような病院が他にも相当あるなどと語っているのは誤解を招く恐れ

があり、医療の経済性だけでなく、公共性、住民に信頼される医療

の提供を推進すべきであること、１９８０年～１９９０年のこの１０年間に

人件費は３６K、消費者物価は２２．４％上っているのに保険の診療報酬

は実質３．１％（二木立氏論文）シか上っていない実情を語って欲し

かった。これでは医は算術と世の中の人に見られる恐れがある。

最後に昭和２３年に制定された医療法による病室の面積１床当り

４．３■zのような狭いものではなく、アメニテイーをよくし、病院の

拡大再生産の費用の負担を誰がどうするかの議論と諸外国に比し

対国民所得比でも１／２～２／３と病床当り職員数でも１／４～１／２と

少い金額・人員で働いて国民の健康水準世界第一位を築き上げた

医療機関の姿を併せて放映されたかった。

￣

ｉｓ



による医業収支表をみても、改定のあった昨年９月は改定前よりも

経営は一段と悪化し、甲表病院４．９％、乙表病院９．３％の赤字になって

いる。

９２の日赤病院の赤字額は平成４年度９０億円、１１５の厚生連病院は

５８億円、９８９の公立病院は一般会計より５．５００億円繰り入れても１

千億円以上の赤字、２３９の国立病院療養所（らい療養所１３を除く）

は政策的医療、一般医療に対し、２．４０５億円繰り入れ、更に建設資

金の借入金残高が６．０００億円になるなど苦しい状況下にある。補助

金のない民間病院の経営は一層悪化し、５５．４％が赤字となっている。

以上今年度に入り、急速に経営状態は悪化している。平成４年に

は表面に出たものだけでも４５件の医療機関が倒産し、その額は４４４

億円に達している。その結果医薬品や医療機械の購入代金の支払い

が滞り、中には１２ヵ月後の支払いともなり、卸会社の倒産となった

例もあるなど、多大の被害を及ぼしている。既に平成２年の病院数

より昨年７月現在２９７病院が廃院となっている。

東大、京大を始め多くの国立大学附属病院に於ても同様の支払遅

延が報道されている。

病院の経営悪化、倒産については新聞・週刊誌・経済誌などに大

きく取り上げられている。高度医療・先進医療・救急医療を始め一

次医療を担い、地域医療の確保・水準の向上に尽力し、質の良い医

療を提供している大中小の病院がこのように経営が破綻するとなる

と国民医療に与える影響は極めて大きいものがある。

貴職におかれましては、この実態を直視され、緊急に診療報酬を

改定されるよう要望する。

平成５年３月１７日

殿

日本病院会
諸橋芳夫

社団法人
会長

病院診療報酬の緊急改定についての要望

社会保険診療報酬は医療機関の経営の基盤をなすものである。

１９８５年の医療法改正法付則に、地域における適正な医療を確保する

ために医療機関が果している社会的役割の重要性にかんがみ、医療

機関の経営基盤の安定、業務の円滑な継続を図るため必要な措置を

講ずること、が掲げられている。

厚生省は、病院経営は診療報酬、税制、融資の三つの面から総合

的に健全化を図ろと言明している。

又、診療報酬の改定については、従来から中央社会保険医療協議

会（中医協）の協議を踏まえ、医療経営の実態、人件費の動向、医

療費の動向、物価の動向や、医療をとりまく状況を総合的に勘案し

て行われてきているという。

昨年４月１日に医療費の改定が行われたが、その後の病院経営の

現状は、各病院の懸命なる努力にも拘らず、医療の高度化、週休二

日制実施による人件費増、医療廃棄物処理、院内感染防止、医療の

質及び患者サービスの向上などによる経費の増、新薬価制度による

影響もあって、厚生省の発表する公的一般病院（２６５）の移動年計

』
①
］



社団
法人 役員名簿（皇圭震鶴昌jLlEI）(順不同）

平成５年３月27日現在

曰本病院 会
顧問・参与

所 属役職名
一

顧問

連 緒 先 電話

Ｏ3-3359-8941

03-3328-0830

03-3990-9589

０６－６８５－０２２１

左奈田幸夫｜システム総合開発研究所顧問’１６０ 東京都新宿区大京町２９

御苑ブラザビル402号

東京都世田谷区代田４－１０－１６

束京都練馬区中村南３－２４（自宅）

大阪府大阪市住之江区東加賀屋

１－１８－１８

大阪府大|仮市､三吉区帝塚山中１－８－９

三重県津市南新町17-22

京都府京都市山科区御陵封じ山H1J3-22

愛知県春日井市廻問町字大洞681-47

愛知県名古屋市東区泉１－１７－３

第２オレンジビル8F－Ａ

長野県南佐久郡臼田町大字臼田l97

長野県南佐久郡臼田町大字臼田2211-｜

滋賀県彦根市大薮町225-143（自宅）

神奈川県横浜市神奈lll区入江２－１９－１

神奈川県横浜市中区石111町２－７８

東京都文京区本駒込２－２８－１６

東京都千代田区永田町２－１－１

参議院議員会館733号室

東京都千代田区永田町２－１－２

衆議院第２議員会館231号室

東京都文京区本駒込２－２８－１６

日本医師会内宮崎秀樹事務所

東京都新宿区戸山ｌ－２３－１

埼玉県和光市本町３１－９－２０４

東京都新宿区戸山ｌ－２１－ｌ

東京都練馬区旭ケ丘１－４３－４０

束京都渋谷区神南２－２－１

神奈川県横浜市保土ケ谷区桜ケ丘ｌ８８

神奈川県機浜市栄区庄戸５－１７－２

（目宅）

東京都中央区明石町９－１

埼玉県浦和市東岸町18-18

パークハイム浦和511号

東京都渋谷区神宮前５－８－２

束京都渋谷区渋谷２－l2-l5

長井記念館304号

東京都文京区千駄木１－１－５

束京都足立区六月1-36-20-306

東京都三鷹市新川６－２０－２

東京都文京区本郷5-29-13-704

大阪府大阪市西区境川１－２－３１

総合病院多根病院内

兵庫県神戸市中央区港島中町６－１４

ポートプラザＡ株503

自宅

鴬|鰯大瀧
155

176

559

小野田

内藤

敏
景

ﾉﾉ

ﾉﾉ

:巾醗
558

514

607

487

461

０６－６７３－４１３０

０５９２－２７－６１７１

０７５－５８１-3327

0568-88-0568

052-951-2420

ﾉﾉ

″

若月俊 佐久総合病院院長

自宅

長浜赤十字病院名誉院長

大口東総合病院理事長

自宅

日本医師会会長

参議院議員

384-03

384-03

５２２

２２１

２３１

１１３

１００

0267-82-3131

0267-82-2045

0749-２６－２２７７

０４５－４０１－２４１１

０４５－６４１－４８７９

０３－３９４６－２１２１

０３－３５８１－３１１１

内５７３３

０３－３５８１－５１１１

内7231

03-3946-2121

'′

財津

小野

晃
肇

ﾉﾉ

ﾉﾉ

村瀬敏郎

大浜方栄

〃
〃

自見圧三郎｜衆議院議員ｌ１０ｏ／ソ

宮崎秀樹｜前参議｜院議員’１１３′ノ

参与

fiiiljll潔！
162

351

162

176

150

240

247

０３－３２０３－５３２７

０４８４－６６－１２３９

０３-3202-7181

03-3953-9833

03-３４６５－ｌｌｌｌ

Ｏ４５－３３１－２９３８

０４５－８９４－Ｏ６７２

ﾉァ

ﾉﾉ

〃

内田卿子|聖路加国際病院副院長自宅
1０４

３３６

03-3541-5151

048-886-3745

″

有田幸

高橋則 鮎急謹薪､令会蓬に：

子
行

0３－３４００－８３３１

０３－３４０６－０４８５

ﾉﾉ

ﾉﾉ

iiiｺﾞilFjHnli1自宅
自宅

１１３

１２１

１８１

１１３

５５０

ノノ 03-3822-2131

03-3860-2747

0422-４７－５５１１

０３－３８１４－３０２７

０６－５８１‐1０７１

ノノ

ﾉｱ

自宅’６５０ 0７８－３０２－８９２７

－１９２－



役 員

病院所在地

名
長

職役
会

病院名 ＴＥＬ・ＦＡＸ

千葉県｜諸橋芳夫｜総合病院国保旭中央病院｜市町村 旭市イのｌ３２６

ＦＡＸ

)､市イの1863

目黒区中目黒１－１－１７

恵比須苑２１l

浜松市住吉２－１２－１２

ＦＡＸ

浜松市幸２－１７－１

士浦市真鍋新町ｌｌ－７

ＦＡＸ

新宿区中落合３－２９－６

岡山市青江65-1

ＦＡＸ

岡山市丸の内２－１－２８

杉並区阿佐谷北１－７－３

ＦＡＸ

武蔵野市吉祥寺南町3－４－１２

O479-63-8111

0479-62-0330

0479-62-0368

03-3711-6604

2８９－２５

自宅

東京宅

2８９－２５

１５３

Ｉ測jｉ
副会長 430 0534-74-2222

0534-71-6050

0534-74-6867

0298-23-3111

0298-23-1160

03-3951-1982

086-222-8811

086-222-8841

086-222-4628

03-3339-0330

03-3338-2005

0422-43-４２５３

詔
、

。
的

伽
飴

４
３

１
７

７
１

″

〃

〃

自宅 1８０

札幌市中央区北14条西１８丁目

ＦＡＸ

木し幌市中央区｣上5条西29丁目

盛岡市上田１－４－１

ＦＡＸ

盛岡市愛宕町l8-42

武蔵野市境南町ｌ－２６－ｌ

ＦＡＸ

ﾉﾊ金井市東町１－１５－１３

新宿区百人町３－２２－１

ＦＡＸ

目黒区鷹番１－１３－２０－２０６

情瀬市旭が丘ｌ－２６１

ＦＡＸ

練`馬区東大泉３－３８－１Ｏ

柏崎市赤坂町３－５２

ＦＡＸ

長岡市東神田２－８－１１

富山市五福１１３０

ＦＡＸ

富山市五福2576-8

福井市中央２－８－６

ＦＡＸ

福井市大宮２－１０－５

瀬戸市西追分町160

ＦＡＸ

瀬戸市南山町３－３８

－宮市桜l－９－９

ＦＡＸ

一宮市東島HＵ２－４０

北海道｜上田侃｜札幌循環器クリニック｜医療法人常任理事 060 011-747-5821

011-758-1452

011-641-2166

0196-53-1151

0196-53-2528

0196-22-0401

0422-32-3111

0422-32-3525

0423-83-1968

03-3364-0251

03-3364-5663

03-3710-1615

0424-91-2121

0424-94-1441

03-3922-1271

0257-22-2126

0257-24-9812

0258-35-4399

0764-41-2481

0764-41-6369

0764-32-3207

0776-23-1111

0776-26-7535

0776-21-2033

0561-82-5101

0561-82-9139

0561-82-7031

0586-72-1211

0５８６－７１－００１７

０５８６－７３－６１１０

宅
県
宅
赤
宅
連
宅
人
宅
宅
人
宅
会
宅
村
宅
人

目
府
自
自
社
自
雛
自
国
自
雛
自
生
自
町
自
雛

道都
日
全
医

医
済
市
医

院
院
院
院
院
院
院
院
院

蜥
荊
縮

病

中
十
蝋
病
鵬
病
》
蕊
蜥

所
雄

済
陶
大

立
赤
中

県
野
険
本
繍
能
．
湘
立
合

手
蔵
餓

立

岩
武
社
織
国
西
福
公
総

恵
三
孝
慶
二
郎
清
守
研

勝
克
正
寛
正
正

田
橋
田
本
澤
能
沢
田
藤

山小
高
瀬
織
小
西
藤
寺
伊

県
都

県
県
県
県

手
京
〃
〃
潟
山
井
知
〃

岩
東

新
富
福
愛

０
０

０
０

７
５

０
０

０
０

０
９

９
１

型
的

団
山

６
２

２
８

７
４

４
３

３
１

１
８

８
９

０
０

０
１

１
１

１
２

１
９

９
９

９
９

９
４

４
４

''

〃

ﾉノ

ﾉノ

′'

ﾉﾉ

ﾉノ

〃

″

自宅 ４９１

－１９３－



病院名役職名
一

常任理事

病院所在地 ＴＥＬ・ＦＡＸ

三重県｜岡崎通｜国立津病院’国’514-11 久居市新町ｌＯ２２

ＦＡＸ

津市渋見mJ770-35

大阪市城東区東中浜ｌ－３－ｌ７

ＦＡＸ

芦屋市三条町２３－５

尼崎市杭瀬本町２－１９－１５

ＦＡＸ

伊丹市鈴原町７－４９－２

廿日市市地御前１－３－３

ＦＡＸ

広島市佐伯区吉見園23-1l

防府市三田尻１－１－２４

ＦＡＸ

防府市三田尻ｌ－１－３５

長崎市深堀町ｌ－ｌｌ－５４

ＦＡＸ

長崎市江川町448-7

那覇市安里ｌ－７－３

ＦＡＸ

那覇市繁多川５－３－３

グランシヤトレ繁多川305

05925-5-3120

05925-6-2651

0592-25-4030

０６－９６７－７１１１

06-963-2233

0797-34-0126

06-488-1851

06-488-1854

0727-81‐'７８５

０８２９－３６－３１１１

０８２９－３６－５５７３

０８２９－２１－４８２９

０８３５－２２－２３１０

０８３５-25-1675

0835-22-3882

0958-71‐'515

0958-71-1510

0958-78-3512

098-866-5171

098-864-1874

098-835-1882

宅
人
宅
人
宅
連
宅
人
宅
人
宅
人

目
法
自
自
生
自
雛
自
雛
自
雛

療医
個
厚
医
医
医

院
院
院
院
院
院

病
病
病
病

病
病
合
愛
念
一

道
生
総
博
記
第

島
田
崎
浜

大
優
廣
村
長
大

學
彦
良
郎
順
三

太
…
行
成
寿

耕

道
村
科
田
井
田

大
北
高
村
福
廣

府
県
県
県
県
県

阪
庫
島
口
崎
縄

大
兵
広
山
長
沖

５１４

５３６

６５９

６６０

６６４

７３８

７３１－５１

７４７

７４７

８５１－０３

８５０

９０２

〃

′′

ﾉノ

″

ﾉﾉ

ノノ

自宅’９０２

理事

赤
宅
赤
宅
連
宅
連
宅
人
宅
赤
宅
人
宅
立
宅
会
宅
び
△
星
』
人
宅

自
自
生
自
生
目
雛
自
自
雛
目
自
生
自
級
自
雛
自

日
日
厚
厚
公
日
医
国
済
共
連
医

院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院

蒋
輔
読
挿
岬
誘
病
い
『
“
州

病

棚
洲
総
生
津
十

舗
田
尾
順
飴
鰔
戸
血
柵
段
整

一
泉

山

総
秋
平
白
総
大
柏
国
東
九
高

俊
夫
人
一
助
修
英
登
一
三
榮

与

秀
吉
雅
良
駝
正
六
三

木
本
藤

田
戸
林
賀
川
山

芝
竹
林
遠
星
横
柏
小
伊
中
高

道
県
県

県
県
都

海
田
〃
島
〃
玉
葉
京
〃
〃
〃

北
秋
福

埼
千
東

北見市北６条東２丁目

北見市幸町ｌ－３－８

秋田市中通１－４－３６

秋田市高陽青柳町１４－２

横手市駅前町１－３０

横手市旭川３－３－３l

白河市横町114

白河市昭和町249-3

会津若松市鶴賀町１－ｌ

会津若松市日新町６－１７

与野市上落合903

浦和市曲本１－６－１５

干葉市中央区長洲２－２１－８

干葉市中央区長洲２－２１－１６

世田谷区太子堂3-35-3l

世田谷区瀬田５－１－９

港区三田１－４－１７

渋谷区広尾ｌ－７－７－３０７

千代田区九段南２－１－３９

国分寺市富士本1-31-ｌ

葛飾区金町３－４－５

松戸市中矢切488-28

０
０
０
０
３
３
１
１
５
５
８
６
０
０
４
８
８
０
２
５
５
１

９
９
１
１
１
１
６
６
６
６
３
３
６
６
５
５
０
５
０
８
２
７

０
０
０
０
０
０
９
９
９
９
３
３
２
２
１
１
１
１
１
１
１
２

０１５７－２４－３１１５

０１５７－２３－３３６５

0188-34-3361

0188-24-4484

０１８２－３２－５１２１

0182-32-1725

0248-22-２２１１

０２４８－２２－１６５９

０２４２-２５－１５１５

０２４２－２７－９０８７

０４８－８５２-１１１１

０４８－８６１－９２７７

０４３－２２７-8366

043-222-3759

03-3414-8121

03-3700-6286

03-3451-8211

03-3407-6794

03-3262-9191

0425-72-4687

03-3607-3260

0473-62-0655

ﾉｱ

″

″

'′

"

″

ﾉノ

ﾉﾉ

ﾉノ
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病院名 病院所在地 電話役職名
一

〃

舸
暁
赤
舵
舸
醗
剛
臨
胴
暁
緬
院
州
舵
鰄
醗
縄
舵
轆
暁
關
酩
州
舵
關
舵
緬
院
關
醗

医
日
医
句
市
医
市
都
医
都
医
市
医
医
医

院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院

病
荊
病
醐
病
脈
脈
病
輔
病
賊
刑
諦
識

泉
湖
地
搾
辨
癖
冊
辨
岼
冊
』
》
》
轆
辨

山
Ⅱ

嬉
横
渕
国
新
桑
富
石
許
岐
木
市
上
山
武

司
武
章
夫
力
治
二
蔵
隆
和
彰
治
三
郎
男

久
祐

英
昭
礼
忠

邦
恒
浩
喜
隆

藤
雪
屋
藤
川
名
田
下
山
原
澤
田
田
保
田

須
宗
士
加
笹
桑
石
道
許
須
木
島
福
安
武

葛飾区東金ＩＩ１Ｊ１－３５－８

葛飾区東金I11J6-l8-l6

横浜市中区根岸町２－８５

横浜市磯子区洋光台４－５－３

相模原市渕野辺３－２－８

相模原市渕野辺ｌ－８－７

横浜市泉区西が岡１－２８－１

東刺fBlli田谷区上用賀2-5-1-707

新潟市紫竹山２－６－１

新潟市寺尾西４－７－４

新潟市古ＩｌｌｍＪ６－４

新潟市二葉ｌＵＪ１－８２０

富山市今泉292

富山市高屋敷855-4

河北郡高松町字高松ヤ３６

金沢市小立野2-14-23

甲府市中央ｌ－１２－６

甲府市中央１－１２－６

|岐阜市野一色４－６－ｌ

岐阜市静が丘mJ14

美濃加茂市古井町下古井59O

美濃加茂市古井町下古井590

島田市野田1200-5

島田市中河lI1J265

名古屋市北区上飯田北町２－７０

名古屋市北区山田北町２－２８－５

桑名市寿ｌｎ３－ｌｌ

桑名市船馬町１１

京都市伏見区石田森南町２８－１

京都市下京区木津屋橋通油小路

東入南町507番地

大阪市北区芝田２－lO-39

吹田市古江台1-20-10

大阪市大正区北村３－４－５

枚方市楠葉美咲3-12-20

大阪市北区天神橋７－５－２６

西宮市霞町４－１７

大阪市北区兎我野町４－１２

ニューナショナルピル５Ｆ

西宮市愛宕山ｌ５－４２

和泉市肥子ＩＨＩｌ－１０－ｌ７

大阪狭山市大野台２－２５－６

神戸市東灘区本山中mJ4-1-8

神戸市東灘区岡本６－１－２６

加古川市尾上町長田５２５

加占川市尾上町池田769-1

東京都｜須藤祐司 １２５

１２５

２３１

２３５

２２９

２２９

２４５

１５８

950

950-21

９５０

９５１

９３９

939

929-12

９２０

４００

４００

５００

５０１－３１

５０５

５０５

４２７

４２７

４６２

４６２

５１１

５１１

６０１‐１３

６００

１２５

１２５

２３１

２３５

２２９

２２９

２４５

１５８

950

950-21

９５０

９５１

９３９

939

929-12

９２０

４００

４００

５００

５０１－３１

５０５

５０５

４２７

４２７

４６２

４６２

５１１

５１１

６０１‐１３

６００

03-3600-9001

03-3608-0016

045-622-0101

045-833-7616

0427-54-2222

0427-52-5193

045-813-0221

03-3420-4879

025-241‐5151

025-268-4866

025-273-2251

025-223-3741

0764-22-1112

0764-２１－００１５

０７６２－８１－１１２５

０７６２－３１-7698

0552-33-5107

0552-33-0534

0582-46-1111

0582-42-0459

0574-25-2181

0574-25-2181

0547-35-2111

0547-37-2890

052-991-3111

052-914-4048

0594-22-1211

0594-22-5897

075-572-6331

075-371-2765

神奈)||県｜宗雪武''

〃｜士屋章〃

〃｜加藤英夫〃

新潟県｜笹川力″

〃｜桑名昭治'′

富山県｜石田礼″

石川県｜道下忠蔵〃

山梨県｜許山隆ﾉノ

岐阜県｜須原邦和〃

〃｜木澤彰''

静岡県｜島田恒治ﾉノ

愛知県｜福田浩''

三重県｜安保喜久郎''

京都府｜武田隆男''

大阪府｜豊島正忠

謎|溌ＩＤＩ

０
５
１
３
１
２
０

３
６
５
７
３
６
３

５
５
５
５
５
６
５

０
５
１
３
１
２
０

３
６
５
７
３
６
３

５
５
５
５
５
６
５

０６－３７２－０３３３

０６－８３１－１１４５

06-552-0091

0720-55-0461

06-351-5381

0798-36-6000

06-315-0576

ﾉノ

〃｜武田‘厚ノノ

〃｜加納繁美′'

〃｜中後勝ﾉﾉ

巽非11蝋
0798-73-7278

0725-41-1646

0723-６６－６５５５

０７８－４５１‐１２２１

０７８－４３１‐1088

0794-23-2123

0794-23-5619

⑪
別
胡
記
冊
布
祀

６
５
５
６
６
６
６

⑪
別
胡
記
冊
布
祀

６
５
５
６
６
６
６

〃｜岸口 繁′'

兵庫県｜宮地知男′'

〃｜荒尾素次ﾉﾉ

－１９５－



役職名
一

理事

病院名 病院所在地 電話

奈良県｜南 秋津鴻池病院 医療法人

自宅

医療法人

自宅

医療法人

自宅

公益法人

自宅

個人

自宅

都道府県

自宅

日赤

自宅

医療法人

自宅

曰赤

自宅

市町村

自宅

都道府県

自宅

溢 御所市大字池の内１０６４

御所市大字柏原1604

和歌山市塩屋６－２－７０

海南市日方1188

和歌山市友田町２－２８

和歌山市新内２１７

津山市二階町６７

津山市椿高~Ｆ１６

広島市南区皆実HJ6-15-7

広島市南区皆実町6-18-31

松山市春日町８３

松山市土居田町600-ｌ

高知市新本町２－１３－５１

高知市薊野2018

高知市上町３－２－６

高知市上町３－１－８

福岡市南区大楠３－１－１

福岡市南区筑紫丘２－１８－２６

熊本市湖東1-1-6O

熊本市保田窪本町778-5

大分市豊饒476

大分市春日町1－１４

6３９－２２

６３９－２２

６４１

６４２

６４０

６４０

７０８

７０８

７３４

７３４

７９０

７９０

７８０

７８０

７８０

７８０

８１５

８１５

８６２

８６２

８７０

８７０

07456-2-2058

07456-2-2765

0734-44-1600

07348-2-8035

0734-31-0351

0734-22-5138

０８６８－２２－６１１１

0868-22-3496

082-254-0311

082-251-0633

0899-47-1111

0899-71-5716

0888-22-1201

0888-45-7284

0888-22-7660

0888-75-5309

092-521-1211

092-541-4401

096-365-1711

096-382-6636

0975-46-7112

0975-34-6369

和歌浦中央病院和歌山県｜遠藤香苗ﾉﾉ

〃｜中村了生 中村病院〃

岡山県｜上野英高 津山中央病院ﾉﾉ

広島県｜伊藤剛 伊藤胃腸科病院'′

愛媛県｜軍松授 愛媛県立中央病院″

高知県｜長崎彬 高知赤十字病院〃

〃ｌ田中稔正 田中整形外科病院ﾉﾉ

福岡県｜鍬塚登喜郎 福岡赤十字病院″

熊本県｜志摩清 熊本市民病院ﾉノ

大分県｜肥田木孜 大分県立病院ノア

役職名

監事

病院名 病院所在地 ＴＥＬ・ＦＡＸ

星和夫東京都 青梅市立総合病院 市町村 青梅市東青梅４－１６－５1９８ O428-22-3191

0428-24-5126

03-3999-4078

0474-31-2662

0474-32-8578

0474-33-4566

ＦＡＸ

自宅

医療法人

練馬区向山４－１２－１８

船橋市本町２－１０－１

1７６

２７３千葉県 梶原優 板倉病院ﾉノ

ＦＡＸ

自宅 船橋市本町２－１０－１273

役職名

代議員会
議長

病院名 病院所在地 ＴＥＬ・ＦＡＸ

福井県 向野榮 福井赤十字病院 日赤

自宅

その他法人

自宅

福井市月見2-4-1

ＦＡＸ

福井市月見２－４－ｌ

横須賀市小矢部２－２３－１

ＦＡＸ

鎌倉市七里ケ浜東3－７－４

９１０

910

238

248

0776-36-3630

0776-36-4133

0776-３６－０２６８

代議員会
副議長

神奈川県 山本敬 衣笠病院 0468-52-ll82

0468-54-O232

0467-32-2965

－１９６－



代議員

役職名 病院名 病院所在地 電話

員議
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

代

北海道

″

原
山
澤
嶋
村
山
谷
木
永
部
戸
橋
科
宿
辺
澤
岡
良
川

崎
日
上
原

山
橋
田
根
畑
瀬
地
藤
上
田

本
原
山

須
々

谷
南
菱
浦
津
中
遠
金
佐
富
岸
瀬
高
仁
本
渡
會
石
奈
長
長
山
春
井
漆
森
奥
三
早
中
高
川
金
加
村
角
林
山
荏
小

一
治
一
輔
雄
知
之
郎
弘
陞
士
一
章
尚
光
孝
春
治
夫
洋
学
男
－
彰
志
雄
稔
敏
晃
弘
臣
夫
弘
次
夫
茂
敬
夫
眞

郎
章自

浩
四
喜
惠
登
美
春
陸
忠

泰
捨
盛

正
国
昌
嗣

善
寿

博
武

正
貞
嘉
正
義
昭

光

砂川市立病院

旭川赤十字病院

慈啓会病院

国立弘前病院

中村整形外科病院

遠山病院

北上済生会病院

宮城健康保険病院

仙台オープン病院

北秋中央病院

中通病院

長井市立総合病院

三友堂病院

公立藤田総合病院

渡辺内科胃腸科病院

大洗海岸病院

総合病院水戸協同病院

足利赤十字病院

自治医科大学附属病院

前橋赤十字病院

慈光会病院

社会保険埼玉中央病院

上福岡総合病院

大宮共立病院

国立千葉病院

船橋市立医療センター

習志野第一病院

山之内病院

都立梅ケ丘病院

都立台東病院

社会保険都南総合病院

金地病院

江戸川病院

日暮里上宮病院

県立こども医療センター

川崎市立川崎病院

衣笠病院

高田中央病院

県立新発田病院

市町村

日赤

そのIHI法人

国

個人

医療法人

済生会

全社連

公益法人

厚生連

医療法人

市町村

公益法人

市町村

医療法人

医療法人

厚生連

日赤

学校法人

日赤

医療法人

全社連

医療法人

個人

国

市町村

医療法人

医療法人

都道府県

都道府県

全社連

医療法人

その(１回１，ki人

その他法人

都道府県

市町村

そのIhi5ki人

個人

都道府県

砂川市西四条北２－６－l

旭川市曙一条1丁目

札幌市中央区旭ケ丘５－６－５O

弘前市大字富野町１番地

五所川原市字一ツ谷l60

盛岡市下ノ橋町６－１４

北上市花園町ｌ－６－８

仙台市長町２－４－１８

仙台市宮城野区鶴ケ谷５－２２－１

北秋田郡鷹巣町花園町ｌＯ－５

秋田市南通みその町３－１５

長井市屋城町２－ｌ

米沢市中央６－１－２１９

伊達郡国見町大字塚野目字三本木１４

福島市北町１－４０

東茨城郡大洗町大貫町915

水戸市宮町３－２－７

足利市本城3-210O

河内郡南河内町薬師寺3311-1

前橋市朝日町３－２１－３６

高崎市上佐野町78６－７

浦和市北浦和４－９－３

上福岡市大字福岡931

大宮市大字片柳１５５０

干葉市中央区椿森４－１－２

船橋市金杉ｌ－２１－ｌ

習志野市津田沼５－５－２５

茂原市町保３

世田谷区松原６－３７－１０

台東区千束３－２０－５

品川区東大井５－８－１２

北区中里ｌ－５－６

江戸川区東小岩２－２４－ｌ８

荒川区東日暮里２－２９－８

横浜市南区六ツ川２－１３８－４

川崎市川|崎区新川通12-l

横須賀市小矢部２－２３－ｌ

横浜市港北区高田町342

新発田市大手町４－５－４８

０７３－０１

０７０

０６４

０３６

０３７

０２０

０２４

９８２

９８３

０１８－３３

０１０

９９３

992

969-17

９６０

３１１－１３

３１０

326

329-01

３７１

３７０

３３６

３５６

３３０

２６０

２７３

２７５

２９７

１５６

１１１

１４０

１１４

１３３

１１６

２３２

２１０

２３８

２２３

９５７

Ｏｌ２５５－４－２１３１

０１６６－２２－８１１１

０１１－５６1-8292

0172-32-4311

0173-34-3315

0196-51-2111

0197-64-7722

022-２４８－０１６１

０２２－２５２－１１１１

０１８６-62-1455

0188-33-1122

0238-84-2161

0238-24-3700

0245-85-2121

0245-22-9156

0292-67-2191

0298-31-2371

0284-21-0121

0285-44-2111

0272-24-4585

0273-47-1177

048-832-4951

0492-66-0111

048-686-７１５１

０M43-251-5311

0474-38-3321

0474-54-1511

0Ｍ475-25-1131

03-3323-1621

03-3874-7441

03-3474-2701

03-3821-6433

03-3673-1221

03-3891-5291

045-711-2351

044-233-5521

0468-52-1182

045-592-5557

0254-22-3121

〃

青森県

〃

岩手県

〃

宮城県

〃

秋田県

〃

山形県

″

福島県

″

iiNi城県

〃

栃木県

〃

群馬県

〃

埼玉県

″

〃

千葉県

〃

〃

ノノ

東京都

″

″

ノノ

ノノ

ノノ

神奈１１|県

〃

〃

〃

新潟県

－１９７－



病院名 病院所在地 電話役職名

長岡赤十字病院

信楽園病院

富山県立中央病院

万葉病院

国立金沢病院

辰口芳珠記念病院

福井赤十字病院

大滝病院

韮崎市立病院

加納岩総合病院

長野赤十字病院

相澤病院

岐阜赤十字病院

松波総合病院

富士市立中央病院

厚生連遠州総合病院

順天堂伊豆長岡病院

東海市民病院

市立岡崎病院

青山病院

八千代病院

松阪市民病院

柳瀬病院

済生会滋賀県病院

琵琶湖病院

公立南丹病院

山科病院

京都四条病院

市立豊中病院

大阪赤十字病院

中野小児病院

若草第一病院

愛染橋病院

神戸市立西市民病院

姫路赤十字病院

広野高原病院

姫路第一病院

西奈良中央病院

巽病院

日赤

その(lhj5ki人

都道府県

医療法人

国

医療法人

日赤

個人

市町村

医療法人

日赤

医療法人

日赤

医療法人

市町村

厚生連

学校法人

市町村

市町村

医療法人

会社

市町村

個人

済生会

医療法人

市町村

公益法人

医療法人

市町村

日赤

医療法人

医療法人

そのＩＩＪ法人

市町村

日赤

医療法人

医療法人

医療法人

医療法人

長岡市日赤ＨＪ２－６－１

新潟市西有明町ｌ－２７

富山市西長江２－２－７８

高岡市西海老坂字大坪362

金沢市石弓ｌ３－１－１

能美郡辰口町字下開発ル11-l

福井市月見２－４－l

福井市日光ｌ－１－１

韮崎市本町３－５－３

山梨市上神内川1309

長野市大字若里1512-ｌ

松本市本庄２－５－１

岐阜市岩倉町３－３６

羽島郡笠松町田代l85-1

富士市高島町５０

浜松市常盤町l44-6

田方郡伊豆長岡町長岡ll29

東海市中ノ池３－１－１

岡崎市若宮町２－２

瀬戸市南山町ｌ－５３

安城市東栄町ｌ－ｌＯ－ｌ３

松阪市殿町1550

津市乙部５－３

栗太郡栗東町大字大橋２－４－１

大津市坂本ｌ－８－５

船井郡八木町大字八木小字上野２５

京都市山科区竹鼻四丁野町１９－４

京都市下京区東堀川通四条下ル
四条堀111町２７２－６

豊中市岡上の町２－１－１

大阪市天王寺区筆ケ崎町５－５３

大阪市旭区新森４－１３－１７

東大阪市若草町１－６

大阪市浪速区日本橋東３－１－１ｌ

神戸市長田区一番ＨＩＪ２－４

姫路市龍野町５－３０－ｌ

神戸市西区北山台３－１－１

姫路市御国野町国分寺l43

奈良市百楽園５－２－６

檀原市見瀬町１１－１

新潟県

″

富山県

″

石）|｜県

″

福井県

″

山梨県

″

長野県

″

岐阜県

″

静岡県

〃

井
橋
田
岸
岡
井
野
滝
沼
澤
木
田
戸
波
原
木
池
富
田
山
藤
山
瀬
嶋
藤
田
原
野
村
野
野
合
本
見
田
田
浦
本

川
荒
一
局
前
川
杉
仲
向
大
浅
中
青
前
井
松
荻
鈴
菊
吉
小
青
佐
横
柳
中
加
藤
大
中
木
内
中
川
辻
塩
岡
安
松
松
巽

弘
二
治
郎
郎
雄
榮
穂
一
明
猛
雄
彦
一
雄
世
徳
吉
博
夫
郎
實
範
雄
明
一
夫
進
治
人
光
毅
博
俊
男
吉
春
功
三

奥
昭
昭
一
五
信

秀
弘
忠

恒
豊
英
正
重
貞
久

鍵
太

恒
重

洋
康

正
治
博
弘
兵
文
康
俊
梅

典

員議
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

代

９４０

９５０－２１

９３０

９３３

920

923-12

９１０

９１０

４０７

４０５

３８０

３９０

５０２

５０１－６１

４１７

４３０

４１０－２２

４７７

４４４

４８９

４４６

５１５

514

520-30

520-01

629-01

６０７

６００

５６０

５４３

５３５

５７９

５５６

６５３

670

673-02

671-02

６３１

６３４

0258-35-3600

025-267-1251

0764-２４‐’531

0766-24-2163

0762-62-4161

0761-51-5551

0776-36-3630

0776-23-３２１５

０５５１－２２－１２２１

０５５３－２２－２５１１

０２62-26-4131

0263-33-8600

0582-31-2266

05838-8-0111

0545-52-1131

0534-53-1111

05594-8-3111

0562-３３－５５００

０５６４－２１－８１１１

０５６１－２１－1118

0566-97-8518

0598-23-1515

0592-27-5585

0775-52-1221

0775-78-2023

07714-2-2510

075-594-2323

075-361-5471

06-843-0101

０６－７７１－５１３１

06-952-4771

0729-88-1409

06-633-2801

078-576-5251

0792-94-2251

078-994-1155

0792-52-0581

0742-４３－３３３３

０７４４２－７－１１１５

″

愛知県

″

ノノ

〃

三重県

″

滋賀県

″

京都府

ノノ

ノノ

大阪府

〃

ﾉﾉ

ﾉﾉ

ﾉﾉ

兵庫県

″

ﾉノ

′′

奈良県

″

－１９８－



役職名 病院名 病院所在地 電話

和歌山県

〃

藤田一郎

濱正純

月山和男

岩宮緑

野島丈夫

高橋勝

杉原徹彦

浅野健夫

木田恵三

滝沢千之助

岩森茂

高杉敬久

波多野光紀

西田健一

松家豊

松森茂

美馬恭一

大林幸

桑島恵－

宮田信漁

山本彰芳

細木秀美

武谷溶

佐々木勇之進

安藤精彌

花田基典

山口弾之

寺本成美

高木忠一郎

松金秀暢

高野正博

家永書

情田正司

本松研一

千代反田泉

新村健

崎元哲郎

比嘉實

大山朝弘

海南市民病院

浜病院

月山病院

鳥取県立中央病院

野島病院

松江赤十字病院

松江記念病院

岡山市立市民病院

新見中央病院

水島第一病院

広島市立安佐市民病院

博愛病院

小野田市立病院

阿知須同仁病院

国立療養所徳島病院

小松島赤十字病院

香川県済生会病院

キナシ大林病院

松山赤十字病院

松山市民病院

高知市立市民病院

細木病院

九州中央病院

福間病院

西福岡病院

唐津赤十字病院

至誠会病院

国立長崎中央病院

十善会病院

熊本赤十字病院

高野病院

国立別府病院

大分赤十字病院

宮崎県立宮崎病院

千代田病院

鹿児島赤十字病院

花倉病院

沖縄赤十字病院

敬愛会中頭病院

市町村

医療法人

個人

都道府県

医療法人

日赤

医療法人

市町村

医療法人

医療法人

市町村

個人

市町村

医療法人

国

日赤

済生会

医療法人

日赤

公益法人

市町村

医療法人

共済及び
連合

医療法人

医療法人

日赤

医療法人

国

その他法人

日赤

医療法人

国

曰赤

都道府県

医療法人

日赤

個人

日赤

医療法人

海南市日方1272-3

和歌山市吹上２－４－７

和歌山市小松原通１－３

`鳥取市江津730

倉吉市瀬崎町2714-1

松江市母衣町200

松江市上乃木町３－４－１

岡山市天瀬６－１O

新見市新見827-l

倉敷市神田２－３－３３

広島市安佐北区可部南２－１－１

呉市本通６－２－４

小野田市大字東高泊1863-l

吉敷郡阿知須町4241-4

麻植郡鴨島町敷地1354

小松島市中田町字新開２８－１

高松市桜町１－１６－４

高松市鬼無町佐藤54-ｌ

松山市文京町１

松山市大手町２－６－５

高知市丸の内ｌ－７－４５

高知市大膳町３７

福岡市南区塩原３－２３－l

宗像郡福間町23１０

福岡市西区生の松原３－１８－８

唐津市二夕子１－５－l

佐賀市田代２－７－２４

大村市久原２－１００１－１

長崎市籠町７－１８

熊本市長嶺町2255-209

熊本市帯山４－２－８８

別府市亀川内竃1473

大分市千代町３－２－３７

宮崎市北高松町５－３０

日向市鶴町２－９－２０

鹿児島市平川町2545

鹿児島市吉野町9846

那覇市古波蔵４－１１－１

沖縄市字知花723

員議
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

代

６４２

６４０

６４０

６８０

６８２

６９０

６９０

７００

７１８

712

731-02

７３７

756

754-12

７７６

７７３

７６０

７６１

７９０

７９０

７８０

７８０

815

811-32

８１４

８４７

８４０

８５６

８５０

８６２

862

874-01

８７０

８８０

883

891-01

８９２

900

904-21

0734-82-4521

0734-36-2141

0734-23-2300

0857-26-2271

0858-22-6231

0852-24-2111

0852-27-8111

086-225-3171

086-772-2110

086-444-5333

082-815-5211

0823-23-8911

08368-3-2355

0836-65-2130

0883-24-2161

08853-2-2555

0878-33-1551

0878-81-3631

0899-24-1111

0899-43-1151

0888-22-6111

0888-22-7211

092-541-4936

0940-42-0145

092-881-1331

0955-72-5111

0952-24-5325

0957-52-3121

0958-21-1214

096-384-2111

096-384-1011

0977-67-1111

0975-32-6181

0985-24-4181

0982-52-7111

0992-61-2111

0992-47-7320

0988-53-3134

09893-9-1300

ﾉノ

`鳥取県

〃

島根県

〃

岡山県

〃

〃

広島県

〃

山口県

〃

徳島県

〃

香）Ⅱ県

〃

愛媛県

〃

高知県

″

福岡県

〃

〃

佐賀県

″

長崎県

″

熊本県

〃

大分県

〃

宮崎県

〃

鹿児島県

〃

沖縄県

″

－１９９－



所掌 覧表会 等委
一

貝

鰯
小西

｜
雲

一ハ

医療制度委員会謡：

病院管理運営委員会

杢毫浩菱
小澤宜二

未儂知次爆
星源之助

寺田守
新村明

宮崎柏
岡本重覆

登内真
遠藤良一

岩崎巣
木村明

篭圖鬘：
瀞蕊
北村行彦

”会長

四郡会長

部会艮

印金是

四部会長

部会聖

副官B会艮

委員長

田委■長

委員長

由委■長

委員長

四委氏長

妻氏長

醐委員長

委只央

四委只長

・・小病院委員会 委員長西能正一郎
副委員長

委員長三宅浩之
副委員長里村洋一〒・情報センター委員会

研究研修委員会

企画委員会

委員長

登内真
委員長

三宅浩之

委■長

須藤祐司

鴬両！
-匹-画~萎-頁~三１

担当役只織木正度

離鬮鮨 部会長伊藤研
副部会長高橋勝三

藤
科
崎
条
田
口
辺
山

伊
高
岡
一
廣
岸
渡
小

研
舶
通
脈
舵
繁
晃
夫 秀

河北博文

葵妻正窒

河北博文

河北博文

稟震國譲二

謙譲

部会長

四部会長

副部会長

部会長

委員長

副委邑岳

~]E1画-6規程検討委員会|鶴農

エイズ対策本部

郷ロ日本病院学会臭１J委員会

本部長

本部長代行

委員長中山耕作

河北博文総務会汁担

－２００－

l｛
工

日本病院学会

日本人間ドック学会

日本診療&ｦ管理学会

総合部会

税制委員会

医療制度委員会

医療経済委員会

統計調査部会

医療事故対策部会

防災対策部会

労務．漏り厚生･用度部会
研究研修委員会

企画委員会



会 委員名簿委員

|、医療制度委員会（担当副会長河北博文）

委員長伊賀六一東京都済生会中央病院

副委員長福井１１頂長崎記念病院

〃 小西宏（元・済生会神奈）Ⅱ

天本宏天本病院

荒井蝶子聖路加看護大学

池上直已慶應義塾大学

石井孝宜森公認会計士共同事務所

今井重信湘南中央病院

岩崎榮日本医科大学医療管理学教室

大道久日本大学医学部医療管理学教室

大道學医療法人大道会

嶋崎佐智子仙曰本看護協会

星和夫青梅市立総合病院

星源之助総合会津中央病院

院長

理事長

県支部）

院長

教授

教授

公認会計士

院長

教授

教授

理事長

常任理事

院長

院長

東京都

長崎県

神奈川県

東京都

東京都

東京都

東京都

神奈川県

東京都

東京都

大阪府

東京都

東京都

福島県

03-3451-8211

0958-71-1515

045-662-4721

0423-75-9581

03-3543-6391

03-3353-1211

03-3839-5960

0466-36-8151

03-3822-2131

03-3972-8111

06-962-9621

03-3400-8331

0428-22-3191

0242-25-1515

2．病院管理運営委員会

１）統計調査部会（担当副会長依田忠雄）

部会長大道學医療法人大道会

副部会長三宅浩之関東逓信病院

梅里良正曰本大学医学部

関田康慶東北大学医学部

田辺俊男医療法人大道会

中後勝医療法人愛仁会

宮崎柏栃木県済生会宇都宮病院

府
都
都
県
府
府
県

阪
京
京
城
阪
阪
木

大
東
東
宮
大
大
栃

理事長

顧問

助手

助手

企画調査
室長

理事長

名誉院長

06-962-9621

03-3448-6537

03-3972-8111

022-274-1111

06-962-9621

06-315-0576

0286-36-6702

2）医療事故対策部会（担当副会長登内真）

部会長小澤寛二国立療養所新潟病院

遠藤良一白河厚生総合病院

佐藤とく東京警察病院

新潟県

福島県

東京都

院長

院長

総看護婦長

0257-22-2126

0248-22-2211

03-3263-1371

－２０１－



川崎市立川崎病院院長

藤森病院理事長

(前・東海大学医療技術短期大学学部長）

日本赤十字社医療センター看護部長

茂

暢路

マスヨ

徳子

神奈川県

兵庫県

神奈川県

東京都

林
藤
前
森

044-233-552

森
田
光

0792-24-135

0463-93-176

（自宅

03-3400-131

3）防災対策部会（担当副会長登内真）

部会長上田侃札幌循環器クリニック

副部会長小原知次郎小原病院

石田貞治医療法人財団慈啓会

上林三郎聖路加国際病院

岸上香東海記念病院

倉持一雄学校法人順天堂

顧問岡山義雄東海記念病院

理事長

院長

常務理事

事務部顧問

参与

本館建設
本部事務局

理事長

北海道

兵庫県

神奈川県

東京都

愛知県

東京都

愛知県

011-747-582

078-521-122

045-401-241

03-3541-515

0568-88-056

03-3813-311

0568-88-056

4）労務・福利厚生・用度部会（担当副会長依田忠雄）

部会長

副部会長星源之助総合会津中央病院院長

梅津勝男曰比谷病院庶務課長

大塚暢聖隷福祉事業団専務理事

緒方廣市武蔵野赤十字病院事務部長

薗部雅一（前・兵庫医科大学理事）

本宿尚公立藤田総合病院院長

福島県

東京都

静岡県

東京都

兵庫県

福島県

0242-25-151,

03-3502-723

0534-73-2151

0422-32-311

0797-22-0201

（自宅

O245-85-212

依田忠雄）

公立陶生病院

篠ノ井総合病院

伽）聖路加国際病院

新潟県立吉田病院

吉祥院病院

東京術生病院

ＨＤＳ研究所

３．給食委

委員長

副委員長

員会（担当副会長

寺田守

新村明

宇井美代子

佐藤一義

吉野節子

米山貞治

山本辰芳

院長

名誉院長

栄養科長

給食課長

給食部長

栄養科長

所長

県
県
都
県
府
都
都

知
野
京
潟
都
京
京

愛
長
東
新
京
東
東

0561-82-510

O262-92-226

03-3717-539（

（自宅i

O256-92-511

075-672-133

03-3738-822

03-3818-349（

－２０２－



１．勤務医委員会（担当副会長中山耕作）

委員長宮崎柏栃木県済生会宇都宮病院

副委員長岡本重禮聖路加国際病院

有賀徹公立昭和病院

安東三郎いなみ野病院

鍬塚登喜郎福岡赤十字病院

佐々英達佐々総合病院

笹森典雄牧田総合病院

院長

副院長

脳神経
外科医長

院長

院長

理事長

副院長

県
都
都
県
県
都
都

木
京
京
庫
岡
京
京

栃
東
東
兵
福
東
東

0286-34-2151

03-3541-5151

0424-61-0052

078-941-1730

092-521-1211

0424-61-1535

03-3762-4671

ﾗ．教育委員会（担当副会長

委員長登内真

副委員長遠藤良一

松林恵子

三宅浩之

宗雪武

澤島政行

北林悦子

中山耕作）

総合病院土浦協同病院

白河厚生総合病院

㈱日本看護協会

関東逓信病院

横浜赤十字病院

横浜船員保険病院

九段坂病院

茨城県

福島県

東京都

東京都

神奈川県

神奈川県

東京都

院長

院長

常任理事

顧問

院長

院長

看護部長

0298-23-3111

0248-22-2211

03-3400-8331

03-3448-6537

045-622-0101

045-331-1251

03-3262-9191

通信教育委員会（担当副会長中山耕作）

委員長岩崎榮日本医科大学医療管理学教室

副委員長木村明新潟市民病院

竹本吉夫秋田赤十字病院

一条勝夫病院管理研究協会

黒田幸男国家公務員等共済組合連合会

長澤哲夫北里大学東病院

中村彰吾聖路加国際病院

ｎ

ｺ．

教授

副院長

院長

常任理事

参与

病歴室長

事務長

東京都

新潟県

秋田県

東京都

東京都

神奈川県

東京都

03-3822-2131

025-241-5151

0188-34-3361

03-3202-0791

03-3222-1841

0427-48-9111

03-3541-5151

依田忠雄）

岡山赤十字病院

東京警察病院

藤問病院

岩手県立中央病院

聖路加国際病院

7．臨床予防医学委員会（担当副会長

委員長依田忠雄

副委員長鈴木豊明

〃 藤間弘行

〃 小山田恵

安藤幸夫

県
都
県
県
都

山
京
玉
手
京

岡
東
埼
岩
東

院長

顧問

名誉院長

院長

名誉医長

086-222-8811

03-3263-1371

0485-22-0600

0196-53-1151

03-3541-５１５１

－２０３－



福岡県

神奈川県

京都府

青森県

千葉県

東京都

神奈川県

大阪府

大阪府

大阪府

兵庫県

国立久留米病院

曰本鋼管病院

明治鍼灸大学附属病院

公立七戸病院

新東京病院

牧田総合病院

総合高津中央病院

大阪赤十字病院

大阪赤十字病院

ＰＬ病院

丸山病院

院長

副院長

院長

院長

顧問

副院長

副院長

健診部長

名誉院長

副院長

院長

津
川
関
澤
瀬
森
中
田
杉
岡
木

本
字
大
小
金
清
笹
田
寺
一
一
松
三

彦
夫
尚
男
闇
雄
二
夫
皎
研
徹

出
紀

典
曰
忠
鉄

典
剛
由

O942-21-457：

O44-333-55q

O7717-2-12Z

O176-62-210（

0473-66-700（

O3-3762-4672

044-822-61Z

O6-771-513

06-771-513

07212-4-310（

O78-642-103：

8．社会保険・老人保健委員会（担当副会長河北博文）

委員長河北博文河北総合病院

副委員長村田寿太郎村田博愛病院

竹内正也秩言j:i婆:健康管理ｾﾝﾀｰ〃

安藤高夫永生病院

梅津勝男曰比谷病院

川渕孝一屋轤露曇雫醇難
児玉博行大原記念病院

櫻井裕北里大学公衆衛生学

鳩崎佐智子㈹曰本看護協会

千葉兼三千葉病院

益子邦洋日本医科大学救急医学科

三宅祥三武蔵野赤十字病院

理事長

院長

セソター長

理事長

事務次長

研究員

院長

講師

常任理事

事務長

助教授

内科部長

都
県
県
都
都
都
府
県
都
都
都
都

京
口
城
京
京
京
都
剖
京
京
京
京

東
山
茨
東
東
東
京
神
東
東
東
東

03-3339-212

0835-22-231（

0292-43-622（

O426-61-410l

O3-3502-72a

O3-3203-532’

075-744-312

0427-78-811

03-3400-833

03-3471-7571

03-3822-213

0422-32-311

９．医療経済(税制)委員会（担当副会長河北博文）

委員長北村行彦優生病院

飯田修平練馬総合病院

石井孝宜森公認会計士共同事務所

岩本晉山口大学医学部公衆衛生学

海北幸男多根病院

院長

院長

公認会計士

講師

事務長

兵庫県

東京都

東京都

山口県

大阪府

Ｏ6-488-185

03-3972-100

03-3839-596（

0836-22-231（

06-581-107

－２０４－



濃
中
米

沼
橋
満
原

信夫

彌光

弘之

利武

東北大学医学部病院管理学

西陣病院

熊本機能病院

明舞中央病院

教
院
院
院

授
長
長
長

宮城県

京都府

熊本県

兵庫県

022-274-1111

075-461-8800

096-345-8111

078-917-2020ﾌ[。

国際委

委員長

副委員長

員会（担当副会長

高橋勝三

紀伊國献三

高橋淑郎

竹内正也

長澤泰

波多野誠

牧野永城

河北博文）

武蔵野赤十字病院

筑波大学

トロント大学医学部

社会保険

いばらき健康管理センター

東京大学工学部

曰経ＢＰ社診療所

聖路加国際病院

院長

教授

助教授

センター長

助教授

所長

顧問

東京都

茨城県

東京都

茨城県

東京都

東京都

神奈川県

0422-32-3111

0298-53-3067

03-3326-6735

（自宅）

O292-43-6220

03-3812-2111

O3-5210-8407

045-894-O672

（自宅）

組織委員会（担当副会長

委員長伊藤研

副委員長高科成良

上田侃

北村行彦

西能正一郎

登内真

廣田耕三

南溢

依田忠雄）

医療法人大雄会

廣島総合病院

札幌循環器クリニック

優生病院

西能病院

土浦協同病院

大浜第一病院

秋津鴻池病院

理事長

院長

理事長

院長

理事長

院長

院長

理事長

愛知県

広島県

北海道

兵庫県

富山県

茨城県

沖縄県

奈良県

0586-72-1211

0829-36-3111

011-747-5821

06-488-1851

0764-41-2481

0298-23-3111

098-866-5171

07456-3-0601

学術委員会（担当副会長中山耕作）

委員長星和夫青梅市立総合病院

副委員長一条勝夫病院管理研究協会

岩渕勉河北総合病院附属クリニック

北原哲夫（元・東京逓信病

高橋政頑杏林大学医学部

三宅浩之関東逓信病院

院長

常任理事

院長

院長）

教授

顧問

都
都
都
都
都
都

一
只
一
泉
一
泉
一
只
一
泉
一
只

東
東
東
東
東
東

0428-22-3191

03-3202-0791

03-5377-2511

03-3328-5610

（自宅）

O422-47-5511

院

03-3448-6537

－２０５－



13.広報委

委員長

副委員長

員会（担当副会長河北博文）

廣田耕三大浜第一病院

岸口 繁府中病院

奥山武雄船橋市立医療センター

須藤祐司嬉泉病院

須磨忠昭メディアーク経営研究所

高木安雄社会保障研究所

名原剛曰本生命保険相互会社

イテ天良雄曰本放送協会

院長

理事長

院長

院長

所長

主任研究員

東海営業
総局長

解説委員

県
府
県
都
府
都
県
都

縄
阪
葉
京
阪
京
知
京

沖
大
千
東
大
東
愛
東

O98-866-51

0725-41-1〔

0474-38-33

03-3600-9Ｃ

Ｏ6-324-33

03-3589-13

O52-952-78

045-331-29

（自司
参与

14.企画・規程検討委員会（担当副会長河北博文）

委員長渡辺晃秦病院

副委員長小山秀夫畳立鬘薙轤需騨難
中山耕作総合病院聖隷浜松病院

登内真総合病院土浦協同病院

依田忠雄岡山赤十字病院

荒尾素次はりま病院

桑名昭治桑名病院

中後勝高槻病院

瀬田克孝社会保険中央総合病院

山口昇公立みつぎ総合病院

井出健仙曰本病院会

長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
局

事
事

務
院
部
院
院
院
理
院
理
院
院
事

県
都
県
県
県
県
県
府
都
県
都

城
京
岡
城
山
庫
潟
阪
京
島
京

茨
東
静
茨
岡
兵
新
大
東
広
東

0294-36-25

03-3203-53

0534-74-22

0298-23-31

086-222-88

0794-23-21

025-273-22

0726-81-38’

03-3364-02

08487-6-11

03-3265-00

15．中小病院委員会（担当副会長中山耕作）

委員長西能正一郎西能病院

）１１合弘毅若草第一病院

中川三与三九段坂病院

中村仁国保八日市場市立病院

木村篇人立）Ⅱ中央病院

岡田玲一郎社会医療研究所

関田康慶東北大学医学部病院管理学教室

長
長
長
長
長
長
手

事
事

理
理
院
院
院
所
助

県
府
都
県
都
都
県

山
阪
京
葉
京
京
城

富
大
東
千
東
東
宮

0764-41-241

0729-88-14（

O3-3262-9m

O479-72-15l

0425-22-71’

03-3914-55（

O22-274-11

－２０６－



:部 会〕

看護教育施設部会（担当副会長中山耕作）

会長諸橋芳夫国保旭中央病院

部会長伊藤研医療法人大雄会

副部会長高橋勝三武蔵野赤十字病院

常任幹事登内真土浦協同病院

″ 小澤寛二国立療養所新潟病院

〃 星源之助総合会津中央病院

″ 笹）IＩ力新潟市民病院

長
長
長
長
長
長
長

事

院
理
院
院
院
院
院

千葉県

愛知県

東京都

茨城県

新潟県

福島県

新潟県

0479-63-8111

0586-72-1211

0422-32-3111

0298-23-3111

0257-22-2126

0242-25-1515

025-241-5151

私的病院部会（担当副会長

部会長河北博文

副部会長織本正慶

〃 大道學

伊藤研

西能正一郎

佐藤真杉

竹川節男

西島英利

福井順

中山耕作

河北博文）

河北総合病院

織本病院

大道病院

総合大雄会病院

西能病院

佐藤病院

竹川病院

小倉蒲生病院

長崎記念病院

総合病院聖隷浜松病院

長
長
長
長
長
長
長
長
長
長

事
事
事
事
事

事
事

理
理
理
理
理
院
院
理
理
院

都
都
府
県
県
府
都
県
県
県

京
京
阪
知
山
阪
京
岡
崎
岡

東
東
大
愛
富
大
東
福
長
静

03-3339-2121

0424-91-2121

06-967-7111

0586-72-1211

0764-41-2481

0720-50-8711

03-3966-8781

093-961-3238

0958-71-1515

0534-74-2222

'、老人保健施設部会（担当副会長河北博文）

部会長河北博文河北総合病

伊藤研医療法人大雄

南溢秋津鴻池病

漆原彰大宮共立病

寺田一郎水原郷病

院
会
院
院
院

理事長

理事長

院長

院長

名誉院長

東京都

愛知県

奈良県

埼玉県

新潟県

03-3339-2121

0586-72-1211

07456-3-0601

048-686-7151

0250-62-2780

－２０７－



河北博文）(担当副会長７

諸橋芳夫

河北博文

瀬田克孝

登内真

伊賀六一

伊藤研

岩崎榮

岡崎通

島田馨

須藤祐司

高橋勝三

田所昌夫

星和夫

渡辺晃

４.エイズ対策本部
都
都
都
都
都
県
都
県
都
都
都
都
都
県

京
京
京
京
京
知
京
重
京
京
京
京
京
城

東
東
東
東
東
愛
東
三
東
東
東
東
東
茨

蘂》藷》い』》識“““““““
今
云

〈
雪

曰本病院会

曰本病院会

社会保険中央総合病院

曰本病院会

東京都済生会中央病院

総合大雄会病院

曰本医科大学

国立津病院

東京大学医科学研究所

嬉泉病院

武蔵野赤十字病院

河北総合病院

青梅市立総合病院

秦病院

03-3265-007

03-3265-007

03-3364-025

03-3265-007

03-3451-821

0586-72-121

03-3822-213

05925-5-312

03-3443-811

03-3600-900

0422-32-311

03-3339-212

0428-22-319

0294-36-255

本部長

本部長代行

副本部長

(オブザーバー）

相川直樹

大江健二

尾嵜新平

菅野治重

紀伊國献三

斎藤毅

嵯峨清喜

高柳和江

医学部救急部
教授
中央検査科
医長
繊･感染症
対策室長
ii査部麟症
部門講師
医学社会学
教授

座長

弁護士

医療管理学
助教授

都
県
都
県
県
都
都
都

京
葉
京
葉
城
京
京
京

東
千
東
千
茨
東
東
東

慶応義塾大学

国保旭中央病院

厚生省保健医療局

千葉大学医学部付属病院

筑波大学社会医学系

日本歯科医師会
ＨＩＶ調査検討委員会

嵯峨星野法律事務所

曰本医科大学

03-3353-121

0479-63-811

03-3503-171

043-222-717

0298-53-321

03-3219-800

03-3496-512

03-3822-213

〔特別委員会〕

1．病院情報センター委員会（担当副会長河北博文）

委員長三宅浩之関東逓信病

副委員長里村洋一千葉大学附属病

青木禧和荒病

東京都

千葉県

福島県

院
院
院

顧問

部長

統轄専務

03-3448-653

0472-22-717

0244-36-273

－２０８－



条勝夫

道久

井義行

口正和

病院管理研究協会

日本大学医学部医療管理学教室

舞子台病院

ＮＴＴデータ通信㈱

理事

教授

事務長

部長

都
都
県
都

京
京
庫
京

東
東
兵
東

03-3202-0791

03-3972-8111

078-782-0055

03-3509-8595

大
土
谷

国際モダンホスピタルショウ（担当副会長登内真）

担当副会長登内真土浦協同病院

襄聲鬘登内真〃
企画委員長三宅浩之関東逓信病院

院長

〃

顧問

茨城県

〃

東京都

0298-23-3111

〃

03-3448-6537

展（担当副会長登内真）

登内真土浦協同病院

須藤祐司嬉泉病院

へルス

担当副会長

企画委員長

茨城県

東京都

院
院

長
長

0298-23-3111

03-3600-9001

国際病院連盟汎地域会議組織委員会（担当副会長河北博文）

会長諸橋芳夫曰本病院会

委員長河北博文河北総合病院

副委員長高橋勝三武蔵野赤十字病院

紀伊國献三筑波大学医学専門学群

委員中山耕作総合病院聖隷浜松病院

依田忠雄岡山赤十字病院

牧野永城聖路加国際病院

吉野晶雄厚生科学研究所

エロル･ピカリング国際病院連盟本部

東京都

東京都

東京都

茨城県

静岡県

岡山県

神奈川県

東京都

ロンドン

長
長
長
授
長
長
問
長
長
局

事
務

会
理
院
教
院
院
顧
所
事

03-3265-0077

03-3339-2121

0422-32-3111

0298-53-3067

0534-74-2222

0862-22-8811

045-894-0672

（自宅）

O3-3470-4661

国際病院連盟汎地域会議運営委員会

委員長高橋勝三武蔵野赤十字病院

副委員長吉野晶雄厚生科学研究所

委員小山秀夫国立医療・病院管理研究所

川渕孝一国立医療・病院管理研究所

高橋淑郎トロント大学医学部

岡本悦司近畿大学医学部

都
都
都
都
都
府

京
京
京
京
京
阪

東
東
東
東
東
大

澤禧禮岼岼準

0422-32-3111

03-3470-4661

03-3203-5327

03-3203-5327

03-3326-6735

（自宅）

O723-66-O221
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国際病院連盟汎地域会議学術委員会

委員長牧野永城聖路加国際病院

副委員長紀伊國献三筑波大学医学専門学群

委員長澤泰東京大学工学部

竹内正也秩識:健康管理ｾﾝﾀｰ
波多野誠曰経ＢＰ社診療所

岡崎通国立津病院

O45-894-O6P

（自乗

0298-53-30（

O3-3812-21

0292-43-62i

O3-5210-84（

O5925-5-311

顧問

教授

助教授

センター長

所長

院長

神奈川県

茨城県

東京都

茨城県

東京都

三重県

国際病院連盟汎地域会議財務委員会

委員長河北博文河北総合病院 理事長 東京都 03-3339-212

学会実行委員会

諸橋芳夫

登内真

依田忠雄

河北博文

中山耕作

小山田惠

梶原優

星和夫

高橋勝三

瀬田克孝

織本正慶

伊賀六一

宗雪武

山本敬

寺田守

伊藤研

岡崎通

大道學

高橋彦太郎

井出健

第44回日本病院学会５．

学会長

副学会長

日本病院会

士浦協同病院

岡山赤十字病院

河北総合病院

聖隷浜松病院

岩手県立中央病院

板倉病院

青梅市立総合病院

武蔵野赤十字病院

社会保険中央総合病院

識本病院

東京都済生会中央病院

横浜赤十字病院

衣笠病院

公立陶生病院

総合大雄会病院

国立津病院

大道病院

曰本病院共済会

曰本病院会

長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
役
長

事
締
編

事
事

事

会
院
院
理
院
院
院
院
院
院
理
院
院
院
院
理
院
理
取
事

都
県
県
都
県
県
県
都
都
都
都
都
県
県
県
県
県
府
都
都

京
城
山
京
岡
手
葉
京
京
京
京
京
割
割
知
知
重
阪
京
京

東
茨
岡
東
静
岩
千
東
東
東
東
東
神
神
愛
愛
一
一
一
大
東
東

03-3265-007

0298-23-3,

0862-22-88］

03-3339-212

0534-74-222

0196-53-11E

O474-31-26〔

0428-2281〔

O422-32-311

03-3364-O2E

O424-91-212

03-3451-821

045-622-O1C

O468-52-118

0561-82-51C

O586-72-121

05925-5-312

06-967-711

03-3264-988

03-3265-007

委員長

委員
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第44回日本病院学会運営委員会

爵学会菫依田忠雄
副学会長中山耕作

登内真

河北博文

委員長大道學

委員小山田惠

高橋勝三

中川三与三

須藤祐司

山本敬

藤沢正清

寺田守

北村行彦

廣田耕三

高橋彦太郎

井出健

岡山赤十字病院

聖隷浜松病院

土浦協同病院

河北総合病院

大道病院

岩手県立中央病院

武蔵野赤十字病院

九段坂病院

嬉泉病院

衣笠病院

福井県済生会病院

公立陶生病院

優生病院

大浜第一病院

曰本病院共済会

曰本病院会

長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
役
長

締
湘

事
事

院
院
院
理
理
院
院
院
院
院
院
院
院
院
取
事

岡山県

静岡県

茨城県

東京都

大阪府

岩手県

東京都

東京都

東京都

神奈川県

福井県

愛知県

兵庫県

沖縄県

東京都

東京都

086-222-8811

0534-74-2222

0298-23-3111

03-3339-2121

06-967-7111

0196-53-1151

0422-32-3111

03-3262-9191

03-3600-9001

0468-52-1182

0776-23-1111

0561-82-5101

06-488-1851

098-866-5171

03-3264-9888

03-3265-0077

第44回日本病院学会学術委員会

錫学会壹登内真
副学会長中山耕作

依田忠雄

河北博文

委員長岡崎通

委員上田侃

小林登

伊賀六一

宗雪武

小澤寛二

西能正一郎

村田寿太郎

福井順

高橋彦太郎

丼出健

土浦協同病院

聖隷浜松病院

岡山赤十字病院

河北総合病院

国立津病院

札幌循環器クリニック

国立小児病院

東京都済生会中央病院

横浜赤十字病院

国立療養所新潟病院

西能病院

村田博愛病院

長崎記念病院

曰本病院共済会

曰本病院会

長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
役
長

事
締
淵

事
事

事

院
院
院
理
院
理
院
院
院
院
理
院
理
取
事

茨城県

静岡県

岡山県

東京都

三重県

北海道

東京都

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

山口県

長崎県

東京都

東京都

0298-23-3111

0534-74-2222

086-222-8811

03-3339-2121

05925-5-3120

011-747-5821

03-3414-8121

03-3451-8211

045-622-0101

0257-22-2126

0764-41-2481

0835-22-2310

0958-71-1515

03-3264-9888

03-3265-0077
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第44回曰本病院学会財務委員会

爵学会薑河北博文
副学会長中山耕作

登内真

依田忠雄

委員長伊藤研

委員瀬田克孝

織本正慶

高山螢

向野榮

高科成良

高橋彦太郎

井出健

学会監事星和夫

梶原優

河北総合病院

聖隷浜松病院

土浦協同病院

岡山赤十字病院

総合大雄会病院

社会保険中央総合病院

織本病院

高山整形外科病院

福井赤十字病院

厚生連広島総合病院

曰本病院共済会

曰本病院会

青梅市立総合病院

板倉病院

理事長

院長

院長

院長

理事長

院長

理事長

院長

院長

院長

取締役

事務局長

院長

院長

都
県
県
県
県
都
都
都
県
県
都
都
都
県

京
岡
城
山
知
京
京
京
井
島
京
京
京
葉

東
静
茨
岡
愛
東
東
東
福
広
東
東
東
千

03-3339-Z

O534-74-2f

O298-23-3］

O86-222-8f

0586-72-12

03-3364-02

0424-91-21

03-3607-32

0776-36-36

0829-36-31

03-3264-98

03-3265-00

0428-22-31

0474-31-26

〔他団体との連絡協議〕

1．四病院団体連絡協議会（代表委員諸橋芳夫）

＜総合部会＞

諸
依
河
大

橋
田
北
道

芳
忠
博

国
岡
河
医

夫
雄
文
學

保
山
北
療

旭中央

赤十字

総合

法人大

院
院
院
会

病
病
病
道

院長

院長

理事長

理事長

千葉県

岡山県

東京都

大阪府

04796-3-81］

086-222-88］

03-3339-212

06-962-962

＜税制委員会＞

石井孝宜森公認会計士共同事務所 公認会計士 東京都 03-3839-59（
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<医療制度委員会＞

大道

渡辺

医療法人大道会

秦病院

學
晃

理事長

院長

大阪府

茨城県

06-962-9621

0294-36-2551

<医療経済委員会＞

河北総合病院

医療法人大雄会

優生病院

横浜赤十字病院

河
伊
北
宗

北博文

藤研

村行彦

雪武

理事長

理事長

院長

院長

東京都

愛知県

兵庫県

神奈川県

03-3339-2121

0586-72-1211

06-488-1851

045-622-0101

<看護小委員会＞

伊藤

高橋勝

医療法人大雄会

武蔵野赤十字病院

理事長 愛知県

東京都

研 0586-72-1211

0422-32-3111院 長

＜給食委託研究会＞

寺田

柏戸正

守
英

公立陶生病

柏戸病

院
院

院
院

愛知県

千葉県

長
長

0561-82-5101

043-227-8366
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研究 会 委員名簿

１．診療システム研究会

顧問嶋田和正

鬚曇鬘澤島政行
副委員長柴田俊郎

カロ藤正弘

杉浦昌也

諏訪城三

士居通泰

新納憲司

星和夫

村上義次

都立広尾病院

横浜船員保険病院

㈱曰立戸塚総合病院

江戸川病院

都立広尾病院

神奈川県立こども医療センター

都立台東病院

大口東総合病院

青梅市立総合病院

曰暮里上宮病院

(03)3489-7901
（自宅）

(045)331-1251

(045)881-1221

(０３)3673-1221

(03)3444-1181

(045)711-2351

(03)3874-7441

(045)401-2411

(0428)22-3191

(０３)3891-5291

顧
院
院
院
院
院
院
副
院
院

問
長
長
長
長
長
長
長
長
長

院

浜田一美 ㈱曰本病院会 事業課 (０３)3265-0077

2．事務管理研究会

顧問益田啓

顧問上林三

委員長安田尚

副委員長山本敏

編集委員田中

海北幸

黒田幸

佐々木和

平野栄

山下昭

中村彰

(前）横浜赤十字病院

聖路加国際病院

順天堂大学医学部附属１１頂天堂医院

聖隷福祉事業団

足利赤十字病院

医療法人きっこう会

国家公務員等共済組合連合会

河北総合病院

東十条病院

杏雲堂病院

聖路加国際病院

作
郎
之
博
實
男
男
男
次
雄
吾

事務部長

事務部顧問

事務部長

常務理事

事務部長

事務局長

参与

事務長

事務長

事務長

事務長

(045)771-3002
（自宅）

(０３)3541-5151

(03)3813-3111

(0534)73-2150

(0284)21-0121

（06)581-1071

(０３)3222-1841

(０３)3339-2121

(０３)3911-5511

(０３)3292-2051

(03)3541-5151

大内全 ㈱曰本病院 会 事業課 (０３)3265-0070
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３．医事研究会

顧問加藤雄二

顧問三上晃

委員長中野隆男

副委員長大西正利

編集委員船津浩

石坂恵介

岩瀬英二

薮純夫

武田匡弘

大内全

病院システム研究会

三井記念病院

本島総合病院

河北総合病院附属診療所

虎の門病院分院

虎の門病院

織本病院

聖路加国際病院

横浜総合病院

(0423)26-3898

(03)3862-9111

(0276)22-7131

(03)3339-2121

(044)877-5111

(03)3588-1111

(0424)91-2121

(03)3541-5151

(045)902-0001

代表

医事課顧問

業務課長

事務長

総務課長

医事課保険係長

医事課長

医事課外来係長

医事課入院係長

事業課 (０３)3265-0070㈹曰本病院 会

4．総務研究会

顧問青

委員長石

副委員長松

篠

田

中

渡

(03)3759-5437
（自宅）

(０３)3541-5151

(0423)21-2031

(03)3339-2121

(0534)73-2150

(0764)41-2481

(04709)2-2211

山
山
田
塚
島
永
辺

(元）三井記念病院

聖路加国際病院

西東京警察病院

河北総合病院

聖隷福祉事業団

西能病院

亀田総合研究所

㈹日本病院会

総務課長

病床管理室長

医事課長

人事課長

総務部長

常務理事

副所長

博
稔
詔
功
一
光
郎
太

誠
久
謙

(０３)3265-0070事業課一之瀬秀樹

5．用度研究会

委員長塩

鶉蕊梅
大

中

平

松

山

(０３)3541-5151

(０３)3502-7231

(０３)3482-1702

(03)3292-3981

(0424)61-0052

(0485)93-1212

(03)3946-5151

聖路加国際病院

曰比谷病院

成城木下病院

楽病院

公立昭和病院

北里メディカルセンター病院

曰通健保東京病院

事
事
事
職
用
経
経

務次

務次

長
長
長
長
長
長
長

山
津
石
村
林
島
口

英
男
司
良
玄
夫
男

雅
勝
洋
明
和
雅
敏

務

員
度
理
理

係
課
課
課

(03)3265-0077企画調整課㈱曰本病院会中田彬
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6．施設研究会

顧問上林

委員長倉持

副委員長中島

小峰

佐藤

編集委員瀬川

中西

辺見

郎
雄
郎
二
夫
宏
録
九

一一
十

三
一
昭
建
辰
篇
照
九

聖路加国際病院

学校法人順天堂

北品川総合病院

武蔵野赤十字病院

虎の門病院

河北総合病院

都立豊島病院

東京都済生会向島病院

事務部顧問

本館建設本部事務局

施設課長

施設課長

施設課長

施設部長

主事

施設業務顧問

(03)3541-5151

(03)3813-3111

(03)3474-1831

(0422)32-3111

(03)3588-1111

(０３)3339-2121

(03)3961-3281

(03)3610-3651

千須和美直 仙曰本病院会 企画調整課 (03)3265-0328

7．会計経理研究会

顧問酒泉春

委員長小沢武

鬚篝鬘別府
小林則

徳野雅

横山達

河北総合病院

東大和病院

虎の門病院分院

中野総合病院

＝ 楽病院

聖路加国際病院サービスセンター

雄
男
勇
人
彦
治

財団事務局顧問

事務長

事務部長

経理課

財政課係長

常務取締役

(03)3339-2121

(0425)62-1411

(044)877-5111

(０３)3382-1231

(03)3292-3981

(03)3542-9746

太刀川東吾

臼杵豊
鮒曰本病院 会 会 計課 (03)3265-0077

8．人事労務研究会

顧問稲垣

委員長西浦捷

副委員長斉藤正

阿部宏

大塚辰

酒井

垂水正

武
裕
夫
子
雄
武
紀

肋全国病院理学療法協会

東京衛生病院

石和温泉病院

虎の門病院

賛育会病院

産業労働調査所附属日本病院経営研究所

楽病院

事務所長

人事課長

事務長

総務課長

総務課長

参与

庶務課長補佐

(03)3494-1948

(03)3392-6151

(0552)63-0111

(０３)3588-1111

(03)3622-9191

(03)3237-1601

(03)3292-3981

一之瀬秀樹 仙曰本病院 会 事業課 (03)3265-0070

－２１６－



９．看護管理研究会

顧問内田卿子

委員長北林悦子

副委員長家人秀子

大久保和恵

木部玲子

達子房

竹内幸枝

嶋崎佐智子

長谷川スミ子

編集委員宮越和子

由井尚美

聖路加国際病院

九段坂病院

港区立特養老人ホーム・高齢者
在宅サービスセンター白金の森

練馬総合病院

北里研究所病院

'１|頁天堂大罰歪学部附属I|[i天堂浦安病Ｉ院

日本赤十字社医療センター

㈱曰本看護協会

癌研究会附属病院

都立府中病院

社会保険横浜中央病院

副院長

看護部長

看護・介護課長

総婦長

副看護部長

看護部長

婦長

常任理事

総婦長

看護部長

総婦長

(０３)3541-5151

(03)3262-9191

(03)3449-9611

(03)3972-1001

(03)3444-6161

(0473)53-3111

(03)3400-1311

(03)3400-8331

(03)3918-0111

(0423)23-5111

(045)641-1921

(03)3265-0077浜田一美 ㈱曰本病院会 事業課

10．薬事管理研究会

顧問高橋則行

顧問吉本与一

委員長佐野寿夫

副委員長八木下将也

編集委員樺山照一

飯沼弘義

石井漱－

磯崎貞夫

海老沼廣

片山孝－

高橋美篇

永井昼

(０３)3406-0485

(03)3580-9611

(03)3400-1311

(03)3625-6381

(0422)47-5511

(0423)23-5110

(0471)33-1111

(03)3238-7167

(０３)3263-1371

(０３)3541-5151

(0422)32-3111

(03)3269-8111

㈱日本病院薬剤師会

㈱曰本薬剤師会

日本赤十字社医療センター

同愛記念病院

杏林大学医学部付属病院

都立神経病院

国立がんセンター東病院

東京逓信病院

東京警察病院

聖路加国際病院

武蔵野赤＋字病院

東京厚生年金病院

会
副
薬
薬
薬
薬
薬
薬
薬
薬
薬
薬

長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長

会

－
１
１
１
１
１
－

斉
斉
斉
斉
斉
斉
斉

部
科
科
科
部
部
部

局

剤部

剤部

(０３)3265-0070拙曰本病院会 事業課大内全

－２１７－



11．栄養管理研究会

顧問馬場昂

委員長佐藤節夫

副委員長長崎洋三

副委員長米山貞治

字井美代子

下房子

編集委員住田佳寿子

中川渉男

中西靖子

水上美津子

吉田美津子

栄養室長

栄養部長

栄養課長

栄養科長

栄養科長

栄養科

栄養科管理室長

栄養課長

栄養科長

栄養課長

栄養科長

(0423)43-1573
（自宅）

(０３)3813-3111

(044)288-2601

(０３)3392-6151

(03)3717-5390
（自宅）

(0492)85-3161

(03)3408-2151

(03)3685-2166

(03)3339-2121

(045)622-0101

(0423)23-5111

エアロビクスクリニック

順天堂大学医学部附属順天堂医院

健保川崎中央病院

東京衛生病院

(前）聖路加国際病院

関越病院

心臓血管研究所附属病院

江東病院

河北総合病院

横浜赤十字病院

都立府中病院

浜田一美 仙曰本病院会 事業課 (03)3265-0077

12．調理研究会

委員長佐藤

副委員長小林

杉本

編集委員倍賞

吉川

東邦大学医学部附属大森病院

都立駒込病院

(元）三楽病院

東京衛生病院

国立療養所東京病院

調理上席室長

栄養科技能長

調理主任

調理主任

調理師

(03)3762-4151

(03)3823-2101

(044)411-5254
（自宅）

(０３)3392-6151

(0424)91-2111

曰

武夫

和治

玉之助

恒司

浜田一美 拙曰本病院会 事業課 (03)3265-0077

13．診療録管理研究会

委員長木村明

鶉蕊三竹年世子
有坂馨

大島京子

小泉智子

桜井勉

武田純子

西野泰吉

丸林葉子

新潟市民病院

済生会神奈川県病院

松村総合病院

北里研究所病院

杏林大学医学部付属病院

慶応義塾大学病院

松戸市立病院

東京医科大学病院

順天堂大学医学部附属11頂天堂医院

副院長

病歴室顧問

診療録管理部長

病歴室主任

病歴室主任

中央病歴室主任

診療記録管理室主任

中央病歴室

診療録中央
管理室係長

(025)241-5151

(045)432-1111

(0246)23-2161

(03)3444-6161

(0422)47-5511

(０３)3353-1211

(0473)63-2171

(０３)3342-6111

(03)3813-3111

－２１８－



吉崎悦子 済生会神奈川県病院

㈱曰本病院会

病歴図書室主任

通信教育課

(045)432-1111

北川芳兼 (03)3265-0079

14．病院管理総合研究会

願問小林保

委員長矢作忠政

副委員長金地嘉夫

編集委員外池美和子

金森頼長

熊沢宏光

高田カメ

中原久江

中村彰吾

湯川すが

(前)板橋中央臨床検査研究所

京浜総合病院

金地病院

朝曰生命成人病研究所附属病院

東京警察病院

京浜総合病院

河井病院

武蔵野赤十字病院

聖路加国際病院

関東逓信病院

在宅医療室長

理事長

理事長

医事課長

栄養科長

事務局次長

総婦長

ICU・HCU婦長

事務長

副看護部長

(03)3967-6011

(044)777-3254

(０３)3821-6433

(03)3343-2151

(03)3263-1371

(044)777-3251

(03)3951-9116

(0422)32-3111

(０３)3541-5151

(03)3448-6021

大内全 肋曰本病院 会 事業課 (03)3265-0070

15．放射線研究会

顧問西田

顧問松岡

顧問松本

委員長虎渡

副委員長村越

大内

栗田

佐藤

杉尾

編集委員関

平

藤田

編集委員松元

夫
平

義
龍
泰
勇
秀
周
道
尚
敏
孝
和
良
和

佼成病院

聖路加国際病院

楽病院

(前）おかむら健クリニック

日本医科大学附属病院

聖テレジア病院

東京好医附学こう鮪ﾘｳﾏﾁ綱ｾﾝﾀｰ

北品川総合病院

国立東京第二病院

都立清瀬小児病院

東京都済生会中央病院

東京医科大学霞ケ浦病院

川崎幸病院

健康管理相談室長

放射線科部長

副院長

放射線室長

放射線科係長

顧問

技師

放射線技術部課長

副技師長

放射線科係長

放射線科長

放射線科技師長

放射線科技師長

０３(3383)1281

(03)3541-5151

(03)3292-3981

(03)3847-9051

(03)3822-2131

(0467)32-4125

(03)5269-1711

(03)3474-5861

(03)3411-0111

(0424)91-0011

(03)3451-8211

(0298)87-1161

(044)544-4611

光
信
雄
義
竈

夫
三
敏

～

一之瀬秀樹 ㈱曰本病院 事業課 (03)3265-0070会

－２１９－



16．臨床検査管理研究会

顧問佐藤和身

委員長川越功

鶉薑臺寶小金沢宗雄
副委員長高橋貞嗣

宇津木道弘

川畑貞美

島袋宏明

鈴木勝治

成田周市

平沢政人

前畑英介

(前）駿河台日本大学病院

浜松赤十字病院

河北総合病院

済生会横浜市南部病院

東京医科大学病院

順天堂大学医学部附属順天堂浦安病院

日本大学医学部附属板橋病院

春曰部市立病院

板橋中央総合病院

昭和大学病院

三井記念病院

技術長

技師長

技師長

技師長

技師長

技師長

検査科主任

医事課長

検査科次長

技師長

技師長

(045)881-3869
（自宅）

(0534)72-1151

(03)3339-2121

(045)832-1111

(０３)3342-6111

(0473)53-3111

(03)3972-8111

(0487)35-1261

(03)3967-6011

(03)3784-8484

(０３)3862-9111

浜田一美㈱曰本病院会 事業課 (03)3265-0077

ハウスキーピング研究会１７．ハ已

顧問

委員長
編集委員

副委員長

藤
上
藤
川
谷
田
原
崎
安
野

江
近
井
伊
石
粕
海
栗
高
友
水

二
子
子
子
良
宝
代
子
子
子

代
キ

し

英
加
１
幸

君
と
直
淑

国際医療管理専門学校

(前）杏林大学医学部付属病院

(元）都立府中病院

都立神経病院

(元）虎の門病院

都立豊島病院

済生会横浜市南部病院

虎の門病院分院

杏林大学医学部

(元）順天堂医院

講師

庶務課次長

家政係長

家政係長

整備課長

家政係長

施設課ﾊｳｽｷｰﾊﾟｰ

ハウスキーパー

講師

家政係長

(0471)33-5307
（自宅）

(0422)47-5511

(0422)48-2268
（自宅）

(0423)23-5111

(0423)21-1894
（自宅）

(０３)3961-3281

(045)832-1111

(044)877-5111

(０３)3300-8397
（自宅）

(03)3307-1335
（自宅）

(０３)3265-0077浜田一美 ㈱曰本病院会 事業課

－２２０－



18．図書室研究会

顧問後藤

委員長石澤

副委員長篠原

編集委員上原

有田

飯田

奥出

岡橋

直江

吉富

久夫

實枝

寿美江

みどり

由美子

育子

麻里

郁子

理子

まち子

片瀬学園

東京厚生年金病院

川崎市立川崎病院

三井記念病院

新潟県立がんセンター新潟病院

浜松赤十字病院

川鉄健保千葉病院

社会保険広島市民病院

旭川市立旭川病院

竹田綜合病院

(0466)22-4462

(０３)3269-8111

(044)233-5521

(03)3862-9111

(025)266-5111

(0534)72-1151

(0472)61-5111

(0822)21-2291

(0166)24-3181

(0242)27-5511

園長

事務主任

司書

事務副主任

図書室主任

主事

司書

総務課主事

事務吏員

事務員

(03)3265-0070㈱曰本病院 会 事業課大内全

19．職場リーダー研修会

聖路加国際病

昭和大学病

武蔵野赤十字病

佼成病

東京医科大学病

昭和大学病

用度課長

中央放射線部技師長

事務部長

臨床検査技師長

栄養課課長補佐

臨床検査技師長

(03)3541-5151

(03)3784-8418

(0422)32-3111

(03)3383-1281

(03)3342-6111

(03)3784-8484

内藤

神田

緒方

設楽

平井

平沢

均
助
市
登
枝
人

院
院
院
院
院
院

委員長

副委員長

幸
廣
正
千
政

(０３)3265-0077

〃

井上新

西川幸

㈱曰本病院

〃

会 総務課

〃

－２２１－



会 状況員

平成５年３月31曰現在

－２２２－

都道府県名 会員数 都道府県名 会員数 都道府県名 会員数

道
森
手
城
田
形
島
城
木
馬
玉
葉
京
川
潟
山

海
奈

北
青
岩
宮
秋
山
福
茨
栃
群
埼
千
東
神
新
富

６
３
９
５
７
６
８
２
０
１
３

６
２
１
２
２
１
３
５
２
４
６

０１１
田
別
町
Ⅳ

２
１

川
井
梨
野
阜
岡
知
重
賀
都
阪
庫
良
山
取
根

歌

石
福
山
長
岐
静
愛
三
滋
京
大
兵
奈
和
鳥
島

別
肥
別
部
師
乃
必
妬
刈
船
別
刷
似
舶
咀
皿

１
１
１

山
島
口
島
川
媛
知
岡
賀
崎
本
分
崎
島
縄

児

岡
広
山
徳
香
愛
高
福
佐
長
熊
大
宮
鹿
沖

合計

２
８
３

７
４
３

６
７
３
８
１

１
３
４
９

９
３
０
３
３
６
２

４
３
１
１
１
１

2,454

会員種別 平成５年３月31曰 平成４年３月31日 増減

正会員 2,454 ２．４４２ 1２

賛助会員Ａ

〃

〃

〃

Ｂ

Ｃ

Ｄ

146

195

0

7４

1５１

１９０

０

7８

５
５
０
４

△
△

〃 計 415 419 △４
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